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【
解
題
】

前
号
（『
松
代
』
33
号
）
に
引
き
続
き
、真
田
宝
物
館
所
蔵
『
菊

の
分
根
』
を
翻
刻
す
る
。
た
だ
し
、
前
回
の
時
点
で
は
、
翻
刻

し
た
『
菊
の
分
根　

亥
』（
真
田
宝
物
館
整
理
番
号
31
―
３
―

21
―
⑥
）
の
成
立
年
を
確
定
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
た
が
、

菊
貫
（
幸
弘
）
二
十
五
、六
歳
の
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
か

ら
同
二
年
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
本
年

（
二
〇
二
一
）
二
月
に
刊
行
し
た
『
真
田
幸
弘
点
取
百
韻　

翻

刻
と
解
題
』（
勉
誠
出
版
）
に
収
録
し
た
。
こ
れ
に
は
前
号
に

翻
刻
し
た
前
半
五
巻
分
に
加
え
、
未
翻
刻
の
後
半
六
巻
分
を
翻

刻
し
収
録
し
た
の
で
、
同
書
（
八
四
〜
一
〇
八
頁
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

本
稿
で
は
、
安
永
二
年
巳
（
一
七
七
三
）、
幸
弘
三
十
四
歳

に
成
立
し
た
「
菊
の
和
気
根
」
全
十
巻
の
内
、
前
半
の
五
巻
を

翻
刻
す
る
。
各
巻
の
概
要
を
知
る
た
め
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
、

便
宜
上
（
１
）
〜
（
５
）
の
算
用
数
字
を
付
し
た
。
各
巻
の
奥

書
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）
右
八
月
十
一
日
発
九
月
十
三
日
成

　
　
　
　

米
翁
持　

存
義
祇
東　

百
万
米
翁
子　

珠
来
米
翁
子

　
　
　
　

青
莪
持　

不
言
勝　
　

田
女
祇
東　
　

菊
堂
米
駒

　
　
　
　

菊
連
持　

買
明
青
莪　

楼
川
鼎
牙　
　

祇
丞
祇
東

（
２
）
右
九
月
十
一
日
発
同
二
十
九
日
披

　
　
　
　

菊
堂
勝　

常
仙
勝　

白
頭
嵐
牙　

夜
庭
祇
東

　
　
　
　

花
千
勝　

五
評

（
３
）
右
初
冬
初
四
席

　
　
　
　

不
言
田
鏡　

風
導
仝　

花
縣
嵐
牙　

夜
庭
勝

　
　
　
　

夜
鶴
仝　
　

冬
英
嵐
牙　

六
評

（
４
）
右
十
月
十
日
席

　
　
　
　

風
導
雅
水　

夜
庭
勝　
　
　
　
　

両
評

（
５
）
右
八
月
起
十
月
三
日
満
尾

　
　
　
　

祇
井
子
持　

買
明
祇
東　

楼
川
車
丈　

秀
国
勝

　
　
　
　

菊
連
持　

常
仙
仝　

菊
堂
仝　

白
頭
仝　
　

合
六
評

こ
れ
ら
の
う
ち
（
１
）
と
（
５
）
は
、
百
韻
を
一
、二
ヶ
月

か
け
て
満
尾
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
時
間
を
要

し
た
事
情
が
判
ら
な
い
。
た
だ
し
（
１
）
の
場
合
、
米
翁
（
柳

沢
信
鴻
）
の
『
宴
遊
日
記
』
安
永
二
年
八
月
十
四
日
に
「
○
菊

貫
廻
し
来　

存
義
・
百
萬
・
菊
堂
・
田
女
・
買
明
・
珠
来
・
不

言
・
楼
川
・
祇
丞
九
評
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
徴
す
れ

ば
、
文
音
に
よ
る
百
韻
が
あ
り
、
点
者
も
知
ら
さ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
（
１
）
は
百
韻
の
後
に
余
興

十
四
句
が
あ
る
。

次
に
連
衆
と
点
者
を
一
覧
す
る
が
、（
１
）
の
百
韻
は
米
翁

が
連
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
。（
５
）
は
、
八
月
に
始
め
て
、
十

月
に
満
尾
し
た
と
記
す
の
で
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の

百
韻
も
文
音
で
巻
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。（
２
）
は
九
月

十
一
日
に
同
座
し
て
百
韻
を
巻
い
た
が
、
披
露
し
た
の
は
十
八

日
後
で
あ
っ
た
ら
し
い
。（
３
）
と
（
４
）
は
百
韻
を
巻
い
た

日
に
披
露
さ
れ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

「
米
翁
持
」
と
あ
る
の
は
、
米
翁
（
柳
沢
信
鴻
）
が
存
義
と

百
万
、珠
来
の
三
人
の
点
者
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
こ
と
で
、

点
者
の
内
、存
義
の
み
が
祇
東
に
高
点
を
与
え
て
勝
者
と
し
て
、

百
万
と
珠
来
は
、
米
翁
に
高
点
を
与
え
て
勝
者
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。（
１
）
の
場
合
、
米
翁
は
連
衆
の
一
人
で
あ
り
、
点
者

を
抱
え
る
ス
ポ
ン
サ
ー
で
も
あ
っ
た
。「
菊
連
（
菊
貫
の
こ
と
）

持
」
も
同
様
で
あ
る
。

各
巻
の
連
衆
と
点
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
） 

菊
貫
・
鼎
牙
・
祇
東
・
牛
道
・
青
何
・
青
峨
・
米
蛙
・

米
駒
・
米
翁

　
　
　

 （
点
者
）存
義
・
百
萬
・
珠
来
・
不
言
・
田
女
・
菊
堂
・

買
明
・
楼
川
・
祇
丞

（
２
） 

菊
莚
・
希
言
・
菊
貫
・
鼎
牙
・
祇
東
・
嵐
牙
・
苳
社

　
　
　

 （
点
者
）
菊
堂
・
常
仙
・
白
頭
・
夜
庭
・
花
千

（
３
） 

菊
貫
・
嵐
牙
・
菊
莚
・
田
鏡
・
祇
東
・
梧
庵

　
　
　

 （
点
者
）
不
言
・
風
導
・
花
縣
・
夜
庭
・
夜

・
冬
英

（
４
） 

雅
水
・
希
言
・
祇
東
・
云
牙
・
菊
莚
・
鼎
牙
・
野
十
・

保
牛
・
雲
牙
・
菊
堂

翻
刻
『
菊
の
分
根
』（
11
）

小
幡　
　

伍　

池
田
佐
奈
惠　

荻
原　

幸
子　

大
日
方
裕
美　

大
塚　

尚
束　

柿
崎　

孝
子　

玉
城　
　

司　

寺
田　

寿
子　

豊
田　

千
明　

牧　
　

長
夫　

牧　
　

豊
子　

丸
山　

聖
子　

松
田　

弘
子　

矢
野　

清
澄

真
田
連
句
を
読
む
会
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（
点
者
）
風
導
・
夜
庭

（
５
） 
菊
貫
・
魚
輔
・
祇
東
・
鼎
牙
・
文
水
・
止
暁
・
車
丈
・

祇
井

　
　
　
（
点
者
）
買
明
・
楼
川
・
秀
国
・
常
仙
・
菊
堂
・
白
頭

こ
れ
ら
は
、
先
に
ふ
れ
た
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）・
同
二

年
頃
に
成
っ
た
「
菊
の
分
根
」（『
真
田
幸
弘
点
取
百
韻　

翻
刻

と
解
題
』
に
収
録
）
と
比
較
す
る
と
、江
戸
座
の
点
者
（
宗
匠
）

た
ち
が
多
く
批
点
を
し
、連
衆
も
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

各
巻
の
発
句
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）
初
も
の
と
碪
う
つ
也
け
ふ
の
月　
　
　

権
道

（
２
）
名
に
ひ
ら
く
黄
花
も
と
よ
り
分
根
哉　

菊
莚

（
３
）
村
鵆
夜
は
寒
し
於
莵
か
許　
　
　
　
　

晋
子

（
４
）
水
仙
や
鉋
序
の
小
島
台　
　
　
　
　
　

其
角

（
５
）
明
月
や
畳
の
う
へ
に
松
の
影　
　
　
　

晋
子

（
１
）
の
発
句
作
者
権
道
は
米
仲
だ
ろ
う
。
米
仲
は
江
戸
座

の
俳
人
。
菊
貫
ら
の
百
韻
の
点
者
も
つ
と
め
た
が
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
六
月
十
五
日
没
。
六
十
歳
。
青

・
月
村
所
・

八
楽
庵
な
ど
の
別
号
も
あ
る
。
春
来
（
二
世
青
峨
）
門
。『
江

戸
女
歌
仙
』『
靫

う
つ
ぼ

随
筆
』
な
ど
を
刊
行
し
た
。（
２
）
菊
莚
は
菊

堂
門
の
俳
人
ら
し
い
が
、
俗
名
未
詳
。（
３
）
晋
子
（
４
）
其

角
（
５
）
晋
子
は
、全
て
宝
井
其
角
（
寛
文
元
年
〈
一
六
六
一
〉

〜
宝
永
四
年
〈
一
七
〇
五
〉）。（
３
）
は
、「
む
ら
ち
ど
り
其
夜

は
寒
し
虎
が
許
」（『
句
兄
弟
』）（『
五
元
集
拾
遺
』）
の
句
形
が

正
し
い
。「
虎
が
許
」
な
ら
ば
、
曾
我
十
郎
祐
成
の
恋
人
・
虎

御
前
の
も
と
で
あ
り
、
句
意
を
理
解
で
き
る
が
「
於
莵
か
許
」

と
し
た
理
由
は
わ
か
か
ら
な
い
。（
４
）
は
、こ
の
句
形
で
『
焦

尾
琴
』
や
『
五
元
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。（
５
）
は
、
人

口
に
膾
炙
し
た
其
角
の
句
で『
北
の
山
』『
己
が
光
』の
ほ
か『
雑

談
集
』『
其
角
十
七
回
忌
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。

【
書
誌
】

真
田
宝
物
館
書
名
／
『
喜
久
の
分
根
』（
原
表
紙
）

真
田
宝
物
館
整
理
番
号
／
31
―
３
―
21
―
②

書
型　

綴　

料
紙
／
大
本
27
・
５
×
19
・
６
糎　

袋
綴　

楮
紙

表
紙　

色　

模
様
／
紺
色
無
地

題
簽
／
「
菊
の
分
気
根　

癸
巳
九
月
よ
り
」

見
返
し
／
本
文
共
紙

目
次
／
な
し

丁
数
／
全
八
〇
丁　

墨
付
七
九
丁　

行
数
七
〜
八
行

 

（
今
回
は
第
一
丁
か
ら
四
一
丁
ま
で
を
翻
刻
し
た
。）

【
凡
例
】

１ 　

原
則
と
し
て
旧
漢
字
・
異
体
字
は
現
行
の
漢
字
に
改
め

た
。

２ 　

仮
名
遣
い
、
か
な
の
清
濁
は
原
則
と
し
て
原
本
の
通
り
と

し
た
。
但
し
、
ひ
ら
が
な
の
意
識
で
使
っ
て
い
る
カ
タ
カ
ナ

「
ハ
」「
セ
」「
ミ
」「
ツ
」
等
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。

３ 　

収
載
句
の
中
に
は
一
部
人
権
に
関
わ
る
用
語
が
あ
る
。
本

書
の
資
料
的
性
格
に
鑑
み
て
原
本
通
り
に
翻
刻
し
た
が
、
読

者
に
お
か
れ
て
は
、人
権
問
題
の
正
し
い
理
解
に
基
づ
い
て
、

判
断
し
て
ほ
し
い
。

４ 　

本
稿
は
真
田
連
句
を
読
む
会
の
解
読
に
基
づ
き
、
小
幡
伍

が
原
稿
を
作
成
、
豊
田
千
明
が
批
点
を
書
き
入
れ
、
玉
城
司

が
解
題
を
記
し
た
。

【
翻
刻
】

（
１
）

初
も
の
と
碪
う
つ
也
け
ふ
の
月 

権
道

　

在
郷
し
み
た
る
柿
の
上
下

秋
か
せ
に
集
く
疝
気
も
音
を
鳴
て

　

七
寸
の
丈
に
皆
具
爽

裏
門
の
塵
と
り
箒
か
さ
り
立

　

袋
ひ
し
ゃ
り
と
破
れ
る
煎
餅

貢
も
の
松
の
枝
か
ら
ふ
う
わ
り
と

　

机
の
脇
に
す
つ
し
り
と
史
記 

　
　
　

」
１
オ

ウ

し
め
つ
ほ
い
手
拭
遣
ふ
峰
の
寺 

菊
貫

　

淤
泥
を
出
て
白
き
尼
の
歯 

　

鼎
牙

松
島
の
首
途
送
り
も
狂
歌
数
奇 

　

祇
東

　

大
間
違
の
酢
に
燗
を
し
て 

　

牛
道

化
も
の
に
か
ふ
る
羽
織
も
恋
こ
ろ
も  

青
阿

　

玉
兎
と
書
て
寒
梅
に
文 

存　

柿
の
上
下
季
に
ハ
い
か
ゝ

存　

病
体
表
に

不
言
十
点

祇
丞
七
点　

買
明
七
点　

百
万
七
点　

菊
堂
七
点　

田
女
七
点

存　

き

買
明
十
点

田
女
十
点

楼
川
七
点　

珠
来
七
点　

菊
堂
五
点

百
万
七
点　

田
女
五
点

楼
ヽ

百
万
十
点

楼
川
五
点

存
を　
　
　

 

す
る

楼
川
十
点

百
万
十
点

存　

解
さ
す
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油
灯
は
消
え
て
も
雪
の
薄
明
り 

青
峨　

」
１
ウ

　

殿
の
手
打
ち
の
棒
ほ
と
な
蕎
麦 

持
て
出
る
碁
盤
へ
ち
よ
つ
と
子
を
立
せ　

米
蛙

　

蛇
も
売
き
れ
て
仕
廻
ふ
五
月
雨 

　

米
駒

崩
れ
寄
る
背
山
の
岸
の
さ
ゝ
ら
波 

　
　

鼎

　

掘
出
す
鐘
に
南
朝
の
銘 
　
　

東

百
姓
も
う
つ
と
り
と
花
の
昼
上
り 

　

橋
に
か
ら
ま
る
紙
鳶
（
凧
）
の
糸
遊 

」
２
オ

二

春
来
れ
は
十
軒
店
も
雲
の
う
へ 

　

貫

　

活
き
て
居
ま
す
と
老
の
浮
言 

　

峨

戴
も
の
に
女
心
の
手
を
清
め 

　
　

道

　

鳴
呼
気
の
か
た
の
三
世
相
操
る 

　
　

阿

梅
干
を
と
か
け
の
歩
行
く
雨
あ
か
り  

米
翁

　

二
度
め
の
田
草
笠
を
摺
る
稲 

　
　

駒

逆
井
を
母
の
乗
出
す
両
大
師 

　
　

仝
」
２
ウ

百
万
五
点　

菊
堂
五
点　

不
言
五
点　

田
女
七
点　

存
儀
五
点

楼
川
七
点　

百
万
七
点

楼
川
七
点 

祇
丞
五
点 

百
万
五
点 

菊
堂
五
点 

不
言
七
点 

田
女
五
点

祇
丞
十
点

菊
堂
十
点

珠
来
五
点　

田
女
五
点

百
万
七
点　

田
女
七
点

田
女
十
点

祇
丞
七
点　

買
明
七
点　

百
万
七
点　

菊
堂
七
点　

不
言
七
点

珠
来
七
点　

田
女
七
点

菊
堂
十
点

不
言
十
点

存
義
八
点

楼
川
五
点　

田
女
七
点

楼
川
七
点　

祇
丞
七
点　

田
女
七
点

存　

心
に
気
ト
ハ

百
万
七
点　

珠
来
五
点　

菊
堂
五
点　

不
言
五
点

楼
川
五
点　

菊
堂
五
点

菊
堂
五
点

田
女
五
点

　

霜
や
寒
し
と
手
を
当
る
鷹 

　
　

蛙

家
内
ほ
と
あ
て
か
つ
て
行
冬
菜
売 

　
　

仝

　

戸
も
米
も
な
し
思
ひ
入
る
山 

　

翁

夏
の
気
の
は
な
れ
は
し
め
る
高
燈
籠   

駒

　

萩
野
へ
捨
る
馬
も
絵
こ
ゝ
ろ 

　
　

蛙

挽
臼
に
淋
し
く
唄
ふ
朝
の
月 

　

西
瓜
の
皮
の
幾
重
積
ら
ん 

　
　
　

」
３
オ

二
ウ

出
る
夜
鷹
三
つ
四
つ
二
つ
橋
の
秋 

　

翁

　

芸
子
の
宿
に
ち
く
は
く
の
下
駄 

　

貫

つ
き
つ
け
て
言
は
れ
ぬ
恋
に
初
瀬
山　
　

東

　

蝿
取
蜘
を
労

の
伽 

　
　

鼎

お
や
み
な
き
雨
の
仕
事
に
竹
植
て 

　

貫

　

如
来
の
顔
を
袖
て
拭
く
尼 

　
　

東

草
の
戸
の
屏
風
に
へ
か
す
舞
扇
子 
　
　

鼎
」
３
ウ

　

虚
病
の
文
を
堀
の
茶
て
書
く 

　
　

道

田
女
七
点

菊
堂
十
点

買
明
五
点　

百
万
五
点

買
明
十
点

百
万
十
五
点

田
女
十
点

珠
来
五
点

楼
川
十
八
点

不
言
十
点

田
女
十
点

祇
丞
五
点　

買
明
七
点　

菊
堂
七
点

百
万
十
五
点

買
明
七
点　

菊
堂
五
点　

不
言
七
点　

田
女
七
点

楼
川
七
点

祇
丞
十
五
点

田
女
十
八
点

楼
川
五
点

楼
川
十
点

祇
丞
十
点

百
万
七
点　

珠
来
五
点　

田
女
七
点　

存
義
五
点

買
明
十
点

珠
来
五
点　

存
義
七
点

田
女
十
点

祇
丞
五
点　

買
明
七
点

買
明
十
点

楼
川
七
点 

百
万
七
点 

珠
来
七
点 

菊
堂
五
点 
不
言
五
点 

田
女
七
点

菊
堂
十
点

買
明
七
点

存　

堀
と
は
谷
堀
の
事
カ

　
　

堀
と
は
か
り
は
予
は
心
得
す

古
着
買
昔
の
人
の
移
り
香
を 

　
　

阿

　

氷
る
盥
の
月
を
姿
鏡

時
も
時
し
く
れ
降
る
夜
の
局
下
り 

　

峨

　

前
歯
に
当
る
外
郎
の
金 

礎
に
鐘
は
お
ろ
し
て
は
な
盛 

　

続
く
天
気
に
山
笑
ふ
也 

　
　
　

」
４
オ

三

鶯
の
残
の
雪
に
道
を
明
け 

　

峨

　

今
は
と
見
え
て
急
な
薮
入 

　

仝

駕
立
る
内
に
燈
り
し
三
谷
の
灯 

　
　

道

　

子
の
外
へ
出
る
雷
の
跡 

　
　

阿

張
る
傘
の
門
に
八
日
の
杜
若 

　
　

道

　

画
具
て
書
し
画
師
の
受
取 

　
　

仝

女
房
に
又
寝
の

を
剥
れ
け
り 

　

峨　

」
４
ウ

　

髪
ま
て
洗
ふ
雪
の
翌
る
日 

　
　

阿

山
茶
花
に
笑
は
れ
て
居
る
元
結
扱 

　
　

仝

百
万
十
点

楼
川
五
点　

不
言
五
点

楼
川
十
点

買
明
十
五
点

百
万
五
点　

不
言
七
点　

田
女
五
点

買
明
五
点

買
明
五
点

存　

花
盛
に
山
笑
ふ
は
い
か
ヽ

祇
丞
十
点

田
女
十
五
点

百
万
五
点　

菊
堂
七
点

祇
丞
十
点

買
明
二
十
点

買
明
十
点

菊
堂
十
点

田
女
五
点

買
明
七
点　

不
言
五
点

百
万
七
点

祇
丞
五
点　

買
明
七
点　

百
万
五
点　

不
言
五
点

楼
川
十
五
点

百
万
十
五
点

珠
来
十
点

不
言
十
八
点

買
明
七
点 

菊
堂
七
点 

田
女
七
点 

存
義
五
点

珠
来
五
点

楼
川
七
点　

菊
堂
五
点　

田
女
五
点
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明
日
国
入
と
飛
脚
到
来

残
る
月
さ
し
て
詠
る
事
も
な
し

　

崩
れ
て
は
寄
る
雁
か
ね
の
声 

　
　
　

」
７
オ

ナ
ウ

人
更
に
行
け
は
行
く
ほ
と
根
津
の
秋  

貫

　

子
に
も
隠
し
て
出
来
て
居
る

 

　
　

東

餅
搗
の
日
か
ら
柳
は
春
か
来
て 

　

貫

　

夢
は
故
郷
へ
帰
る
長
旅

鯉
は
ね
て
空
に
雨
も
つ
淀
の
船 

　
　

東

　

お
も
へ
は
や
は
く
廻
る
朔
日

買
て
行
く
鐘
は
い
つ
こ
の
花
の
山

　

い
ま
た
寒
さ
に
立
戻
る
春 

　
　
　

」
７
ウ

余
興

万
歳
の
襟
へ
ぽ
ち
り
と
雪
雫 

　

貫

　

埃
に
く
ら
き
高
崎
の
市

ふ
と
泊
め
て
う
き
声
を
聞
餌
さ
し
宿  　

東

　

桧
原
に
風
の
寒
き
宵
闇

買
明
十
点

買
明
七
点　

菊
堂
五
点　

田
女
七
点

祇
丞
五
点　

百
万
七
点　

不
言
七
点　

田
女
七
点

菊
堂
十
八
点

不
言
十
点

買
明
七
点　

田
女
五
点

百
万
五
点　

田
女
七
点　

存
義
五
点

祇
丞
十
点

存
義
十
点

買
明
七
点　

百
万
七
点　

菊
堂
七
点　

田
女
五
点

買
明
五
点　

百
万
五
点　

菊
堂
七
点　

不
言
五
点　

田
女
五
点

珠
来
十
五
点

菊
堂
十
点

百
万
七
点　

田
女
七
点　

存
義
五
点

存
義
十
五
点

買
明
七
点　

百
万
七
点　

菊
堂
五
点　

不
言
七
点　

田
女
七
点

田
女
七
点

　

一
本
さ
し
て
わ
せ
る
乳
貰 

　
　

道

に
ん
に
く
て
風
か
敲
き
し
角
大
師 

　
　

仝

　

無
縁
の
墓
へ
合
羽
干
す
賤 

　

峨

さ
し
竿
に
黐
入
光
る
朝
の
月 

　

谺
に
響
く
山
の
井
の
水 

　
　
　

」
５
オ

三
ウ

一
構
茶
に
庵
主
の
蝋
障
子 
　

蛾

　

烏
帽
子
を
着
る
と
面
長
な
顔 

　
　

阿

己
か
手
に
金
糸
を
む
し
る
も
の
狂 

　
　

仝

　

け
ふ
も
三
里
を
九
夏
三
伏 

罪
な
う
し
て
配
所
の
松
魚
喰
ふ
な
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翁

　

医
師
と
隠
者
の
に
か
笑
す
る 

近
道
を
無
理
に
梅
見
の
足
袋
脱
て 

　
　

駒
」
５
ウ

　

花
の
外
に
も
辷
ら
か
す
蓙

永
き
日
を
つ
ふ
や
く
隅
田
の
船
の
番  　

駒

　

焼
か
ぬ
瓦
に
嫁
の
手
の
形 

　
　

蛙

祇
丞
十
点

買
明
七
点　

百
万
七
点

田
女
五
点

楼
川
五
点 

買
明
七
点 

百
万
七
点 
菊
堂
七
点 

不
言
七
点 

田
女
七
点

買
明
七
点　

田
女
七
点

百
万
十
点

不
言
十
点

田
女
十
点

珠
来
五
点

楼
川
十
点

買
明
十
五
点

田
女
十
五
点

百
万
十
点

祇
丞
五
点　

不
言
五
点

存
義
十
点

楼
川
五
点　

不
言
七
点

菊
堂
十
五
点

不
言
十
点

田
女
十
点

祇
丞
七
点　

買
明
七
点　

珠
来
五
点　

存
義
七
点

菊
堂
七
点　

不
言
五
点　

田
女
七
点

菊
堂
十
五
点

不
言
十
三
点

買
明
七
点

 

樓
ヽ

紙
屑
に
及
か
壱
分
の
夢
の
跡 

　
　

仝

　

袂
の
け
し
き
秋
も
犬
蓼

明
月
清
風
唯
同
生
の
捨
団
扇

　

時
も
金
気
の
金
屏
風
か
な 

　
　
　

」
６
オ

名

鉄
之
助
御
縁
の
下
に
伺
公
し
て 

　

翁

　

休
む
田
植
の
噺
す
夜
芝
居 

　
　

駒

な
ま
臭
い
籠
へ
六
浦
の
夏
花
摘 

　
　

仝

　　

石
印
捜
す
跡
付
の
奥 

　

翁

桐
油
着
て
身
を
鼯
に
宵
の
雨 

　

仝

　

朝
な
夕
な
に
雲
を
吐
く
森 

香
煙
に
髭
も
払
子
も
戦
く
也 

　

翁　

」
６
ウ

　

持
薬
を
嘗
る
十
月
の
蝿 

　
　

蛙

袖
形
の
う
へ
て
内
義
の
鰹
ふ
し 

　
　

仝

　

若
葉
そ
よ
り
と
受
る
結
納 
　
　

鼎

御
玄
関
は
挑
灯
て
葺
く
菖
蒲
艸 

　
　

東

不
言
十
三
点

田
女
七
点

百
万
五
点

珠
来
五
点

存
義
十
点

楼
川
五
点　

不
言
五
点　

田
女
七
点

楼
川
五
点　

祇
丞
七
点　

百
万
七
点　

菊
堂
五
点　

不
言
七
点

菊
堂
十
点

田
女
十
点

買
明
七
点　

百
万
七
点　

不
言
五
点

存　

き

珠
来
五
点

百
万
十
五
点

珠
来
七
点　

田
女
五
点

珠
来
五
点

楼
川
五
点　

百
万
七
点　

珠
来
七
点　

不
言
七
点

買
明
十
点

田
女
十
五
点

百
万
五
点　

存
義
五
点

菊
堂
十
点

祇
丞
五
点

祇
丞
五
点 

買
明
七
点 

百
万
五
点 

珠
来
七
点 

菊
堂
五
点 

不
言
五
点 
田
女
五
点
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蕎
麦
掻
に
陣
中
こ
そ
る
村
し
く
れ 

　
　

鼎

　

思
ふ
た
様
に
受
る
汐
時 

横
に
日
の
さ
す
頃
多
田
に
女
中
客 

　

貫

　

田
ほ
と
に
こ
ね
る
細
道
の
雨

 

」
８
オ

郭
公
鳴
く
や
五
尺
の
駕
の
者 

　

鼎

　

た
ま
か
に
廻
る
北
嵯
峨
の
銭

閼
伽
棚
に
世
は
捨
き
ら
ぬ
山
桜 

　

鼎

　

め
つ
た
に
鐘
の
響
く
涅
槃
会

鶯
に
谷
中
の
茶
屋
の
叩
き
掃

　

百
句
の
余
慶
た
の
も
し
き
春 

　
　
　

」
８
ウ

右
八
月
十
一
日
発
九
月
十
三
日
成

　

米
翁
持　

存
義
祇
東　

百
万
米
翁
子　

珠
来
米
翁
子

　

青
峩
持　

不
言
勝　
　

田
女
祇
東　
　

菊
堂
米
駒

　

菊
連
持　

買
明
青
峩　

楼
川
鼎
牙　
　

祇
丞
祇
東 

」
９
オ

 

（
半
丁
白
丁
）　

」
９
ウ

（
２
）

名
に
ひ
ら
く
黄
花
も
と
よ
り
分
根
哉  

菊
莚

楼
川
十
五
点

祇
丞
十
五
点

田
女
十
五
点

百
万
五
点

菊
堂
十
五
点

不
言
十
点

楼
川
五
点　

買
明
七
点　

珠
来
七
点　

田
女
五
点

不　

此
折
も
て
月
は
い
か
　ヽ

存　

し
く
れ
近
し

　
　
　

宵
闇
ハ
月
に
な
ら
ぬ
也

不
言
五
点

不
言
五
点　

田
女
七
点

百
万
十
点

不
言
十
五
点

田
女
十
点

楼
川
七
点　

珠
来
七
点　

菊
堂
五
点

菊
堂
十
点

祇
丞
五
点　

百
万
七
点

菊
堂
十
点

買
明
七
点　

百
万
七
点　

不
言
五
点　

田
女
七
点

○

　

柿
と
栗
と
の
富
貴
な
る
庭

後
の
月
羽
織
一
ツ
は
余
計
に
て

　

き
せ
る
好
又
た
は
こ
入
好

さ
つ
は
り
と
掃
け
は
座
敷
の
猶
広
し

　

忘
れ
た
水
の
氷
る
水
瓶

知
る
人
も
知
ら
ぬ
も
多
き
旅
な
れ
や

　

埃
溜
ま
て
の
せ
ま
く
見
え
け
り 

　
　
　

」
10
オ

ウ

う
か
り
つ
る
鐘
の
近
く
に
囲
れ
て 

　

菊
莚

　

鼠
に
起
て
禿
な
つ
か
し 

　

希
言

夜
松
魚
に
借
る
お
針
の
今
消
す
灯 

菊
貫

　

箕
輪
さ
ひ
し
く
糖
（
糠
）
に
降
る
雨 　

鼎
牙

穢
多
か
家
と
知
ら
す
に
冬
の
梅
床
し  

祇
東

　

俗
へ
も
近
き
寺
に
御
鳥
見 

　

嵐
牙

大
的
の
矢
先
へ
う
か
と
女
中
連 
　

苳
社

 
　

」
10
ウ

　

囁
足
ら
す
残
る
月
か
け 

夜　
○

夜
庭
十
八
点

白
頭
十
点

常
仙
十
点

花
千
十
五
点

花
千
七
点

菊
堂
十
点

夜
庭
七
点　

常
仙
五
点　

花
千
五
点

白
頭
十
五
点

夜
庭
七
点　

菊
堂
五
点

夜
庭
十
点

菊
堂
十
点

白
頭
七
点　

常
仙
七
点　

花
千
七
点

消
た
侭
菊
の
夕
部
の
鉤
燈
籠 

菊
貫

　

男
心
か
秋
の
風
音 

天
王
洲
切
り
て
戻
り
し
猟
の
舟 

　

希
言

　

饂
飩
箱
の
目
た
つ
別
荘 

　

祇
東

花
の
山
去
年
も
調
度
同
し
連 

　

羽
織
も
邪
魔
に
お
も
ふ
南
気

 

　

」
11
オ

二

傘
借
り
る
傳
手
聞
立
て
梅
若
忌 

　
　

嵐

　

尋
る
文
を
さ
い
て
遊
ふ
子 

　
　

東

鶴
の
舞
ふ
日
和
に
妻
の
さ
ほ
し
髪 

　
　

鼎

　

風
呂
の
掃
除
に
舟
の
湯
休 

　
　

希

涼
み
か
ら
戻
れ
は
内
を
暑
か
り
て 

　
　

莚

　

稲
毛
の
背
戸
に
む
せ
つ
ほ
い
井
戸  　

鼎

会
式
を
も
工
夫
し
て
居
る
掛
り
人 

　
　

祇

 

　

」
11
ウ

　

母
の
仕
事
に
早
い
行
燈 

　

貫

染
さ
せ
た
紺
屋
の
前
も
踊
は
す 

　
　

社

夜
庭
七
点　

菊
堂
七
点　

白
頭
七
点

夜
庭
七
点　

菊
堂
七
点

夜　
○

夜
庭
七
点　

菊
堂
七
点　

白
頭
五
点

菊
堂
五
点

花
千
十
点

夜
庭
七
点　

白
頭
七
点

夜　

洗

花
千
二
十
点

菊
堂
七
点　

白
頭
七
点　

常
仙
五
点

菊
堂
五
点　

白
頭
七
点

夜
庭
十
点

白
頭
十
点

菊
堂
五
点　

白
頭
七
点　

花
千
七
点

常
仙
五
点

菊
堂
十
八
点

常
仙
十
点

花
千
十
点
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荒
神
の
灯
へ
昼
投
た
虫 

　
　

莚

そ
ろ
〳
〵
と
月
も
淋
し
き
九
月
尽

　

追
駈
け
て
取
る
仮
橋
の
銭 

」
14
オ

ウ

舩
か
り
た
河
岸
も
い
つ
し
か
編
大
根  　

東

　

雪
か
ら
惚
て
買
ひ
か
ゝ
る
松 

　
　

鼎

大
師
粥
喰
ふ
て
も
膳
に
蝿
を
見
て 

　
　

苳

　

納
屋
の
硯
の
腥
い
文
手 

　
　

希

子
か
有
る
て
目
立
ぬ
後
家
の
夕
涼 

　
　

嵐

　

乳
守
に
絶
え
ぬ
心
中
の
沙
汰 

　

貫

孝
行
の
片
心
に
は
逢
は
ぬ
恋 

　
　

鼎
」
14
ウ

　

嫁
は
ま
た
見
ぬ
蔵
の
燈
明 

　
　

東

試
に
産
篭
へ
乳
母
は
入
ら
れ
て 

　
　

希

　

七
つ
目
の
絵
か
牛
て
長
活 

　
　

嵐

　
万
歳
の
二
月
も
歩
行
く
江
戸
在
郷 

　

貫

夜
庭
五
点

菊
堂
十
五
点

白
頭
十
五
点

常
仙
十
五
点

花
千
十
点

夜
庭
七
点

常　

綴

常
仙
十
点

夜
庭
七
点　

白
頭
七
点　

花
千
七
点

菊
堂
十
点

花
千
十
点

夜
庭
七
点

夜
庭
五
点　

常
仙
七
点

常
庭
七
点　

常
仙
五
点

夜
庭
五
点　

白
頭
五
点

夜
庭
五
点　

菊
堂
五
点　

夜
○夜

○　

句
に
め
て
ヽ

夜
庭
十
点

夜
庭
十
三
点

常
仙
十
五
点

菊
堂
七
点　

白
頭
五
点　

花
千
七
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　

外
れヽ

ヽ

土
浦
も
け
ふ
は
淋
し
き
網
の
渋 

　
　

東

　

茶
の
底
を
汲
む
雨
の
春
宵 

　
　

鼎

た
れ
こ
め
て
花
の
行
衛
を
お
も
ふ
也 

　

長
閑
に
つ
れ
て
面
白
キ
頃 

」
13
オ

三 

隣
ま
で
杣
か
下
る
と
富
士
見
え
て 

　
　

社

　

寺
も
田
植
は
雇
ふ
早
乙
女 

　
　

希

柚
の
花
に
宵
の
紙
燭
の
と
ほ
し
殻 

　
　

嵐

　

温
泉
か
ら
戻
て
癖
の
付
く
帯 

　

貫

や
り
手
に
も
つ
か
ふ
巣
鴨
の
屋
敷
守  　

鼎

　

妾
ひ
そ
〳
〵
昼
も
手
習
ひ 

　
　

東

遠
乗
の
内
を
見
込
ん
て
輪
乗
し
て 

　
　

莚

 

」
13
ウ

　

鐺
の
泥
を
拭
ふ
酔
醒 

　
　

社

誂
る
足
袋
に
片
方
下
駄
脱
い
て

　

二
度
め
の
京
で
き
ゝ
過
る
口 
　
　

嵐

稲
刈
の
形
て
世
継
の
く
す
り
と
り 

　

貫

菊
堂
十
五
点

常
仙
十
八
点

夜
庭
七
点

夜
庭
七
点　

菊
堂
五
点

　
　
　
　
　

夜
丶

夜
庭
十
点

菊
堂
五
点　

白
頭
五
点　

花
千
七
点

夜　

の

菊
堂
十
五
点

白
頭
十
点

花
千
十
点

常
仙
五
点

菊
堂
七
点　

常
仙
七
点　

花
千
七
点

菊
堂
十
点

花
千
七
点

夜
庭
七
点　

菊
堂
五
点

○

　

 

夜　
○

夜　
 

○

夜
庭
十
五
点

夜　

利

菊
堂
十
点

夜
庭
五
点　

白
頭
七
点　

常
仙
五
点

　

け
ふ
も
月
見
の
咄
又
聞
く

釣
竿
の
は
つ
み
て
浴
る
藤
の
花 

　
　

嵐

　

舟
て
手
伝
ふ
堀
の
張
り
物 

　
　

莚

道
の
よ
い
時
も
女
房
の
下
駄
は
い
て  　

希

　

ひ
つ
ん
た
な
り
に
裏
店
の
窓 

」
12
オ

二
ウ

た
つ
た
今
遣
ふ
煮
籠
に
今
朝
の
霜 
　

貫

　

鴨
の
返
事
を
酒
て
摺
る
墨 

　
　

東

柄
み
し
か
に
箒
結
は
せ
て
い
わ
た
帯  　

鼎

　
奇
南
の
香
に
咽
る
下
女
の
ひ
や
う
き
ん　

嵐

母
衣
蚊
帳
を
取
れ
は
達
磨
と
鯛
車 

　
　

莚

　

蛍
を
さ
け
て
見
舞
ふ
飴
売 

　
　

社

目
黒
を
は
止
め
て
渋
谷
の
碁
に
泊
り  　

希
」
12
ウ

　

又
三
日
月
を
見
損
ふ
た
り 

と
う
や
ら
に
出
来
る
内
儀
の
餘
零
子
の
手　

貫

　

姉
の
心
に
足
ら
ぬ
霊
棚 

　
　

莚

白
頭
十
八
点

常
仙
十
点

花
千
十
点

夜
庭
七
点　

菊
堂
七
点

菊
堂
十
点

花
千
十
二
点

夜
庭
七
点　

白
頭
七
点

夜
庭
五
点　

菊
堂
五
点　

白
頭
七
点　

花
千
七
点

菊
堂
十
点

夜
庭
十
五
点

白
頭
十
点

菊
堂
五
点　

常
仙
七
点

夜
庭
五
点

花
千
七
点

花
千
七
点

白
頭
七
点

菊
堂
七
点

常
仙
十
点
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炬
燵
の
内
も
同
じ
空
炷

物
書
け
は
卓
を
辷
る
紙
有
り
て

　

昆
布
の
湿
り
の
乾
く
山
桝

月
影
を
よ
そ
へ
借
し
た
き
海
の
面

　

銭
を
か
ら
け
る
家
〳
〵
の
秋

椎
の
実
て
い
つ
か
筧
の
埋
み
け
り

　

楊
枝
で
穴
を
明
る
短
冊 

」
18
オ

ウ

行
灯
の
虫
に
消
さ
る
ゝ
夏
河
原 

菊
貫

　

京
に
一
月
旅
な
ら
ぬ
旅 

　

嵐
牙

所
化
の
身
に
親
の
ゆ
る
さ
ぬ
声
替
リ  

菊
莚

　

雨
後
の
新
地
に
邪
魔
な
傘 

　

田
鏡

松
売
の
縄
を
ほ
と
け
は
木
隠
て 

　

祇
東

　

春
ま
て
は
子
に
見
せ
ぬ
破
魔
弓 

　

貫

待
遠
に
覚
ゆ
る
多
賀
の
片
便 

梧
菴 

」
18
ウ

　

手
枕
の
蚊
も
血
を
分
た
中 

　

莚

夜
庭
十
点

花
縣
七
点　

冬
英
五
点

夜
庭
十
点

風
導
十
点

不
言
五
点　

夜
鶴
五
点　

花
縣
五
点　

冬
英
七
点

夜
鶴
七
点

冬
英
十
点

花
縣
七
点

夜
庭
十
点

風
導
七
点　

夜
鶴
七
点　

冬
英
七
点

不
言
七
点　

風
導
七
点　

花
縣
五
点

○

夜
庭
十
点

花
縣
七
点

花
縣
十
点

冬
英
十
点

不
言
七
点

咲
物
は
草
に
譲
り
て
野
路
の
月

　

移
り
ゆ
く
世
に
替
る
袖
形 

」
16
オ

ナ
ウ

船
宿
て
待
つ
と
雪
見
の
置
手
紙 

　
　

希

　

水
の
ゆ
く
ゑ
と
慰
る
恋

喰
か
い
た
瓜
の
流
る
ゝ
桜
川 

　
　

鼎

　

傘
か
ら
袖
の
余
る
神
主 

　
　

苳

三
弦
の
箱
の
跡
か
ら
草
履
下
駄

　

猫
化
け
習
ら
ふ
ふ
り
付
の
屋
根 

　
　

莚

花
見
に
も
冨
貴
な
花
の
御
膝
元

　

民
安
全
に
育
つ
苗
代 

」
16
ウ

　
　
　
　

右
九
月
十
一
日
発
同
二
十
九
日
披

　
　
　
　
　

菊
堂
勝

　
　
　
　
　

常
仙
勝

　
　
　
　
　

白
頭
嵐
牙　
　
　
　

五
評

　
　
　
　
　

夜
庭
祇
東

　
　
　
　
　

花
千
勝  

」
17
オ

 

　
（
半
丁
白
丁
）　

」
17
ウ

（
３
）

村
鵆
其
夜
は
寒
し
於
莵
か
許 

晋
子

夜
庭
十
五
点

菊
堂
十
五
点

花
千
十
点

白
頭
五
点

夜
庭
七
点　

菊
堂
七
点　

白
頭
七
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
ヽ

夜
庭
十
点

常
仙
五
点

菊
堂
五
点　

花
千
七
点

　

長
閑
に
つ
れ
て
金
糸
買
ひ
来
ル 

右
は
玉
兎
左
は
花
の
咲
出
し
て 

　

野
道
淋
し
く
菫
蒲
公
英 

」
15
オ

名

欠
落
の
一
人
は
人
の
足
を
借
り 

　
　

莚

　

ふ
つ
と
娘
て
時
花
（
は
や
）
る
売
薬  　

希

瞽
女
が
居
て
勝
手
の
違
ふ
組
箪
笥 
　
　

東

　

五
年
も
か
ゝ
る
本
堂
の
絵
図

ま
た
池
に
星
の
有
る
頃
蓮
の
客 

　

貫

　

川
崎
の
田
の
端
に
檣
（
ほ
ば
し
ら
） 　
　

苳

売
錠
放
れ
馬
を
も
繋
き
け
り 

　
　

嵐

 

」
15
ウ

　

よ
う
遊
ん
た
と
縫
掛
て
抱
く 

　
　

莚

火
熨
斗
の
火
夫
の
頭
巾
に
試
て 

　
　

鼎

　

真
間
の
紅
葉
の
案
内
者
に
僧 

　
　

嵐

調
合
の
前
に
鶉
の
水
替
へ
る 

　
　

苳

　

鯲
残
ら
す
売
れ
切
れ
る
秋 

　
　

東

夜　

常
仙
五
点

夜
庭
七
点　

菊
堂
五
点

常
仙
五
点　

花
千
五
点

白
頭
七
点

夜
庭
二
十
点

白
頭
十
点

花
千
十
点

菊
堂
七
点　

常
仙
七
点

　
　
　
　
　
　
　
　

 

夜　

門

菊
堂
十
点

常　

碇
歟

夜
庭
十
点

白
頭
十
五
点

菊
堂
七
点　

常
仙
七
点　

花
千
五
点

菊
堂
十
点

白
頭
七
点　

常
仙
五
点　

花
千
五
点

夜
庭
七
点　

菊
堂
五
点

夜　

ハ
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咲
く
蕣
も
知
ら
ぬ
御
中 

　
　

莚

ち
ら
ほ
ら
と
蔀
に
残
る
月
の
影

　

門
前
町
も
い
つ
か
よ
む
経

上
下
も
羽
織
と
化
し
て
花
盛

　

告
天
子
の
糞
の
肩
へ
ほ
つ
た
り 

」
21
オ

三

万
歳
か
国
へ
帰
る
と
そ
こ
へ
夏 

　
　

鏡

　

俄
日
和
の
画
馬
堂
に
傘 

　
　

嵐

早
乙
女
と
お
ん
な
し
様
に
子
も
汚
れ  　

言

　

陀
阿
を
送
り
に
一
村
か
明
く 

　
　

鏡

渋
売
も
手
伝
ふ
浦
の
干
鰯
網 

　

貫

　

桐
大
蔵
へ
借
り
る
大

 

　
　

東

燈
は
見
え
て
泊
り
へ
遠
き
枯
野
原 

　
　

嵐
」
21
ウ

　

禅
の
一
句
に
狸
死
ん
た
り 

　
　

鏡

そ
や
さ
れ
て
骨
の
光
ら
ぬ
惣
仕
廻 

　
　

東

　

八
重
垣
作
る
嫁
の
始
り 

　
　

莚

不
言
十
点

冬
英
十
点

風
導
五
点　

冬
英
七
点

夜
庭
五
点

風
導
七
点　

夜
鶴
七
点　

花
縣
七
点

不
言
十
三
点

花
縣
五
点　

冬
英
七
点　

夜
○

風
導
十
点

不
言
七
点　

夜
鶴
七
点　

花
縣
五
点

不　

前
に
大
原
女
も
あ
り
て
残
念
不
少

夜
鶴
十
五
点

不
言
五
点　

夜
庭
五
点　

風
導
七
点　

冬
英
五
点

花
縣
十
点

冬
英
十
三
点

不
言
七
点　

夜
庭
七
点　

風
導
五
点　

夜
鶴
七
点

　
　
　
　
　
　
　
　

夜
○不　

こ
し
い
か
ヽ

不
言
十
点

花
縣
十
三
点

風
導
七
点

夜
庭
十
点

不
言
五
点　

風
導
七
点　

花
縣
七
点

風
導
二
十
点

冬
英
十
五
点

不
言
七
点

夜
鶴
十
点

不
言
五
点　

花
縣
五
点

御
付
今
少
し

　

月
皓
々
と
移
る
笄 

恨
む
夜
は
貴
布
祢
の
寝
鳥
起
さ
れ
て  　

鏡

　

瀧
の
谺
に
消
る
囁 

　
　

菴

夏
花
摘
む
尼
の
眼
蓋
に
物
貰
ひ 

　
　

東

　

落
し
た
珠
数
を
知
ら
す
飼
犬 

」
20
オ

二
ウ

夜
嵐
を
比
叡
と
は
い
は
ぬ
池
の
端 

　
　

嵐

　

温
石
冷
へ
て
戻
る
巳
籠
り　

 

　
　

言

居
る
ま
て
芸
者
の
母
の
不
器
用
さ 

　
　

菴

　

揚
屋
の
雨
に
囃
子
あ
る
暮 

　
　

牙

松
魚
喰
ふ
日
に
江
ノ
嶋
の
左
右
聞
て　

貫

　

時
鳥
に
て
か
し
く
供
舟 

　
　

東

親
指
は
先
へ
寝
て
行
く
鐘
の
数 

　
　

鏡
」
20
ウ

　

三
井
て
又
逢
ふ
後
の
藪
入 
　

貫
 

秋
模
様
笑
に
も
袖
は
つ
か
は
る
ゝ 

　
　

菴

不
言
十
三
点

夜
庭
十
五
点

風
導
七
点　

夜
鶴
七
点　

花
縣
七
点

花
縣
十
点

冬
英
十
点

不
言
五
点　

夜
庭
七
点

風
導
五
点　

花
縣
五
点　

冬
英
五
点

不
言
十
点

風
導
十
五
点

夜
鶴
二
十
点

夜
庭
七
点　

花
縣
五
点

不
言
五
点　

夜
庭
七
点　

風
導
五
点　

夜
鶴
七
点　

花
縣
七
点

ヽ

不
言
五
点　

風
導
七
点　

花
縣
五
点　

冬
英
七
点

　

夜　

不
ハ

ヽ

夜
庭
十
点

不
言
五
点　

花
縣
七
点不　

前
冬
の
句
な
ら
す
や

夜
庭
五
点　

風
導
七
点　

夜
鶴
五
点

風 

ヽ

夜
鶴
十
八
点

不
言
五
点

風
導
十
点

不
言
七
点　

夜
庭
七
点　

夜
鶴
七
点　

花
縣
五
点　

冬
英
七
点

　
　
　
　
　
　

花
○

不　

前
に
養
父
入
と
あ
り
て
後
の
と
も

　

甚
残
念
御
付
心
の
一
句
に
め
て
ゝ

夜
鶴
五
点

七
夜
に
も
産
屋
は
同
し
料
理
に
て 

　

希
言

　

御
紋
付
か
ら
見
せ
る
薮
入 

　
　

東

霞
て
も
不
二
を
見
当
の
洗
ひ
髪 

　
　

言

　

花
の
頃
に
は
多
き
生
酔

庭
造
り
工
夫
の
替
る
春
の
月

　

ち
よ
つ
と
置
て
も
居
る
挑
灯 

」
19
オ

二

猿
と
蟹
戦
ふ
内
に
子
は
寝
入
り 

　
　

莚

　

有
り
な
し
の
日
に
箒
取
る
妻 

　

貫

小
原
女
の
翠

屋
て
買
ふ
も
木
綿
針  　

言

　

風
呂
敷
解
け
は
届
く
言
伝 

　
　

菴

星
の
降
る
夜
に
も
笠
着
て
寒
念
仏 

　
　

牙

　

ふ
と
狐
火
に
踏
迷
ふ
み
ち 

　
　

言

松
風
に
動
く
野
島
の
掛
り
船 

　
　

鏡
」
19
ウ

　

芭
蕉
か
咲
て
人
の
知
る
庵 

　
　

莚

中
宿
て
着
替
て
戻
る
踊
綺
羅
（
き
ら
） 　
　

言

不
言
十
点

夜
庭
七
点　

風
導
五
点　

花
縣
七
点　

冬
英
七
点

　
　
　
　
　
　

夜
○

夜
鶴
十
点

不
言
七
点　

夜
庭
七
点　

風
導
五
点　

花
縣
五
点　

冬
英
七
点

不
言
五
点　

夜
庭
五
点　

風
導
七
点　

夜
鶴
七
点　

花
縣
七
点

不
言
十
八
点

夜
鶴
十
八
点

花
縣
二
十
点

風
導
七
点

風 

○

夜
庭
十
点

花
縣
十
五
点

不
言
七
点　

夜
鶴
七
点

○

不
言
五
点　

風
導
五
点　

夜
鶴
五
点

風　

ヽ
花
○　

不
○　

不　

三
句
の
つ
ヽ
き

風
導
十
点

不
言
五
点　

夜
庭
七
点　

夜
鶴
七
点　

花
縣
七
点

夜
庭
五
点　

風
導
五
点　

花
縣
五
点

風
導
七
点　

夜
鶴
七
点

不
言
七
点　

夜
鶴
五
点　

花
縣
七
点　

冬
英
五
点
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同
し
時
分
に
通
る
針
立

碁
敵
の
勝
負
争
ふ
月
の
秋

　

窓
に
ふ
ら
り
と
蛬
籠 

」
24
オ

ナ
ウ

寝
た
子
ま
て
起
る
隣
の
盆
太
鼓 

　

貫

　

ね
ち
れ
次
第
の
松
の
絶
景

化
さ
れ
ぬ
気
て
夜
を
明
す
瓜
の
番 

　
　

鏡

　

い
つ
か
行
脚
も
狂
歌
覚
る 

螺
貝
て
追
散
ら
さ
る
ゝ
留
め
女 

　
　

牙

　

髪
の
風
俗
て
も
知
れ
る
国
柄

紅
毛
は
ち
ん
ふ
ん
か
ん
て
江
戸
の
花

　

鶴
も
う
ら
ゝ
に
う
た
ふ
万
歳 

」
24
ウ

　
　
　
　
　

右
初
冬
初
四
席

　
　
　
　

不
言
田
鏡

　
　
　
　

風
導
仝

　
　
　
　

花
縣
嵐
牙

　
　
　
　

夜
庭
勝　
　
　
　

六
評

　
　
　
　

夜
鶴
仝

　
　
　
　

冬
英
嵐
牙 

」
25
オ

不
言
七
点　

夜
鶴
五
点　

花
縣
五
点

夜
庭
七
点

夜
庭
十
点

花
縣
十
点

不
言
七
点　

夜
鶴
五
点

不
言
二
十
点

花
縣
十
五
点

夜
庭
七
点　

風
導
七
点　

夜
鶴
七
点

　
　
　
　
　
　
　
　

夜
○

夜
庭
五
点

冬
英
十
点

不
言
七
点　

夜
庭
七
点　

風
導
五
点　

花
縣
七
点

花
縣
五
点

瓢
象
の
鋲
乗
り
物
へ
夕
つ
く
日 

　
　

莚

　

四
條
の
骨
を
昼
闇
て
見
る 

　
　

言

下
戸
は
か
り
集
め
て
見
れ
は
花
淋
し

　

長
閑
に
つ
れ
て
か
ほ
る
田
楽 

」
23
オ

名 

鶯
も
富
突
く
寺
の
人
馴
れ
て 

　
　

東

　

罪
を
踏
消
す
下
駄
の
淡
雪 

　
　

菴

舟
宿
の
銅
壷
に
宵
の
付
木
売 

　
　

嵐

　

女
房
の
留
守
を
待
て
買
ふ
河
豚 

　

貫

手
を
当
る
菜
へ
鷹
匠
の
笠
敷
て 

　
　

鏡

　

頭
て
は
最
う
目
立
肩
衣 

　
　

嵐

宰
領
も
釣
台
持
も
二
十
疋 

　
　

莚
」
23
ウ

　

梅
見
の
舟
に
残
さ
る
ゝ
供 

　
　

言

長
き
日
を
手
か
ら
覚
ゆ
る
土
轆
轤 
　
　

東

　

人
に
も
蝶
の
狂
ふ
深
草 

　

貫

骨
牌
凧
三
か
上
る
と
四
か
上
り 

　
　

菴

風
導
十
点

冬
英
十
点

　

不
言
五
点

　
　

夜
○

夜
庭
五
点

夜
○

夜
庭
十
五
点

風
導
十
八
点

冬
英
二
十
点

不
言
七
点　

夜
鶴
七
点　

花
縣
七
点

　
　
　
　
　
　

夜
ヽ

花
縣
十
八
点

不
言
五
点　

夜
庭
五
点　

夜
鶴
七
点

夜
庭
十
八
点

風
導
十
五
点

花
縣
十
八
点

不
言
七
点　

花
縣
五
点

不
言
十
五
点

夜
庭
十
点

花
縣
十
点

冬
英
十
点

風
導
七
点

冬
英
十
五
点

夜
庭
七
点　

夜
鶴
七
点　

花
縣
七
点

夜
鶴
七
点　

花
縣
五
点

夜
庭
七
点

不
言
七
点　

夜
庭
七
点　

花
縣
七
点　

冬
英
七
点

夜
庭
五
点　

風
導
五
点　

夜
鶴
七
点　

冬
英
五
点

不　

御
付
合
の
わ
た
り
い
か
ヽ
か
申
所

不
言
十
点

夜
鶴
十
点

花
縣
七
点　

冬
英
五
点

不　

御
句
作
め
つ
ら
し

立
寄
れ
は
翠

に
も
加
茂
の
草
い
き
れ 　
　

嵐

　

雲
の
峰
か
ら
鳥
渡
出
る
月

か
つ
き
り
と
鍬
に
こ
た
へ
る
古
戦
場　
　

莚

　

邪
魔
な
所
に
積
て
置
く
薪 

」
22
オ

三
ウ

約
束
の
連
は
揃
は
ぬ
雪
見
船 
　
　

言

　

浴
油
の
札
を
配
る
逆
井 

　
　

東

捨
た
子
に
乳
の
無
き
人
の
寄
た
か
り　
　

莚

　

狂
女
こ
ろ
へ
は
萩
も
こ
ほ
る
ゝ 

　
　

菴

更
け
切
つ
て
木
辻
へ
届
く
鹿
の
声 

　
　

東

　

お
ん
な
し
様
に
駈
て
来
る
月 

日
を
指
て
鞠
場
に
借
る
寺
の
庭 

　
　

庵

 

」
22
ウ

　

谷
中
の
湯
屋
に
袈
裟
懸
る
竿 

　
　

鏡

よ
い
程
に
浮
世
へ
も
吹
く
松
の
風 

　
　

菴

　

関
を
越
ゆ
る
と
結
ひ
直
す
髪 

　

貫

夜
庭
十
点

花
縣
二
十
点

冬
英
十
八
点

不
言
五
点　

風
導
五
点　

夜
鶴
五
点

夜
鶴
十
点

不
言
五
点　

夜
庭
五
点　

風
導
五
点

夜
庭
十
点

不
言
七
点　

風
導
七
点　

花
縣
七
点

　
　
　
　

夜
の

花
縣
十
点

夜
鶴
七
点　

冬
英
七
点

夜
庭
十
点

不
言
七
点　

風
導
七
点

夜
鶴
七
点

風
導
十
点

不
言
七
点　

夜
庭
七
点　

花
縣
七
点　

冬
英
五
点

夜
庭
二
十
点

夜
鶴
十
点

花
縣
十
点

不
言
五
点　

冬
英
五
点

夜
庭
七
点　

風
導
七
点　

花
縣
五
点　

冬
英
五
点

夜
庭
七
点　

風
導
七
点　

夜
鶴
七
点　

花
縣
五
点
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片
便
に
て
古
市
の
文 

　
　

十

梅
か
香
に
南
湖
す
ら
り
と
刺
味
皿 

　
　

鼎

　

涅
槃
を
か
け
て

の
年
礼 

　
　

十

賤
か
家
の
勝
手
の
違
ふ
蚕
棚 

　

貫

　

何
所
そ
江
戸
め
く
郡
内
の
町 

　
　

堂

連
立
て
行
く
か
月
見
の
咳
払
い 

　

薄
尋
に
薄
刈
る
な
り 

 

」
28
オ

二
ウ

赤
旗
の
寺
か
ら
先
へ
紅
葉
し
て 

　
　

莚

　

温
泉
か
利
過
て
引
足
ら
ぬ
金 

　
　

嵐

鶴
鳴
て
け
ふ
は
巨
（
炬
）
燵
の
火
を
忘
れ　
　

東

　

刈
田
の
霜
に
道
の
付
く
布
施 

　

貫

智
識
か
ら
仮
名
て
い
さ
め
は
届
け
り　
　

雅

　

せ
ぬ
年
も
あ
り
閨
の
蚤
干 

　
　

堂

暮
方
に
成
て
内
儀
の
あ
や
の
葺 

　
　

雲 

」
28
ウ

　

問
ふ
も
の
ゝ
ふ
も
な
く
て
山
科 

　
　

牛

夜
庭
十
点

風
導
七
点

風　

絵
也

夜
庭
七
点

風
導
十
点

夜
庭
十
八
点

風
導
七
点

風
導
五
点

夜
庭
七
点

風
導
七
点　

夜
庭
七
点

風
導
七
点

夜
庭
十
五
点

夜
庭
五
点

手
伝
ふ
て
茶
店
を
飾
る
植
木
売 

　

野
十
」
26
ウ

　

祭
に
舟
も
洗
ふ
深
川 

　

保
牛

今
朝
縫
ふ
た
帯
に
目
の
付
く
踊
の
輪　
　

言

　

遠
嶺
々
に
暮
か
ゝ
る
月 

庵
室
へ
来
る
鹿
聞
の
泊
り
客 

　
　

雅

　

わ
か
立
杣
の
見
せ
る
隠
居
所 

　

雲
牙

花
ぬ
り
の
鞘
お
し
ぬ
く
ふ
小
風
呂
敷

　

袖
も
は
ゝ
つ
た
様
な
五
加
木
摘 

」
27
オ

二

鶯
菜
持
て
小
梅
の
く
す
り
取 

　

嵐
牙

　

稲
荷
の
家
根
に
い
つ
の
大
筆 

　

菊
堂

船
番
所
吹
お
こ
す
火
に
小
夜
千
鳥 

　
　

鼎

　

友
達
の
日
も
お
も
ひ
出
す
鰒 

　
　

東

火
潅
布
を
芸
者
中
〳
〵
合
点
せ
す 

　
　

嵐

　

腹
の
た
つ
夜
は
子
と
遊
ふ
妻 
　
　

雅

分
別
の
外
と
い
ふ
も
の
寝
く
る
し
き　
　

莚
」
27
ウ

風
導
七
点　

夜
庭
七
点

夜
庭
五
点

風
導
七
点

風
導
五
点

風
導
七
点　

夜
庭
七
点

風
導
五
点　

夜
庭
七
点

風
導
七
点　

夜
庭
五
点

風
導
七
点

夜
○

風
導
二
十
点

風
導
七
点

 

（
半
丁
白
丁
）　

」
25
ウ

（
４
）

水
仙
や

序
の
小
島
台 

其
角

　

鴨
幾
番
ひ
並
ふ
献
の
間 

雨
雲
の
中
を
風
雲
吹
と
ち
て 

　

日
雇
か
智
恵
の
千
々
に
働
く 

礎
は
そ
こ
と
し
も
な
く
滑
ら
か
に 

　

渋
て
も
よ
し
や
鮎
の
取
上 

重
硯
汚
す
も
月
の
興
な
ら
む 

　

露
も
ほ
ろ
り
と
薄
縁
の
端 

」
26
オ

ウ

汪
洋
に
博
奕
見
て
居
る
無
事
な
馬 

雅
水

　

穢
多
か
家
は
か
り
余
る
川
留 

希
言

蓮
咲
て
住
持
は
蚊
帳
に
透
通
る 

祇
東

　

時
計
に
児
の
ま
た
足
ら
ぬ
丈 

云
牙

豆
蒔
も
大
津
の
方
へ
向
ひ
け
り 

菊
莚

　

草
に
崩
し
て
旅
の
大
名 

鼎
牙

風
導
五
点

風
導
十
五
点

夜
庭
十
三
点

風
導
十
点

夜
庭
十
点

風
導
七
点
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今
泊
た
行
脚
の
笠
に
蝸
牛 

　
　

東

　

巻
め
し
つ
か
と
花
蓙
の
端

大
粒
に
春
の
外
山
の
十
団
子 

　
　

鼎

　

空
暖
に

を
引
つ
れ 

 

」
31
オ

名

親
に
似
ぬ
形
は
蛙
の
お
さ
な
立 

　
　

雅

　

才
真
木
を
つ
く
ひ
と
り
風
声

衣
配
仕
事
持
せ
て
女
中
客 

　
　

十

　

窓
ほ
そ
〳
〵
と
昼
も
他
家
の
灯 

麻
刈
の
砥
水
に
濁
す
田
の
流
レ 

　

貫

　

此
淋
し
さ
は
聞
す
と
も
嵯
峨 

　
　

雲

風（
ふ
と
）与泊
め
て
母
に
泣
か
る
ゝ
琵
琶
法
師　
　

東

 
 

」
31
ウ

　

通
ふ
鼠
に
ふ
つ
と
切
髪 

　
　

堂

憂
き
空
に
蓑
輪
金
杉
五
月
雨
て 

　
　

牛

　

今
打
た
て
の
鍬
買
て
賤

寺
は
ま
た
画
図
板
古
く
蓼
の
花 

　
　

鼎

風
導
七
点　

夜
庭
七
点

夜
庭
二
十
点

風
導
七
点

風　

ヽ

風
導
五
点

風
導
七
点　

夜
庭
七
点

風
導
十
八
点

夜
庭
十
点

風
導
七
点

夜
庭
十
点

風
導
七
点

　

俎
板
石
を
洗
ふ
は
つ
汐 

　
　

莚

望
の
影
暮
き
ら
ぬ
の
に
有
〳
〵
と

　

蘭
と
佛
に
身
を
つ
く
す
尼 

　
　

鼎

老
の
手
の
書
合
さ
れ
ぬ
米
の
札 

　
　

雲

　

犬
へ
そ
の
侭
飼
た
人
の
名 

 

」
30
オ

三
ウ

紙
漉
の
庭
へ
目
白
の
む
ら
落
葉 

　

貫

　

物
い
ひ
さ
し
て
ひ
よ
つ
と
前
帯 

わ
か
影
へ
盃
し
た
む
涼
み
川 

　
　

言

　

夏
の
四
條
に
く
ら
い
程
人 

　
　

雅

置
所
に
こ
ま
る
禿
の
釣
し
の
ふ 

　
　

十

　

松
と
榎
に
対
に
有
る
釘 

又
来
る
も
来
る
も
四
谷
の
大
根
馬 

　
　

言
」
30
ウ

　

下
駄
に
機
嫌
の
見
え
る
針
立 
　
　

牛

乳
母
か
出
て
受
取
兼
る
伊
勢
土
産 

　
　

莚

　

障
子
も
た
て
す
朝
涼
の
月

風
導
七
点　

夜
庭
七
点

風
導
五
点　

夜
庭
五
点

夜
庭
十
点

風
導
五
点

風
導
五
点　

夜
庭
七
点

風
導
七
点

風　

秋
也　

残
念

風
導
七
点　

夜
庭
五
点

風
導
十
点

夜
庭
七
点

味
噌
を
焼
く
香
も
面
白
き
雁
の
声 

　
　

嵐

　

笠
は
は
な
さ
ぬ
朝
戸
出
の
月 

打
上
た
若
和
布
に
辷
る
由
井
の
秋 

　
　

東

　

並
ん
た

を
笑
ふ
勇
僧

蓙
敷
て
見
る
も
心
の
花
な
れ
や

　

弥
生
の
草
鞋
か
ん
し
や
う
に
出
る 

」
29
オ

三

蝶
遊
ふ
日
向
に
畑
の
轆
轤
挽 

　

貫

　

夫
婦
の
夫
婦
め
か
ぬ
軍
鶏

愛
相
に
庭
誉
て
行

売 

　
　

十

　

目
も
い
そ
か
し
く
ほ
と
ゝ
き
す
聞　
　

嵐

早
乙
女
の
中
に
男
の
頬
か
ふ
り 

　
　

言

　

は
つ
と
名
の
た
つ
嫁
の
孝
行 

　
　

雲

離
れ
蔵
雪
の
紙
燭
は
届
き
兼 

　
　

牛
」
29
ウ

　

口
切
ま
て
は
手
を
付
ぬ
梅 

　

貫

飼
猿
の
外
に
小
僧
も
も
て
余
し 

　
　

嵐

夜
庭
十
点

夜
庭
五
点

風
ヽ

風　

春
也
残
念

風
導
十
点

夜
庭
十
点

　
○

風
導
五
点

ヽ
風　

残
念
〳
〵

風
導
十
五
点

夜
庭
十
点

風
導
十
点

ヽ 

ヽ

夜
庭
十
点

風
導
五
点　

夜
と

風
導
七
点
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月
も
程
よ
く
め
く
る
長
き
夜

柴
の
戸
に
遠
近
し
れ
ぬ
雁
の
声 

　

祇
井

　

隣
の
鞠
に
手
を
当
る
菊 

　

貫

祐
筆
も
す
る
料
理
を
も
す
る
懸
り
人　
　

輔

　

風
腥
き
尾
久
の
庵
室 

　
　

東

毛
氈
に
結
ひ
添
て
来
る
花
一
朶 

　

袂
ふ
ら
り
と
蕗
か
嫁
菜
歟 

 

」
35
オ

二

対
な
れ
は
対
に
禿
か
雀
の
子 

　
　

鼎

　

う
な
つ
く
時
か
囁
の
切 

　
　

輔

売
石
の
う
へ
に
夕
部
の
竹
床
几 

　

貫

　

下
駄
て
根
岸
を
通
る
早
乙
女 

　
　

鼎

擲
う
つ
て
仏
に
仕
ふ
地
借
り
尼 

　
　

東

　

叺
て
扶
持
の
届
く
賤
か
家 

　
　

文

飼
猫
の
足
跡
叱
る
小
雨
降 

　
　

暁
」
35
ウ

　

翌
日
顔
み
せ
の
二
町
か
ゝ
や
く 

　
　

丈

秀
国
十
点

常
仙
十
点

白
頭
十
点

買
明
七
点　

楼
川
七
点　

菊
堂
七
点

菊
堂
五
点　

白
頭
五
点

楼
川
十
点

秀
国
五
点　

菊
堂
七
点

秀
国
十
点

楼
川
五
点

買
明
十
点

秀
国
十
点

菊
堂
十
点

白
頭
十
点

楼
川
五
点

菊
堂
十
八
点

楼
川
七
点　

秀
国
七
点　

白
頭
七
点

買
明
七
点　

常
仙
七
点

買
明
七
点　

菊
堂
五
点楼　

ヽ

（
５
）

名
月
や
畳
の
う
へ
に
松
の
影 

晋
子

　

鮭
も
茸
も
共
に
初
の
字

出
る
帆
に
入
る
帆
に
秋
の
風
受
て

　

度
〳
〵
解
る
巾
着
の
紐

村
長
の
袴
の
皺
も
殊
勝
な
り

　

道
の
氷
は
ま
つ
踏
て
見
る

熨
斗
捜
す
内
に
使
の
遅
は
り

　

箒
の
立
て
る
下
に
塵
取 

 

」
34
オ

ウ

三
谷
ま
て
見
ゆ
る
揚
屋
の
朝
蚊
遣 

菊
貫

　

内
儀
に
こ
〳
〵
厠
か
ら
出
る 

　

魚
輔

や
う
〳
〵
と
寝
せ
付
た
子
に
の
み
か
い
て　

祇
東

　

護
符
ほ
と
け
は
枇
杷
の
花
散
る 

　

鼎
牙

時
鳥
空
に
は
寒
き
雪
催
ひ 

　

文
水

　

車
も
替
る
淀
の
光
陰 
　

止
暁

老
夫
婦
茶
受
に
噺
す
若
盛 

　

車
丈
」
34
ウ

秀
国
十
点

菊
堂
十
点

買
明
七
点　

楼
川
五
点

白
頭
十
点

買
明
七
点　

秀
国
五
点

楼
川
五
点

買
明
五
点

秀
国
五
点　

菊
堂
五
点

楼
川
五
点　

秀
国
七
点　

常
仙
五
点

　

夕
く
れ
お
し
む
大
磯
の
秋 

　
　

牛

隈
な
き
は
月
を
も
て
な
ひ
詞
に
て

　

泊
る
に
中
の
わ
る
い

鳥 
 

」
32
オ

ナ
ウ

野
の
宮
へ
尋
当
れ
は
草
臥
て 

　
　

　

い
く
つ
も
蓑
を
提
る
宿
引 

　
　

堂

行
年
の
高
瀬
の
窓
へ
こ
ほ
れ
松 
　
　

仝

　

岡
へ
き
せ
る
を
投
る
土
取

傘
を
日
傘
に
か
つ
く
梅
若
忌 

　
　

言

　

折
か
ら
匂
ふ
木
の
芽
田
楽

雲
雪
と
重
ね
も
厚
き
花
の
山

　

思
ひ
揃
ふ
て
長
閑
な
る
声 

 

」
32
ウ

右
十
月
十
日
席

　

風
導
雅
水

　
　
　
　
　
　
　
　

両
評

　

夜
庭
勝 

 

」
33
オ

 

（
半
丁
白
丁
）　

」
33
ウ

風
導
五
点　

夜
庭
七
点

夜
庭
十
点

風
導
七
点

夜
庭
十
点

風
導
七
点
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能
通
夜
か
有
る
か
初
瀬
へ
屏
風
箱 

　
　

東

　

自
我
偈
聞
ゆ
る
幽
篁
の
裡

茶
臼
芸
琵
琶
に
も
少
し
手
を
出
し
て　
　

鼎

　

山
の
こ
と
く
に
薪
を
積
む
河
岸 

 

」
38
オ

ウ

内
へ
来
て
酔
の
出
て
来
る
雪
見
船 

　

貫

　

男
の
足
袋
の
合
ふ
て
恥
か
し 

　
　

輔

風
吹
け
は
な
と
ゝ
読
み
〳
〵
寝
そ
か
れ
て　
　

仝

　

暦
に
は
や
く
日
の
暮
る
婆
々 

　

井

孝
行
の
部
に
も
入
な
ん

上
戸 

　
　

文

　

故
郷
の
山
へ
向
て
盃 

　
　

丈

雲
の
峯
一
群
つ
ゝ
に
漕
出
し 

 

暁
」
38
ウ

夏
野
に
鳳
巾
（
た
こ
）
を
上
る
穢
多
か
子 

丈

短
夜
は
昼
の
月
に
も
寝
入
は
な

　

引
裂
て
遣
る
廻
状
の
点 

　
　

文

御
成
沙
汰
聞
て
庄
屋
の
庭
普
請 

　

井

買
明
十
五
点

秀
国
十
点

菊
堂
十
五
点

白
頭
五
点

買
明
七
点　

楼
川
五
点

菊
堂
十
点

白
頭
十
八
点

楼
川
五
点　

秀
国
五
点　

常
仙
五
点

楼
川
七
点　

秀
国
五
点　

常
仙
七
点

楼
川
十
点

買
明
七
点

買
明
十
点

楼
川
十
点

買
明
七
点　

白
頭
七
点

秀
国
七
点　

菊
堂
五
点　

常
仙
七
点

楼
川
十
八
点

常
仙
十
五
点

菊
堂
十
点

買
明
五
点　

秀
国
七
点

　

同
し
心
の
溜
る
愛
染 

　
　

丈

物
思
ふ
身
は
寝
も
や
ら
す
更
る
月

　

淋
し
か
れ
と
は
打
た
ぬ
碪
に 

　
　

文

降
出
し
た
雨
に
花
火
の
趣
向
消
え

　

小
紋
の
袴
小
役
人
め
く 

 

」
37
オ

三

玉
川
の
行
衛
は
数
の
釣
瓶
に
て 

　
　

暁

　

米
磨
く
側
に
鷄
の
伽 

　

井

引
込
み
し
寺
に
は
う
と
き
大
晦
日 

　
　

丈

　

越
路
の
雪
や
臍
も
隠
れ
る 

　
　

暁

温
石
を
坊
ン
は
な
ん
て
も
喰
ふ
覚
悟　
　

文

　

価
も
あ
ら
ん
春
の
夕
月

田
楽
の
串
て
教
る
み
や
こ
鳥 

　

井

 

　

」
37
ウ

　

蝶
に
追
る
ゝ
す
か
れ
万
歳 
　
　

東

今
接
た
接
穂
に
妻
の
た
は
こ
盆 

　
　

鼎

　

藪
入
ま
て
は
出
し
て
置
く
雛 

　

貫

白
頭
五
点

楼
川
七
点

白
頭
十
点

秀
国
七
点　

常
仙
七
点　

菊
堂
五
点

買
明
十
五
点

秀
国
五
点　

菊
堂
五
点

菊
堂
五
点 

常
に

る

買
明
十
点

楼
川
七
点　

秀
国
七
点

楼
川
七
点

菊
堂
十
点

白
頭
七
点

楼
川
五
点

菊
堂
十
五
点

白
頭
十
五
点

楼
川
七
点　

常
仙
五
点

常　

○

買
明
七
点　

菊
堂
五
点　

白
頭
五
点

日
暮
か
ら
娘
は
兄
を
供
に
連 

　
　

文

　

さ
ら
れ
た
跡
へ
京
染
か
着
く 

　

井

鉢
栽
の
菊
と
一
夜
は
仮
枕 

　
　

丈

　

影
は
夫
と
も
な
き
朝
の
月 

見
て
通
る
寺
領
の
川
に
鮎
渋
て 

　
　

暁

　

酒
に
呑
れ
て
諷
い
出
す
馬
士 

」
36
オ

二
ウ

津
の
町
の
旭
を
集
ふ
た
は
こ
入 

　

井

　

金
剛

を
か
く
す
出
女 

　
　

東

袖
留
て
一
枝

る
峰
の
松 

　
　

鼎

　

放
免
の
状
に
嶋
中
か
寄
る 

　
　

輔

子
の
起
る
頃
寝
に
戻
る
網
代
守 

　

貫

　

泊
り
行
脚
の
折
た
り
や
角 

　
　

鼎

杜
若
持
佛
の
内
て
咲
替
り 

　
　

東

 

」
36
ウ

　

蛍
も
化
か
し
た
か
る
金
杉 

　
　

輔

二
三
人
芸
子
は
ひ
と
つ
傘
の
内 

　

貫

秀
国
十
点

買
明
七
点　

白
頭
五
点

買
明
七
点　

楼
川
五
点

楼
川
十
五
点

菊
堂
七
点

楼
川
十
点

常
仙
十
五
点

菊
堂
十
五
点

白
頭
十
五
点

秀
国
七
点

常
仙
十
点

菊
堂
十
点

買
明
七
点　

楼
川
五
点　

秀
国
七
点　

白
頭
七
点

菊
堂
十
五
点

秀
国
五
点

秀
国
十
五
点

白
頭
十
点

買
明
七
点　

楼
川
七
点　

常
仙
五
点　

菊
堂
七
点

菊
堂
五
点　

常　

に
角
を
折
る
ヽ

買
明
十
八
点

秀
国
十
点

常
仙
七
点　

菊
堂
七
点　

白
頭
七
点

買
明
七
点

常
仙
十
点

菊
堂
十
点

楼
川
五
点　

白
頭
七
点
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饂
飩
箱
霜
夜
に
し
け
く
か
つ
く
音 

　
　

暁

　

氏
は
能
て
も
育
ち
い
や
し
き 
 

」
40
オ

ナ
ウ

鳴
子
程
盗
め
は
動
く
瓜
の
蔓 

　
　

丈

　

山
に
取
ら
れ
て
狭
い
都
路 

　

井

小
原
女
は
脚
半
姿
も
気
に
か
け
す 

　
　

文

　

恋
に
も
疎
く
兀
る
鉄
漿 

　
　

暁

水
留
に
二
日
つ
た
な
く
腹
た
ち
て

　

先
か
ら
先
へ
立
つ
ゝ
く
家

花
も
実
も
揃
に
揃
ふ
御
趣
向

　

雀
交
り
に
百
の
囀 

 

」
40
ウ

右
八
月
起
十
月
三
日
満
尾

　
　
　
　
　
　

買
明
祇
東

　

祇
井
子
持　

楼
川
車
丈

　
　
　
　
　
　

秀
国
勝

　
　
　
　
　
　

常
仙
仝　
　
　
　
　

 

合
六
評

　
　

菊
連
持　

菊
堂
仝

　
　
　
　
　
　

白
頭
仝 
」
41
オ

 

（
半
丁
白
丁
）」
41
ウ

秀
国
五
点

秀
国
七
点

買
明
五
点　

楼
川
五
点　

菊
堂
七
点　

白
頭
七
点

菊
堂
五
点

秀
国
五
点　

菊
堂
五
点

　

憎
れ
下
女
の
口
も
雉
子
ほ
と 

　
　

暁

潦
花
の
梢
も
飛
ひ
越
え
て 

　

の
と
か
に
つ
れ
て
肌
を
脱
け
り 

 

」
39
オ

名

面
影
も
替
る
古
筆
の
入

 

　
　

輔

　

堀
の
銅
壷
て
羽
織
干
す
雪 

　

貫

染
木
ほ
と
戸
口
へ
お
ろ
す
編
大
根 
　
　

鼎

　

陀
阿
の
伝
馬
を
触
る
螺
貝 

　
　

東

蚕
煮
る
鍋
に
う
る
さ
き
忍
の
蝿 

　

貫

　

夜
松
魚
の
血
に
は
ね
る
小
燈 

　
　

鼎

看
病
に
美
し
い
の
は
ふ
す
つ
ら
れ 

　
　

輔
」
39
ウ

　

芝
居
を
ね
た
る
葛
城
の
神 

　
　

東

名
門
を
見
せ
ぬ
工
面
の
普
請
し
て 

　
　

丈

　

天
窓
に
勝
た
仕
送
り
か
耳 

　
　

文

大
名
に
な
る
楠
も
二
葉
よ
り 

　

井

　

炬
燵
へ
近
き
屏
風
絵
の
月

楼
川
五
点

菊
堂
五
点

秀
国
十
点

楼
川
五
点　

菊
堂
五
点　

白
頭
七
点

菊
堂
七
点　

白
頭
七
点

秀
国
五
点　

常
仙
七
点　

白
頭
七
点

常　

他

常
仙
十
八
点

白
頭
十
五
点

楼
川
五
点　

菊
堂
七
点

楼
川
七
点

買
明
七
点　

秀
国
五
点　

菊
堂
五
点

買
明
七
点

秀
国
十
五
点
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○
寛
政
五
年
癸
丑

○　

正
月
朔
日　

御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
、
於
小
書
院
御
側
向
ゟ

小
御
役
人
迄
御
祝
儀
帳
之
通
独
礼
相
済
、
少

御
休
息
大
書
院
渡
御
、
鎌
原
主
税
ゟ
御
役
御

免
・
無
役
迄
御
祝
義
帳
之
通
独
礼
、
右
畢
御

帰
懸
・
御
通
懸
之
も
の
於
例
之
御
間
御
祝
義

帳
之
通
一
同
御
礼
申
上
ル

一　

同
二
日　

大
書
院
出
御
、
五
半
時
過
相
始
、
元
日
当
番

之
定
火
消
・
差
立
嫡
子
ゟ
大
小
御
役
人
・
御

番
士
嫡
子
迄
独
礼
、
畢
而
大
書
院
東
御
縁
側

御
徒
士
・
小
僧
役

居
、
例
之
通
御
礼
申
上

ル
、
帰
御
懸
・
御
通
懸
之
も
の
昨
日
之
通

一　

同
三
日　

御
流
七
半
時
揃
ニ
而
、暮
半
時
小
書
院
出
御
、

御
用
席
よ
り
相
始
、
御
規
式
帳
之
通
相
済
、

御
休
息
被
遊
大
書
院
へ
出
御
、
鎌
原
主
税
ゟ

御
城
代
・
御
番
頭
・
差
立
・
無
役
・
御
奏
者

・
御
使
役
・
当
番
之
御
番
士
八
九
人

置
、

末
ニ
当
御
役
壱
人
出
役
、
例
之
通
頂
戴
相
済

一　

同
四
日　

寺
院
御
礼
五
半
時
揃
、四
時
小
書
院
へ
出
御
、

三
ヶ
寺
独
礼
、
畢
大
書
院
渡
御
懸
、
於
九
畳

敷
御
町
之
者
・
御
郡
中
之
者
例
之
通
御
礼
申

上
、
大
書
院
出
御
、
御
城
下
寺
院

白
鳥
神

主
一
同
御
礼
申
上
、
畢
而
本
誓
寺
、
次
ニ
久

保
喜
傳
治
・
宮
下
和
田
吉
例
之
通
御
礼
申
上

ル

一　

同
五
日　

四
時
之
御
供
触
ニ
而
、
御
鎮
守
・
諏
訪
宮
・

長
国
寺
・
大
英
寺
へ
御
参
詣

一　

同
九
日　

　
　
　
　

一
郎
右
衛
門
娘
新
左
衛
門　
　
　

堤　

一
郎
右
衛
門

　
　
　
　

へ
縁
組
、
双
方
願
之
通
被　
　
　

田
中
新
左
衛
門

　
　
　
　

仰
付
之

　
　
　
　

音
門
叔
母
文
八
へ
縁
組
、　
　
　

林　

文
八

　
　
　
　

双
方
願
之
通
被
仰
付
之　
　
　
　

瀧
澤
音
門

一　
　
　
　
　
　

年
頭
之
御
礼
五
半
時
揃
、
小
書
院
ニ
而
善
光

寺
両
寺
使
僧
独
礼
相
済
、
大
書
院
出
御
、
御

朱
印
廿
三
ヶ
寺
二
之
御
間
切
ニ
相
詰
一
同
、

畢
而
御
領
内
寺
院
二
之
間
上
三
畳
目
ゟ
三
之

間
迄
一
同
相
詰
、
御
礼
申
上
ル

一　
　
　
　
　
　

藤
井
藤
四
郎
大
書
院
三
之
御
間
下
御
敷
居
際

ニ
而
御
礼
申
上
ル
、
次
ニ
市
村
安
左
衛
門
同

所
御
縁
側
御
敷
居
際
ニ
て
御
礼
申
上
ル

一　
　
　
　
　
　

市
村
安
左
衛
門
大
役
人
於
詰
所
御
酒
・
御
吸

物
・
御
引
肴
被
下
置
相
済
、
御
番
頭
於
詰
所

御
勝
手
方
参
会

一　
　
　
　
　
　

藤
井
藤
四
郎
於
詰
所
御
酒
・
吸
物
・
御
引
肴

・
御
料
理
被
下
之

　
　
　
　
　
　
　

講
釈
於
大
書
院
九
時
相
始
、
例
之
通
御
家
中

登
城
、
麻
上
下
着
用
罷
出
、
九
半
時
相
済

一　
　
　
　
　
　

同
人
御
内
講
被
仰
付
候
付
、
詰
所
ニ
為
扣
置

一　
　
　
　
　
　

若
殿
様
御
肩
衣
被
為
召
、
大
書
院
上
之
御
間

中
程
御
着
座
、
講
釈
被
為
聴
、
尤
御
褥
無
之
、

御
家
中
拝
聴
之
者
是
迄
之
通

一　
　
　
　
　
　

御
用
席
二
之
間
内
南
之
方
烈
座
、
不
残
為
詰

候
上
申
上
、
被
為
入
何
も
平
伏
、
開
講
之
儀

藤
四
郎
へ
大
目
付
を
以
差
図
、
講
釈
之
節
諸

士
頭
を
上
、
手
を
付
キ
罷
在
承
之
、
相
済
何

も
平
伏
、
済
候
儀
懸
り
内
蔵
丞
申
上
、
被
為

　
　
　
　
　
　
　

入

一　
　
　
　
　
　

右
相
済
、
藤
四
郎
へ
於
詰
所
御
酒
・
御
吸
物

・
引
肴
二
種
被
下

一　

正
月
十
一
日　

御
具
足
御
祝
義
五
半
時
揃
、
御
規
式
帳
之

通
相
済

一　

同
十
二
日　

神
宮
寺
名
代
惣
目
代
松
田
大
内
蔵
、
名
代
宮

澤
権
大
夫
於
小
書
院
独
礼

一　
　
　
　
　
　

於
大
書
院
禰
宜
・
山
伏
一
同
御
礼
申
上
、
和

合
院
名
代
三
尺
程
進
ミ
罷
在
、
右
畢
而
上
条

村
塩
入
美
作
御
奏
者
引
連
独
礼
、
三
之
御
間

下
御
敷
居
際
ニ
而
御
礼
申
上
ル

一　

同
十
三
日　

四
時
御
忍
供
ニ
而
、
竹
村
与
三
左
衛
門
馬
場

へ
被
為
入
候

一　

同
十
四
日　

大
般
若
御
執
行
有
之
、
右
之
節
半
過
上
御
間

御
唐
紙
際
ニ
而
御
聴
聞
被
遊
候

一　

同
五
日　

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

一　

同
十
八
日　

四
時
過
御
供
触
ニ
而
、
竹
村
与
三
左
衛
門
馬

場
へ
被
為
入
候

監
察
日
記　
寛
政
五
年
〜
寛
政
六
年

真
田
古
文
書
ク
ラ
ブ
佐
久
間
方
三

小
幡　

伍
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一　

同
十
九
日　

　
　
　
　

悴
治
兵
衛
不
行
跡
之
筋
有　
　
　

前
嶋
作
左
衛
門　

　
　
　
　

之
、
不
埒
付
先
達
遠
慮
被

　
　
　
　

仰
付
置
候
処
、
以
御
情
此
度
被
成
下
御
免
候

　
　
　
　

以
来
行
跡
万
端
相
慎
候
様
、
常
々
可
申
教
旨

　
　
　
　

被
仰
付
之

　
　
　

右
者
御
用
番
宅
ニ
お
ゐ
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

弟
傳
治
儀
先
達
不
行
跡
之　
　
　

山
田
五
郎
蔵　
　

　
　
　
　

筋
相
聞
候
付
、
遠
慮
被
仰

　
　
　
　

付
置
候
処
、
此
度
以
御
情
御
免
被
成
下
候

　
　
　
　

已
来
行
跡
万
端
相
慎
候
之
様
、
常
々
可
申

　
　
　
　

教
旨
被
仰
付
之

　
　
　

右
者
池
田
波
江
宅
ニ
お
ゐ
て
同
人
申
渡
之

一　

同
廾
三
日　

四
時
之
御
供
触
ニ
而
、
長
国
寺
・
大
鋒
寺
へ

御
仏
参

一　

同
廾
五
日　

今
朝
五
時
臨
時
評
定

　
　
　
　

思
召
有
之
、
去
春
中
閉
門　
　
　

高
野
勘
兵
衛　
　

　
　
　
　

被
仰
付
置
候
、
先
達
而
も　

同
道
千
喜
良
民
之
助　

　
　
　
　

御
咎
有
之
候
得
共
、
以
御　
　
　

赤
塩
彦
左
衛
門　

　
　
　
　

情
早
速
御
免
、
以
来
相
慎

　
　
　
　

候
様
被
仰
付
候
処
、
尚
又
不
慎
之
趣
、
其
上
不
似
合

之
行
跡
・
如
何
敷
義
も
有
之
旨
相
聞
、
旁
重
々
御
厚

恩
も
不
存
付
、
不
届
之
至
付
、
永
之
御
暇
被
下
置
候

御
領
内
御
支
配
所
徘
徊

御
三
家
様
方
・
御
老
中
様

方
・
若
御
年
寄
様
方
・
御
役
人
様
方
・
御
親
類
様
方

奉
公
仕
間
敷
候

　
　
　

右
塩
野
儀
兵
衛
申
渡
之
、
例
之
通
御
請
書
差
出

　
　
　
　

思
召
有
之
、
去
春
中
閉
門　
　
　

関
口
忠
右
衛
門　

　
　
　
　

仰
付
置
候
、
先
達
而
も
重　

同
道
関
口
源
右
衛
門　

　
　
　
　

御
咎
も
有
之
候
へ
共
以
御　
　
　

関
口
角
左
衛
門　

　
　
　
　

情
御
免
、
以
来
相
慎
候
様

　
　
　
　

被
仰
付
候
処
、
尚
又
不
慎
之
趣
相
聞
、
年
来
行
跡
不

宜
、
御
厚
恩
も
不
存
付
、
重
々
不
届
之
至
付
、
永
之

御
暇
被
下
置
候

　
　
　
　

御
領
内
其
外
御
構
前
同
断

　
　
　

右
池
田
波（

マ
マ
）江
申
渡
之
、
御
請
書
右
同
断

　
　
　
　

常
々
不
行
跡
如
何
敷
趣
相　
　
　

牧
野
五
左
衛
門　

　
　
　
　

聞
、
先
達
御
咎
有
之
候
得　
　
　

同　

万
吉　
　
　

　
　
　
　

共
、
尚
又
不
慎
之
儀
共
相　

同
道
牧
野
丹
弥　
　
　

　
　
　
　

聞
候
付
、
去
春
中
閉
門
被

　
　
　
　

仰
付
置
候
処
、
此
上
重
々
以
御
情
今
般
御
免
、
隠
居

被
仰
付
、
只
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金
七
両
弐
分
・
米

五
人
御
扶
持
悴
万
吉
へ
被
下
置
、
家
督
被
仰
付
之

　
　
　
　

父
勘
兵
衛
先
達
も
御
咎
被　
　
　

高
野
銕
之
助　
　

　
　
　
　

仰
付
候
へ
共
、
以
御
情
早　

同
道
小
幡
七
右
衛
門　

　
　
　
　

速
御
免
、
已
来
相
慎
候
様

　
　
　
　

被
仰
付
候
処
、
尚
又
不
慎
之
趣
、
其
上
不
似
合
行
跡

・
如
何
敷
義
も
相
聞
、旁
々
重
々
御
厚
恩
も
不
存
付
、

不
届
之
至
付
、
永
之
御
暇
被
下
置
候

　
　
　
　

格
段
之
思
召
有
之
、
以
御
情
御
知
行
百
石
被
下
置
、

苗
字
被
成
下
御
建
之

　
　
　
　

父
勘
兵
衛
跡
屋
敷
・
建
家　
　
　

高
野
銕
之
助　
　

　
　
　
　

共
被
下
置
之

　
　
　
　

常
々
行
跡
如
何
敷
趣
相
聞
、　
　

一
色
与
左
衛
門　

　
　
　
　

先
達
御
咎
有
之
候
へ
共
、　

同
道
保
崎
平
内　
　
　

　
　
　
　

尚
又
不
慎
之
儀
共
相
聞
候

　
　
　
　

付
、
去
春
中
閉
門
被
仰
付
置
候
処
、
此
上
重
々
以
御

情
今
般
御
免
、
隠
居
被
仰
付
、
唯
今
迄
拝
領
之
御
切

米
金
五
両
・

三
人
御
扶
持
悴
松
三
郎
へ
被
下
置
、

家
督
被
仰
付
之

　
　
　
　

忠
右
衛
門
義
先
達
而
も
重　
　
　

関
口
忠
右
衛
門　

　
　
　
　

御
咎
有
之
候
得
共
、
以
御

　
　
　
　

情
被
成
下
御
免
、
已
来
相

　
　
　
　

慎
候
様
被
仰
付
候
処
、
尚
又
不
慎
之
趣
、
年
来
行
跡

不
宜
、
御
厚
恩
も
不
存
付
、
重
々
不
届
之
至
付
、
永

之
御
暇
被
下
置
候

　
　
　
　

乍
去
格
段
之
思
召
有
之
、
以
御
情
苗
字
可
被
成
下
御

建
候
間
、
相
応
之
者
可
申
立
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　
　

右
御
書
付
関
口
忠
右
衛
門
親
類
蟻
川
庄
蔵
へ
御
渡

被
成
候

　
　
　

右
者
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候

一　
　
　
　
　
　

関
口
忠
右
衛
門
実
母
同
苗
角
左
衛
門
方
へ
引

取
候
段
、
同
人
申
聞
候
付
、
御
用
番
・
大
目

付
へ
申
上
候

一　
　
　
　
　
　

今
晩
御
内
囃
子
有
之

一　

同
廾
七
日　

四
時
之
御
供
触
ニ
而
、
竹
村
与
三
左
衛
門
馬

場
へ
御
出
被
遊
候

親　

類　

共
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一　

同
廾
八
日　

　
　
　
　

常
々
行
跡
如
何
敷
趣
相
聞
、　
　

関
口
甚
五
右
衛
門

　
　
　
　

先
達
而
御
咎
有
之
候
得
共
、
同
道
西
村
十
郎
右
衛
門

　
　
　
　

尚
又
不
慎
之
儀
共
相
聞
候

　
　
　
　

付
、
去
春
中
閉
門
被
仰
付
置
候
処
、
父
弥
七
郎
年
来

柔
術
相
心
懸
候
儀
付
、
格
段
之
以
御
宥
恕
不
及
御
沙

汰
、
此
度
ハ
御
免
被
成
下
候

　
　
　
　

自
今
万
端
相
慎
、
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　

右
者
御
用
番
御
宅
ニ
お
ゐ
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

常
々
行
跡
如
何
敷
趣
相
聞
、　
　

長
岡
銀
右
衛
門　

　
　
　
　

先
達
御
咎
申
付
候
へ
共
、　
　
　

同　

良
七　
　
　

　
　
　
　

尚
又
不
慎
之
儀
相
聞
候
付
、
同
道
吉
田
源
左
衛
門　

　
　
　
　

去
年
中
閉
門
申
付
置
候
処
、　
　

近
藤
恵
左
衛
門　

　
　
　
　

此
上
重
々
以
御
情
此
度
御　
　

　
　
　
　

免
隠
居
申
付
、
只
今
迄
頂
戴
之
御
切
米
金
四
両
・
玄

米
三
人
御
扶
持
悴
良
七
へ
被
下
置
、
跡
式
跡
役
共
申

付
之

　
　
　

右
同
所
ニ
お
い
て
金
井
甚
五
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

常
々
行
跡
如
何
敷
趣
相
聞
、　
　

田
中
清
五
郎　
　

　
　
　
　

先
達
而
御
咎
申
付
置
候
へ　

同
道
志
村
善
太
郎　
　

　
　
　
　

共
、
尚
又
不
慎
之
趣
共
相　
　
　

近
藤
恵
左
衛
門　

　
　
　
　

聞
候
付
、
去
春
中
閉
門
申

　
　
　
　

付
置
候
処
、
此
上
重
々
以
御
情
今
般
御
免
、
隠
居
申

付
候

　
　
　
　

早
速
可
御
用
立
者
養
子
跡
式
可
相
願
候

　
　
　

右
同
断
篠
崎
屯
申
渡
之

　
　
　
　

常
々
不
行
跡
之
筋
相
聞
候　
　
　

西
村
駒
之
進　
　

　
　
　
　

付
、
先
達
重
御
咎
有
之
候

　
　
　
　

へ
共
、
以
御
情
早
速
御
免
、
以
来
相
慎
候
様
申
付
候

処
、
尚
又
不
行
跡
之
趣
、
重
々
不
届
付
去
春
中
閉
門

申
付
置
候

　
　
　
　

再
応
不
慎
之
事
付
、此
上
重
御
仕
置
可
申
付
候
へ
共
、

常
々
役
筋
之
儀
相
心
懸
、
御
用
達
候
事
付
、
此
度
ハ

格
段
之
以
御
宥
恕
、
御
宛
行
之
内

拾
表
引
上
、
御

免
申
付
候

　
　
　
　

向
後
聊
も
如
何
敷
趣
於
相
聞
ハ
、厳
重
可
申
付
候
間
、

万
端
相
慎
役
義
致
出
精
、
大
切
可
相
勤
候

　
　
　

右
同
断
竹
村
大
蔵
申
渡
之

○　

二
月
朔
日　

月
次
御
礼
四
時
揃
、
登
城
罷
在
候
処
、
若
殿

様
御
不
快
被
為
入
候
付
、
今
日
御
礼
御
延
引

之
旨
、
九
時
被
仰
出
候

一　
　
　
　
　
　

御
不
快
付
、
年
頭
御
礼
仁
科
甚
十
郎
登
城
候

処
、
御
延
引
之
旨
申
聞
、
為
引
取
候

一　

二
月
八
日　

市
村
百
姓
共
願
之
筋
有
之
、
鎌
原
司
馬
殿
へ

右
願
書
差
出
度
旨
押
而
相
願
候
付
、
望
月
九

郎
右
衛
門
江
被
仰
渡
、
右
詮
議
中
立
合
相
勤

候
様
被
仰
渡
候

一　

同
九
日　

　
　
　
　

男
子
無
之
付
、
孫
之
丞
弟　
　
　

佐
藤
傳
五
郎　
　

　
　
　
　

新
助
養
子
仕
度
旨
、
願
之　
　
　

東
条
孫
之
丞　
　

　
　
　
　

通
被
仰
付
之　
　
　
　
　
　
　
　

同　

新
助　
　
　

一　

同
十
一
日　

　
　
　
　
　

口
上
覚

　
　
　
　

関
口
忠
右
衛
門
儀
不
届
儀
付
、永
之
御
暇
被
下
置
候
、

格
段
之
以
御
情
苗
字
被
成
下
御
建
候
間
、
相
応
之
者

名
前
可
申
上
旨
先
達
而
被
仰
付
、
冥
加
至
極
難
有
仕

合
ニ
存
候
、
親
類
共
申
合
詮
議
仕
候
処
、
野
村
左
兵

衛
次
男
源
之
進
義
今
年
廾
歳
罷
成
候
、
相
応
ニ
も
奉

存
候
間
、
左
兵
衛
へ
及
内
談
候
処
、
源
之
進
儀
関
口

之
苗
跡
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
、
難
有
仕
合
ニ
存
候
旨

申
聞
候
、
以
御
情
源
之
進
へ
苗
跡
被
仰
付
被
下
置
候

ハ
ヽ
、
重
々
難
有
仕
合
ニ
存
候
、
名
前
申
上
候
様
被

仰
付
候
付
、
此
談
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　

二
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　

関
口
角
左
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口
甚
五
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口
源
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蟻
川
正
蔵　
　
　

　
　
　
　
　

口
上
覚

　
　
　
　

関
口
忠
右
衛
門
永
之
御
暇
被
下
置
、
以
御
情
苗
字
被

成
下
御
建
候
間
、
相
応
之
者
名
前
可
申
上
旨
、
忠
右

衛
門
親
類
江
被
仰
付
候
付
、
私
次
男
源
之
進
及
内
談

候
、
源
之
進
義
今
年
廾
歳
罷
成
候
、
関
口
之
名
跡
被

仰
付
被
下
置
候
者
、難
有
仕
合
ニ
存
候
旨
申
談
仕
候
、

此
段
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　

二
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　

野
村
左
兵
衛　
　

　
　
　

右
両
通
差
出
候
付
、
御
用
番
へ
差
出
候

　
　
　
　

男
子
無
之
付
、
細
田
利
三　
　
　

片
岡
嘉
金
治　
　

　
　
　
　

太
養
弟
嘉
兵
衛
聟
養
子
、　

名
代
高
久
右
文　
　
　

　
　
　
　

御
勘
定
所
為
見
習
度
旨
、

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
付
之

御
徒
目
付

御
徒
目
付
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養
弟
嘉
兵
衛　

片
岡
嘉
金　
　
　

細
田
利
三
太　
　

　
　
　
　

治
へ
聟
養
子
差
遣
度
旨
、　
　
　

同　

嘉
兵
衛　
　

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　

右
於
御
用
部
屋
被
仰
渡
候

　
　
　
　

老
衰
付
江
戸
詰
御
免
、
為　

煩　

伊
東
平
次
郎　
　

　
　
　
　

代
悴
磯
八
来
寅
三
月
中
迄　

名
代
麻
場
和
仲
太　
　

　
　
　
　

詰
番
申
付
之

　
　
　

右
於
長
囲
炉
裏
例
之
通
申
渡
之

一　

二
月
十
五
日　

月
次
御
礼
四
時
揃
、
例
之
通
相
済

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

師
岡
七
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
万
吉　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
色
松
三
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
木
内
求
喜　
　
　

　
　
　
　

新
知
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
銕
之
助　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
千
喜
良
民
之
助　

　
　
　
　

隠
居
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
五
左
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
金
子
甚
左
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
色
与
左
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
保
崎
平
内　
　
　

　
　
　
　

継
目
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

本　

誓　

寺　
　

　
　
　
　

御
通
懸
跡
式
之
御
礼　
　
　
　
　

長
岡
良
七　
　
　

　
　
　

同
役
成
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山
岩
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
里
忠
右
衛
門　

一　

二
月
十
七
日　

若
君
様
へ
諸
家
ゟ
御
献
上
之
御
破
摩
弓
、

殿
様
御
頂
戴
被
遊
候
段
、
当
月
朔
日
付
ニ
而

六
郎
左
衛
門
方
ゟ
申
遣
候

一　

同
十
九
日　

若
殿
様
御
参
勤
御
時
節
、
殿
様
御
伺
被
成
候

之
処
、
六
月
中
可
被
遊
御
参
府
旨
被
仰
出
候

段
、
申
来
候

一　

同
廾
一
日　

四
時
之
御
供
触
ニ
而
、
白
鳥
・
開
善
寺
・
乾

徳
寺
・
恵
明
寺
江
御
参
詣

　
　
　
　

旧
冬
居
宅
焼
失
付
、
為
御　
　
　

坂
巻
岩
人　
　
　

　
　
　
　

手
充
御
知
行
本
高
之
内
四

　
　
　
　

分
一
被
下
置
之

　
　
　
　

御
用
部
屋
書
役
見
習
・
小　
　
　

西
山
彦
五
郎　
　

　
　
　
　

僧
役
兼
申
付
之

　
　
　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
本
銕
治　
　
　

　
　
　
　

書
役
見
習
就
相
勤
候
、
弐　
　
　

右　

同　

人　
　

　
　
　
　

人
御
扶
持
被
下
置
之

　
　
　
　
　

右
両
人
例
之
通
於
長
囲
炉
裏
申
渡
之

一　

同
廾
三
日　

四
時
之
御
供
触
ニ
而
、
長
国
寺
へ
御
参
詣

一　

同
廾
五
日　

　
　
　
　

去
年
中
御
脇
刀
御
用
、
其　
　
　

金
井
甚
五
左
衛
門

　
　
　
　

外
格
段
御
入
料
多
候
処
、

　
　
　
　

出
精
無
差
支
御
間
合
、
御
大
慶
思
召
、
御
肩
衣
一
被

下
置
之

　
　
　
　
　

右
当
人
申
聞
候

　
　
　
　

思
召
有
之
、
先
達
而
逼
塞　
　
　

原　

新
四
郎　
　

　
　
　
　

被
仰
付
置
候
処
、
此
度
被

　
　
　
　

成
下
御
免
候
、
自
今
可
相
慎
旨
被
仰
付
之

　
　
　

右
池
田
波
江
宅
宅
ニ
お
ゐ
て
同
人
申
渡
之

一　

同
廾
八
日　

月
次
御
礼
四
時
揃
、
例
之
通
相
済

　
　
　
　

次
男
源
之
進
儀
被
召
出
、　
　
　

野
村
左
兵
衛　
　

　
　
　
　

御
切
米
金
五
両
・
玄
米
五　
　
　

同　

源
之
進　
　

　
　
　
　

人
御
扶
持
被
下
置
、
自
今

　
　
　
　

苗
字
関
口
与
可
相
名
乗
旨
、
被
仰
付
之
、
竹
山
丁
明

屋
敷
地
・
建
家
共
被
下
置
之

　
　
　
　

関
口
忠
右
衛
門
不
届
之
筋　
　
　

関
口
忠
右
衛
門　

　
　
　
　

有
之
、
永
之
御
暇
被
下
置　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

候
処
、
格
段
之
以
思
召
、

　
　
　
　

今
度
野
村
左
兵
衛
次
男
源
之
進
被
召
出
、
関
口
之
苗

字
被
成
下
御
建
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

出
精
相
勤
候
付
、
御
役
料　
　
　

山
中
見
弥　
　
　

　
　
　
　

拾
表
被
下
置
之

　
　
　
　

初
而
之
御
目
見　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
六
之
助　

　
　
　
　

悴
初
而
之
御
目
見
申
上
候　
　
　

佐
久
間
衛
守　
　

　
　
　
　

付

御
書
役

御
勘
定

御
徒
目
付

親
類
共
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継
目
之
御
礼　
　
　
　
　
　

煩　

高　

源　

寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代　
　
　

義　

天　

　
　
　

御
通
懸

　
　
　
　

御
宛
行
頂
戴
之
御
礼　
　
　
　
　

野
本
銕
治　
　
　

一　

二
月
晦
日　

関
口
忠
右
衛
門
実
母
此
度
苗
跡
被
成
下
御
建

候
付
、
関
口
源
之
進
方
へ
引
取
候
旨
、
関
口

角
左
衛
門
申
聞

○　

三
月
朔
日　

月
次
御
礼
四
時
揃
、
例
之
通
相
済

　
　
　

小
書
院

　
　
　
　

年
頭
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

信　

綱　

寺　
　

一　

同
三
日　

上
巳
御
礼
五
半
時
揃
、
四
時
於
小
書
院
御
礼

帳
之
通
一
同
相
済
、
御
通
懸
之
者
例
之
通
御

礼
申
上
ル
、
大
書
院
へ
渡
御
、
差
立
・
無
役

・
嫡
子
・
御
番
士
・
家
督
・
大
小
御
役
人
・

御
番
士
嫡
子
迄
御
礼
帳
之
通
独
礼
、
九
時
前

相
済

一　

同
四
日　

来
ル
十
一
日
・
十
二
日
儒
書
講
釈
、
若
殿
様

可
被
為
聴
旨
被
仰
出
候

一　

同
六
日　

今
日
於
大
書
院
御
内
囃
子
昼
時
前
相
始
、
夜

八
半
時
相
済
、
依
之
御
座
敷
之
内
自
然
如
何

敷
者
等
紛
入
候
ハ
ヽ
相
改
候
之
様
、
折
々
見

廻
候
様
御
内
々
被
仰
渡
候
、
詰
切
候
ニ
ハ
不

及
旨
、
尤
御
囃
子
ハ
御
奥
ニ
而
可
有
御
座
候

得
共
、
御
手
狭
ニ
付
御
表
ニ
而
有
之
候
間
、

其
段
相
心
得
候
様
被
仰
渡
候

一　

同
九
日　

　
　
　
　

多
仲
義
病
気
不
相
勝
、
往　
　
　

赤
澤
多
仲　
　
　

　
　
　
　

々
難
相
勤
付
願
之
通
隠
居
、
名
代
藤
田
典
膳　
　
　

　
　
　
　

悴
助
之
進
へ
只
今
迄
拝
領　
　
　

赤
沢
助
之
進　
　

　
　
　
　

之
御
知
行
四
百
石
被
下
置
、
足
軽
拾
五
人
御
預
被
成

下
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

年
寄
候
迄
相
勤
候
付
、
御　
　
　

赤
澤
多
仲　
　
　

　
　
　
　

小
袖
一
被
下
置
之

　
　
　
　

御
役
替
御
使
役
被
仰
付
之　
　
　

綿
内
平
右
衛
門　

一　

三
月
十
四
日　

　
　
　
　

今
度
初
而
門
弟
順
講
達
御　
　
　

藤
井
藤
四
郎　
　

　
　
　
　

聴
、
出
精
取
立
大
儀
思
召

　
　
　
　

候
、
依
之
御
酒
・
御
吸
物
・
御
引
肴
二
種
被
下
之

　
　
　

右
例
之
於
詰
所
被
下
、
尤
御
意
之
趣
申
通
候
様
、
内
蔵

丞
被
申
渡
候
付
、
当
人
へ
申
通
候

一　

同
十
五
日　

月
次
御
礼
四
時
揃
、
例
之
通
相
済

　
　
　
　

先
達
而
他
所
借
用
金
返
済　

煩　

上
原
八
左
衛
門　

　
　
　
　

差
滞
、
相
手
方
及
公
訴
候　

名
代
樋
口
峯
之
助　
　

　
　
　
　

付
、
差
扣
相
伺
候
、
懸
合

　
　
　
　

方
不
行
届
故
之
儀
、
不
埒
之
事
候
、
乍
去
以
御
情
早

速
差
扣
被
成
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
候
様
被
仰
付
之

　
　
　

右
者
御
用
番
御
宅
ニ
お
ゐ
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

友
左
衛
門
娘
雄
太
郎
へ
縁　
　
　

石
倉
友
左
衛
門　

　
　
　
　

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付　
　
　

赤
沢
雄
太
郎　
　

　
　
　
　

之

　
　
　
　

波（
マ
マ
）江
妹
式
部
養
女
仕
、
亘　
　
　

池
田
波
江　
　
　

　
　
　
　

へ
縁
組
仕
度
旨
、
双
方
願　
　
　

十
河
式
部　
　
　

　
　
　
　

之
通
被
仰
付
之　
　
　
　
　
　
　

坂
野　

亘　
　
　

　
　
　
　

病
身
不
相
勝
候
付
、
願
之　
　
　

小
野
喜
太
右
衛
門

　
　
　
　

通
御
役
御
免
被
仰
付
之　
　

名
代
小
野
喜
平
太　
　

　
　
　

右
於
御
用
部
屋
被
仰
渡
候

　
　
　
　

常
々
行
跡
不
宜
付
、
先
達　
　
　

田
中
清
五
郎　
　

　
　
　
　

隠
居
申
付
、
御
用
立
候
者　

名
代
西
村
杢
右
衛
門　

　
　
　
　

跡
式
申
渡
置
候
処
、
伊
東

　
　
　
　

平
次
郎
次
男
用
八
致
養
子
、
只
今
迄
頂
戴
之
御
切
米

五
斗
入
四
拾
表
・

弐
人
御
扶
持
方
被
下
置
、
願

之
通
跡
式
跡
役
共
申
付
之

　
　
　

右
長
囲
炉
裏
ニ
お
ゐ
て
篠
崎
屯
申
渡
之

　
　
　
　

次
男
用
八
田
中
清
五
郎
へ　
　
　

伊
東
平
次
郎　
　

　
　
　
　

養
子
差
遣
度
旨
、
願
之
通　
　
　

同　

用
八　
　
　

　
　
　
　

申
付
之

　
　
　

右
同
所
ニ
お
ゐ
て
申
渡
之

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

赤
沢
助
之
進　
　

　
　
　
　

隠
居
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

赤
澤
多
仲　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
望
月
九
郎
右
衛
門

清
野
村

書
役
見
習

横
尾
村

御
書
役
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被
召
出
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　

関
口
源
之
進　
　

　
　
　
　

初
而
之
御
目
見　
　
　
　
　
　
　

竹
内
杣
五
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井
房
五
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井
銕
之
進　
　

　
　
　
　

悴
御
目
見
付
御
礼　
　
　
　
　
　

竹
内
藤
馬　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井
伊
膳　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井
平
左
衛
門　

一　

三
月
十
八
日

　
　
　
　

近
年
別
而
多
病
罷
成
難
相　
　
　

馬
場
廣
人　
　
　

　
　
　
　

勤
、
御
役
御
訴
訟
も
申
上　

名
代
馬
場
与
惣
右
衛
門

　
　
　
　

度
趣
、
御
内
々
達
御
聴
ニ

　
　
　
　

も
候
、従
御
幼
年
数
年
来
御
側
近
出
精
相
勤
候
事
付
、

内
願
之
通
御
役
被
成
下
御
赦
免
、
格
段
之
以
思
召
、

唯
今
迄
被
下
置
候
御
役
料
、
其
侭
一
生
之
内
被
下
置

候

　
　
　
　

病
気
押
而
も
致
出
勤
、
当
時
若
殿
様
之
御
方

此
表

御
奥
之
方
、
御
用
向
是
迄
之
通
相
心
得
、
万
端
申
談
、

且
御
在
城
之
節
ハ
御
用
筋
も
有
之
付
、
御
側
向
江
繁

々
罷
出
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

井
上
庄
兵
衛
罷
在
候
拝
領　
　
　

藤
岡
善
左
衛
門　

　
　
　
　

屋
敷
与
、
以
勝
手
父
左
司

　
　
　
　

抱
屋
敷
之
内
、
屋
敷
替
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一　
　
　

殿
様
当
十
一
日
被
遊
御
登
城
候
処
、
若
君
様
御
髪
置

為
御
祝
儀
御
酒
・
御
吸
物
等
御
頂
戴
、
其
上
御
時
服

二
重
・
一
種
子
を
御
拝
領
被
遊
、
且
大
御
奥
廻
り
ニ

而
、
御
順
々
御
拝
領
被
遊
候

　
　
　
　

年
来
出
精
相
勤
候
付
、
御　
　
　

松
山
瑞
白　
　
　

　
　
　
　

加
恩
五
人
御
扶
持
被
下
置

　
　
　
　

之

　
　
　

右
江
戸
表
同
役
ゟ
当
十
一
日
付
ニ
而
申
来
候

一　

三
月
廾
日　

六
半
時
之
御
供
触
ニ
而
、
保
科
村
辺
へ
御
野

懸

　
　
　
　
　
　

右
ニ
付
御
用
番
大
目
付
出
席

一　

同
廾
三
日　

四
時
之
御
供
触
ニ
而
、
長
国
寺
へ
御
仏
参

一　

同
廾
五
日

　
　
　
　

当
月
六
日
泊
御
番
之
節
、　
　
　

志
村
友
之
丞　
　

　
　
　
　

翌
朝
請
取
御
番
之
面
々
へ　
　
　

横
田
彦
蔵　
　
　

　
　
　
　

可
代
合
処
、
広
間
御
番
預　
　
　

栗
山
喜
太
郎　
　

　
　
　
　

之
御
箪
笥
封
印
曲
候
ニ
付
、　
　

片
岡
源
之
助　
　

　
　
　
　

請
取
御
番
之
面
々
及
懸
合　
　
　

長
谷
川
守
人　
　

　
　
　
　

候
処
、
先
達
ゟ
曲
居
候
様

　
　
　
　

見
受
候
旨
相
答
候
由
、
尤
先
達
ゟ
右
之
通
ニ
付
、
別

段
改
も
不
致
候
旨
、
御
番
交
代
之
節
ハ
右
等
之
儀
も

入
念
相
改
、
受
取
後
も
致
、
如
何
敷
義
ハ
早
速
申
立

茂
可
致
処
、
兼
而
錠
前
曲
候
儀
乍
心
付
等
閑
致
置
、

錠
前
銕
物
抜
候
儀
も
不
心
付
、
心
懸
不
行
届
不
念
之

事
候
、
依
之
遠
慮
被
仰
付
之

　
　
　

右
赤
沢
助
之
進
宅
ニ
お
ゐ
て
同
人
申
渡
之

一　

同
廾
八
日　

　
　
　
　

御
書
付
前
文
同
様
、
錠
前　
　
　

出
浦
庄
左
衛
門　

　
　
　
　

銕
物
抜
候
儀
も
不
心
付
、

　
　
　
　

万
事
組
合
任
置
候
趣
ニ
も
相
聞
不
行
届
義
、
依
之
遠

慮
仰
付
之

　
　
　

右
同
断
同
人
申
渡
之

○　

四
月
朔
日　

月
次
御
礼
四
時
揃
、
例
之
通
相
済

一　

同
三
日　

　
　
　
　

甚
三
郎
願
之
通
悴
幾
三
郎　
　
　

柳
沢
甚
三
郎　
　

　
　
　
　

御
徒
士
へ
番
入
申
付
之　
　
　
　

同　

幾
三
郎　
　

　
　
　
　

甚
吾
願
之
通
悴
象
五
郎
小　

煩　

中
村
甚
吾　
　
　

　
　
　
　

僧
役
申
付
之　
　
　
　
　
　

名
代
佐
川
彦
之
丞　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
象
五
郎　
　

　
　
　

右
於
長
囲
炉
裏
例
之
通
申
渡
之

一　

同
五
日　

明
朝
五
時
之
御
供
触
ニ
而
、
東
条
辺
へ
御
野

懸

一　

同
十
日　

四
時
之
御
供
触
ニ
而
、
長
国
寺
・
乾
徳
寺
江

御
参
詣

一　
　
　
　
　
　

四
ツ
時
過
原
五
十
馬
裏
長
屋
出
火
、
早
鐘
打

候
付
例
之
通
相
詰
、
早
速
鎮
ル
、
差
立
・
大

役
人
之
分
出
懸
り
、
御
機
嫌
相
伺
申
候

一　

同
十
二
日　

今
曉
八
時
之
御
供
触
ニ
而
、
水
内
辺
へ
御
野

懸

一　

同
十
五
日　

月
次
御
礼
四
ツ
時
揃
、
登
城
之
処
御
中
陰
ニ

付
、
御
延
引
被
仰
出
候

一　

同
十
六
日　
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先
達
不
念
之
筋
有
之
付
、　
　
　

志
村
友
之
丞　
　

　
　
　
　

遠
慮
被
仰
付
置
候
処
、
御　
　
　

横
田
彦
蔵　
　
　

　
　
　
　

腰
物
惣
而
別
条
も
無
之
付
、　
　

栗
山
喜
太
郎　
　

　
　
　
　

此
度
ハ
早
速
被
成
下
御
免　
　
　

片
岡
源
之
助　
　

　
　
　
　

候
、
以
来
万
端
入
念
、
可　
　
　

長
谷
川
守
人　
　

　
　
　
　

相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　

右
赤
沢
助
之
進
宅
ニ
於
て
同
人
申
渡
之

一　

同
十
九
日　

　
　
　
　

右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
浦
庄
左
衛
門　

　
　
　

右
同
断
同
人
申
渡
之

一　

同
廾
二
日　

雨
宮
神
事
付
大
書
院
東
御
縁
側
へ
出
御
、
畢

同
所
御
庭
へ
神
事
操
入
、
御
用
席
・
其
外
御

役
人
出
席
、
万
端
例
年
之
通
相
済

一　

同
廾
三
日　

四
時
之
御
供
触
ニ
而
、
長
国
寺
へ
御
佛
詣

一　

同
廾
四
日　

御
足
軽
武
術
見
分
、
今
日
ゟ
始
ル

一　

同
廾
五
日　

六
時
之
御
供
触
ニ
而
、
柴
山
辺
へ
御
野
懸
、

御
帰
夜
九
ツ
時

　
　
　
　

亡
父
太
左
衛
門
借
用
金
差　
　
　

瀧
澤
音
門　
　
　

　
　
　
　

滞
、
及
公
訴
ニ
候
付
、
差

　
　
　
　

扣
相
伺
候
処
差
扣
御
免
、
自
今
相
慎
候
様
被
仰
付
之

　
　
　

右
木
村
縫
殿
助
宅
ニ
お
ゐ
て
同
人
申
渡
之

一　

同
廾
八
日　

月
次
御
礼
四
時
揃
、
例
之
通
相
済

　
　
　
　

左
盛
在
命
之
内
願
置
候
通　
　
　

斎
田
甚
八　
　
　

　
　
　
　

只
今
迄
拝
領
之
御
知
行
百　

同
道
菅　

大
弐　
　
　

　
　
　
　

五
拾
石
被
下
置
、
家
督
無

　
　
　
　

相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

惣
治
郎
病
気
聢
無
之
、
往　
　
　

久
保
惣
治
郎　
　

　
　
　
　

々
難
相
勤
付
願
之
通
隠
居
、
名
代
大
日
方
牧
太　

　
　
　
　

只
今
迄
拝
領
之
玄
米
五
人　
　
　

久
保
新
十
郎　
　

　
　
　
　

御
扶
持
悴
新
十
郎
へ
被
下

　
　
　
　

置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　

右
者
御
用
部
屋
お
ゐ
て
被
仰
渡
之

　
　
　
　

次
男
友
作
儀
高
橋
牧
右
衛　
　
　

野
本
金
八　
　
　

　
　
　
　

門
へ
養
子
差
遣
度
旨
、
願　
　
　

同　

友
作　
　
　

　
　
　
　

之
通
申
付
之

　
　
　
　

男
子
無
之
付
、
野
本
金
八　
　
　

高
橋
牧
右
衛
門　

　
　
　
　

次
男
友
作
養
子
仕
度
旨
、

　
　
　
　

願
之
通
申
付
之

　
　
　

右
者
於
例
之
間
前
嶋
作
左
衛
門
当
御
役
ニ
而
申
渡
之

○　

五
月
朔
日　

月
次
御
礼
四
時
揃
、
例
之
通
相
済

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

斎
田
甚
八　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
新
十
郎　
　

　
　
　
　

初
而
之
御
目
見　
　
　
　
　
　
　

大
日
方
久
間
多　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
内
八
木
太
郎　

　
　
　
　

隠
居
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
惣
治
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
奥
山
左
平
太　
　

　
　
　
　

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼　
　
　

大
日
方
龍
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
内
弥
次
右
衛
門

　
　
　
　

継
目
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

善　

敬　

寺　
　

　
　
　
　

御
通
懸
跡
式
之
御
礼　
　
　
　
　

田
中
用
八　
　
　

　
　
　
　

実
子
無
之
付
、
堀
内
蔵
頭　
　
　

水
井
三
右
衛
門　

　
　
　
　

様
御
家
来
西
原
拝
右
衛
門

　
　
　
　

次
男
助
次
郎
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一　
　
　
　
　
　

若
殿
様
来
ル
廾
五
日
此
表
可
被
遊
御
発
駕

旨
、
御
日
限
被
仰
出
候

一　

五
月
五
日　

端
午
之
御
礼
五
半
時
揃
、
於
小
書
院
御
礼
帳

之
通
一
同
相
済
、
御
通
懸
之
も
の
例
之
通
、

大
書
院
御
礼
帳
之
通
独
礼
、
九
時
前
相
済

一　

同
六
日　

来
ル
九
日
長
刀
可
被
遊
御
覧
旨
被
仰
出
候

　
　
　
　

御
加
恩
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　

松
山
瑞
白　
　
　

　
　
　
　

初
而
之
御
目
見　
　
　
　
　
　
　

増
田
常
之
進　
　

　
　
　
　

悴
御
目
見
付
御
礼　
　
　
　
　
　

増
田
助
之
丞　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
里
見
武
右
衛
門　

一　

同
七
日　

今
日
御
内
囃
子
有
之
候
付
、
折
々
見
回
り
候

様
被
仰
渡
候
、
当
時
加
役
泊
相
勤
候
得
共
、

御
囃
子
有
之
候
付
、
本
役
罷
出
候
之
様
是
又

被
仰
渡
候

一　

同
十
一
日

　
　
　
　

悴
金
吾
儀
為
馬
術
修
行
今　
　
　

竹
村
与
三
左
衛
門

吉
田
村

御
大
工
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般
出
府
之
節
召
連
、
逗
留

　
　
　
　

中
御
長
屋
ニ
差
置
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一　

同
十
二
日　

四
時
之
御
供
触
ニ
而
、
諏
訪
宮
・
長
国
寺
・

大
鋒
寺
へ
御
参
詣

一　

同
十
三
日　

御
鎮
守
・
白
鳥
・
開
善
寺
・
乾
徳
寺
・
恵
明

寺
・
大
英
寺
右
同
断

一　

同
十
四
日　

藤
井
藤
四
郎
講
釈
例
之
通
相
済
候
後
、
於
詰

所
御
酒
・
御
吸
物
被
下
、
其
上
於
御
奥
御
上

下
拝
領

一　

同
十
五
日　

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

　
　
　
　

初
而
之
御
目
見　
　
　
　
　
　
　

高
野
銕
之
助　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
新
助　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
児
友
太
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
内
大
治
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
村
熊
三
郎　
　

　
　
　
　

悴
御
目
見
付
御
礼　
　
　
　

煩　

佐
藤
傳
五
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
藤
田
専
蔵　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
児
惣
左
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
内
東
市　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
村
大
蔵　
　
　

　
　
　
　

御
通
懸
初
而
御
目
見　
　
　
　
　

柳
沢
幾
三
郎　
　

　
　
　
　

被
召
出
弐
人
御
扶
持
被
下　
　
　

月
岡
大
吉　
　
　

　
　
　
　

置
之

　
　
　
　
　

右
当
人
申
聞
候

一　

五
月
十
六
日　

大
般
若
御
執
行
有
之
、
例
之
通

一　

同
十
八
日
・
十
九
日　

祭
礼
付
両
日
共
御
桟
敷
へ
御
出
被

遊
候
、
大
御
門
踊
相
済
、
御
機
嫌
伺
例
之
通

一　
　
　
　
　
　

御
部
屋
様
も
御
桟
敷
へ
御
出
被
成
候

一　

同
廾
一
日　

近
日
御
発
駕
付
、
例
之
通
御
役
人
御
目
見
被

成
下
御
意

一　

同
廾
三
日　

四
時
之
御
供
触
ニ
而
、
長
国
寺
へ
御
仏
参

　
　
　
　

小
身
ニ
付
詰
中
弐
人
御
扶　
　
　

谷
口
民
馬　
　
　

　
　
　
　

持
被
下
置

一　

同
廾
五
日　

若
殿
様
御
発
駕
六
時
七
分
、
万
端
殿
様
御
発

駕
之
節
之
通

一　

同
廾
九
日

　
　
　
　

次
男
宗
吾
儀
嫡
子
仕
度
旨
、　
　

大
沢
宗
寿　
　
　

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　

右
当
十
八
日
付
ニ
而
江
戸
表
同
役
ゟ
申
遣
候

○　

六
月
朔
日

　
　
　
　

喜
太
右
衛
門
儀
病
気
不
相　
　
　

小
野
喜
太
右
衛
門

　
　
　
　

勝
、
往
々
難
相
勤
付
願
之　

名
代
矢
野
式
右
衛
門　

　
　
　
　

通
隠
居
、
悴
喜
平
太
へ
唯　
　
　

小
野
喜
平
太　
　

　
　
　
　

今
迄
拝
領
之
御
知
行
弐
百

　
　
　
　

四
拾
五
石
被
下
置
、
御
足
軽
十
人
被
成
下
御
預
、
家

督
無
相
違
被
仰
付
之

一　

六
月
四
日　

若
殿
様
当
朔
日
被
無
御
滞
被
遊
御
着
候
段
申

来
候

一　

同
十
五
日

　
　
　
　

亡
父
嘉
金
治
願
置
候
通
御　
　
　

片
岡
嘉
兵
衛　
　

　
　
　
　

切
米
金
四
両
・
玄
米
三
人　

同
道
平
出
与
左
衛
門　

　
　
　
　

御
扶
持
被
下
置
、
跡
式
無

　
　
　
　

相
違
申
付
之

　
　
　

右
御
用
番
宅
次
之
間
ニ
而
金
井
甚
五
左
衛
門
申
渡
之

一　

同
十
七
日　

　
　
　
　

深
尾
松
隆
在
命
之
内
其
方　
　
　

立
田
宗
伯　
　
　

　
　
　
　

致
養
子
、
跡
式
之
儀
願
置

　
　
　
　

候
、
未
博
病
用
達
候
儀
も
不
相
聞
候
、
兼
而
被
仰
出

有
之
候
へ
共
、
以
御
情
御
知
行
七
拾
石
被
下
置
、
家

督
被
仰
付
之

　
　
　
　

其
方
弟
宗
柏

（
マ
マ
）儀
深
尾
松
隆　
　
　

立
田
萬
安　
　
　

　
　
　
　

在
命
之
内
養
子
差
遣
度
旨
、

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　

右
当
六
日
付
ニ
而
庄
作
ゟ
申
遣
候

一　

同
十
八
日　

　
　
　
　

御
奥
支
配
添
役
被
仰
付
之
、　
　

倉
田
多
久　
　
　

　
　
　
　

役
儀
相
勤
候
内
給
人
格
被

　
　
　
　

成
下
候

　
　
　
　

御
部
屋
様
御
入
料
小
山
田　
　
　

右　

同　

人　
　

　
　
　
　

平
之
進
懸
合
之
方
助
相
勤
、

　
　
　
　

其
上
奥
支
配
之
方
不
依
何
儀
助
合
、
日
勤
可
被
相
勤

候
、
尤
不
及
泊
候

一　

同
廾
日　

当
十
四
日
御
参
勤
之
御
礼
、
無
御
滞
被
仰
上

万
里
悴
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候
段
申
来
候

一　

同
廾
一
日　

　
　
　
　

亡
兄
右
八
在
命
之
内
願
置　
　
　

中
嶋
谷
三
郎　
　

　
　
　
　

之
通
実
子
無
之
付
其
方
致　

同
道
三
井
逸
八　
　
　

　
　
　
　

養
子
、
唯
今
迄
拝
領
之
御

　
　
　
　

切
米
金
五
両
・
米
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
跡
式
無
相

違
申
付
之

　
　
　

右
御
用
（
番
）カ
宅
次
（
之
）カ
間
ニ
お
い
て
例
之
通
申
渡

之

一　

同
廾
八
日

　
　
　
　

弥
左
衛
門
娘
熊
十
郎
へ
縁　
　
　

寺
内
弥
左
衛
門

　
　
　
　

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付　
　
　

森
木
熊
十
郎　
　

　
　
　
　

之

　
　
　
　

其
方
弟
十
郎
左
衛
門
儀
松　
　
　

水
野
源
吾　
　
　

　
　
　
　

平
伊
賀
守
様
御
家
来
村
瀬　
　
　

同　

十
郎
左
衛
門

　
　
　
　

惣
左
衛
門
江
聟
養
子
差
遣

　
　
　
　

度
候
之
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一　
　
　
　
　
　

若
君
様
当
廾
四
日
御
逝
去
付
、
来
月
三
日
迄

鳴
物
停
止
、
万
端
相
慎
候
様
被
仰
出
候

一　

同
廾
九
日　

昨
日
被
仰
出
候
通
御
用
番
於
宅
御
機
嫌
伺
相

済

○　

七
月
四
日

　
　
　
　

男
子
無
之
付
、
田
中
与
十　
　
　

大
里
忠
右
衛
門　

　
　
　
　

郎
弟
惣
助
聟
養
子
、
願
之

　
　
　
　

通
申
付
之

　
　
　
　

弟
惣
助
大
里
忠
右
衛
門
へ　
　
　

田
中
与
十
郎　
　

　
　
　
　

聟
養
子
差
遣
度
段
、
願
之

　
　
　
　

通
申
付
之

　
　
　

右
六
月
廾
二
日
付
ニ
而
江
戸
表
ゟ
申
遣
候

一　

七
月
六
日

　
　
　
　

御
役
替
御
取
次

御
使
役　
　
　

佐
久
間
衛
守　
　

　
　
　
　

兼
被
仰
付
之

一　

同
七
日　

七
夕
御
祝
義
五
半
時
揃
、
大
小
御
役
人
例
之

通
相
済

一　

同
十
一
日

　
　
　
　

亡
父
清
右
衛
門
願
置
候
通　
　
　

河
野
徳
三
郎　
　

　
　
　
　

御
知
行
八
拾
石
被
下
置
、　

同
道
宮
澤
武
平　
　
　

　
　
　
　

家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一　

同
十
八
日

　
　
　
　

御
役
替
御
用
人
役

大
手　
　
　

海
野
大
右
衛
門　

　
　
　
　

御
番
頭
兼
被
仰
付
之

　
　
　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
典
膳　
　
　

　
　
　
　

御
番
頭
役
被
仰
付
之　
　
　
　
　

出
浦
数
馬　
　
　

　
　
　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田
斎
宮　
　
　

　
　
　
　

御
役
付
足
軽
十
人
被
成
下　
　
　

右　

同　

人　
　

　
　
　
　

御
預

　
　
　
　

病
気
不
相
勝
候
付
、
願
之　
　
　

柘
植
量
右
衛
門　

　
　
　
　

通
御
役
御
免
被
仰
付
之　
　

名
代
堀
田
甚
三
郎　
　

　
　
　
　

其
方
儀
実
子
無
之
付
、
坂　
　
　

堤　

一
郎
右
衛
門

　
　
　
　

巻
岩
人
弟
左
治
右
衛
門
聟

　
　
　
　

養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

次
男
友
三
郎　

山
本
三
左　
　
　

増
沢
藤
右
衛
門　

　
　
　
　

衛
門
へ
聟
養
子
差
遣
度
旨
、　
　

同　

友
三
郎　
　

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
付
之

一　

同
廾
一
日

　
　
　
　

河
野
清
右
衛
門
在
命
之
内　
　
　

春
原
廣
江　
　
　

　
　
　
　

他
借
金
返
済
滞
、
相
手
天　

同
道
星
野
権
右
衛
門　

　
　
　
　

村
勾
当
及
公
訴
、
早
速
済

　
　
　
　

方
之
儀
被
仰
付
候
処
、
数
日
手
間
取
候
内
及
再
訴
、

度
々
御
名
題
差
出
、
不
埒
之
事
候
、
殊
其
方
右
借
金

証
文
加
判
候
得
共
、
当
人
異
変
之
上
者
可
引
受
筋
之

処
等
閑
相
心
得
、
清
右
衛
門
親
類
共
へ
任
置
候
趣
相

聞
、
其
上
此
程
申
立
候
紙
面
不
敬
之
筋
旁
不
届
付
、

逼
塞
被
仰
付
之

　
　
　

右
於
評
定
所
前
嶋
七
郎
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

河
野
清
右
衛
門
在
命
之
内　
　
　

立
田
通
故　
　
　

　
　
　
　

他
借
金
返
済
滞
、
相
手
天

　
　
　
　

村
勾
当
及
公
訴
、
早
速
済
方
之
儀
被
仰
付
候
処
、
数

日
手
間
取
候
内
及
再
訴
、
度
々
御
名
題
差
出
、
其
方

共
右
返
済
方
申
談
、
不
行
届
手
間
取
候
筋
ニ
相
聞
、

不
埒
思
召
候
、
依
之
慎
被
仰
付
之

　
　
　

右
御
用
番
御
宅
ニ
お
ゐ
て
被
仰
渡
候
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右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
忠
左
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村
治
喜
多　
　

　
　
　

右
者
前
島
七
郎
左
衛
門
宅
ニ
於
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　

煩　

久
保
冨
八　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
大
森
又
左
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木
熊
十
郎　
　

　
　
　

右
者
塩
野
儀
兵
衛
於
宅
右
同
断

　
　
　
　

右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
五
郎
蔵　
　

　
　
　

右
者
出
浦
数
馬
於
宅
右
同
断

　
　
　
　

右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
軍
左
衛
門　

　
　
　

右
者
、
赤
沢
助
之
進
宅
ニ
お
ゐ
て
右
同
断

　
　
　
　

右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
武
平　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
合
量
蔵　
　
　

　
　
　

右
者
十
河
式
部
於
宅
右
同
断

一　

七
月
廾
五
日　

　
　
　
　

病
気
不
相
勝
、
難
相
勤
ニ　
　
　

長
谷
川
甚
九
郎　

　
　
　
　

付
、
願
之
通
御
役
御
赦
免　

名
代
村
田
数
右
衛
門　

　
　
　
　

被
仰
付
候

一　

同
廾
八
日　

　
　
　
　

若
御
前
様
御
奥
支
配
被
仰　
　
　

橋
本
渡
右
衛
門　

　
　
　
　

付
之

○　

八
月
朔
日　

 

八
朔
御
祝
義
差
立
・
大
小
御
役
人
五
半
時

揃
、
御
礼
申
上
例
之
通
相
済

一　

同
二
日　

　
　
　
　

先
達
不
埒
之
筋
有
之
候
付
、　
　

立
田
通
故　
　
　

　
　
　
　

慎
被
仰
付
置
候
処
被
成
下

　
　
　
　

御
免
、
自
今
不
都
束
之
義
無
之
様
、
可
相
心
懸
旨
被

仰
付
之

　
　
　

右
者
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

　
　
　
　

右
同
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
合
量
蔵　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
武
平　
　
　

　
　
　

右
者
十
河
式
部
於
宅
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

右
同
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
忠
左
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村
治
喜
多　
　

　
　
　

右
者
前
嶋
七
郎
左
衛
門
於
宅
右
同
断

　
　
　
　

右
同
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
軍
左
衛
門　

　
　
　

右
者
赤
沢
助
之
進
宅
ニ
お
ゐ
て
右
同
断

　
　
　
　

右
同
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
五
郎
蔵　
　

　
　
　

右
者
出
浦
数
馬
宅
ニ
於
て
右
同
断

　
　
　
　

右
同
文　
　
　
　
　
　
　
　

煩　

久
保
富
八　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
大
森
又
左
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木
熊
十
郎　
　

　
　
　

右
者
塩
野
儀
兵
衛
宅
ニ
お
ゐ
て
右
同
断

一　

八
月
三
日　

去
月
十
八
日
付
ニ
而
従
江
戸
表
左
之
通
申
来

　
　
　
　

弟
佐
次
右
衛
門
義
堤
一
郎　
　
　

坂
巻
岩
人　
　
　

　
　
　
　

右
衛
門
へ
聟
養
子
差
遣
度

　
　
　
　

旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

男
子
無
之
付
、
増
沢
藤
右　
　
　

山
本
三
左
衛
門　

　
　
　
　

衛
門
次
男
友
三
郎
聟
養
子

　
　
　
　

仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

河
野
清
右
衛
門
在
命
之
内
、　
　

杉
田
兵
馬　
　
　

　
　
　
　

天
村
勾
当
ゟ
借
入
金
返
済
滞
、
及
公
訴
候
付
親
類
共

申
談
、
早
速
相
片
付
候
様
先
達
申
渡
候
之
処
、
親
類

共
不
行
届
延
引
相
成
、
及
再
訴
度
々
御
名
題
差
出
、

等
閑
之
取
計
不
敬
之
事
候
、
依
之
慎
被
仰
付
之

　
　
　
　

右
同
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
田
萬
安　
　
　

　
　
　

右
御
用
番
御
長
屋
ニ
お
い
て
被
仰
渡
之

　
　
　
　

河
野
清
右
衛
門
在
命
之
内
、　
　

遠
藤
恵
左
衛
門　

　
　
　
　

天
村
勾
当
ゟ
借
入
金
返
済

　
　
　
　

滞
、
及
公
訴
候
付
親
類
共
申
談
、
早
速
相
片
付
候
様

先
達
申
渡
候
之
処
、
親
類
共
申
談
不
行
届
延
引
ニ
相

成
、
及
再
訴
度
々
御
名
題
差
出
、
等
閑
之
取
計
不
敬

之
事
候
、
其
上
御
在
所
ゟ
之
文
通
意
味
違
等
之
趣
粗

相
聞
不
埒
之
至
候
、
依
之
逼
塞
被
仰
付
之

　
　
　

右
池
田
浪
江
於
御
長
屋
同
人
申
渡
之

一　

八
月
五
日　

殿
様
先
達
御
願
之
通
御
下
屋
敷
御
拝
領
所

者
、
御
見
立
被
仰
立
候
様
被
蒙
仰
候
、
依
之

来
ル
七
日
四
時
ゟ
九
時
迄
之
内
麻
上
下
着
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用
、
月
番
宅
へ
罷
出
、
御
歓
申
上
候
様

一　

同
七
日　

右
御
歓
御
用
番
へ
諸
士
罷
出
申
上
候

一　

同
九
日　

先
月
廾
八
日
付
ニ
而
左
之
通
神
左
衛
門
ゟ
申

遣
候

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
喜
平
太　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
前
田
喜
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
尾
宗
伯　
　
　

　
　
　
　

隠
居
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
喜
太
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
山
越
新
八
郎　
　

一　

八
月
十
三
日　

武
芸
一
覧
被
仰
渡
、
日
割
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
廾
八
日
・　

晦
日　
　
　
　
　

射
芸

　
　
　
　
　
　
　
　

九
月　

二
日
・　

四
日　
　
　
　
　

剣
術

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

六
日
・　

八
日　
　
　
　
　

槍
術

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

十　

日
・
十
二
日
・
十
四
日　

軍
学

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

十
七
日　
　
　
　
　
　
　

居
合
腰
廻

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

十
九
日
・
廾
一
日
・
廾
四
日　

乗
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

一　

八
月
十
五
日　

　
　
　
　

亡
父
清
右
衛
門
他
借
金
差　
　
　

河
野
徳
三
郎　
　

　
　
　
　

滞
及
公
訴
候
付
、
早
速
返　

名
代
宮
沢
武
平　
　
　

　
　
　
　

済
相
片
付
候
様
申
渡
も
有

　
　
　
　

之
候
処
、
申
談
方
致
等
閑
及
再
訴
、
度
々
御
名
題
も

差
出
不
敬
之
事
候
、
依
之
其
方
被
仰
付
可
有
之
候
へ

共
、
家
督
以
前
之
儀
ニ
付
以
御
宥
恕
不
及
御
沙
汰
、

差
扣
御
免
被
仰
付
之

一　

同
廾
日　

於
江
戸
表
左
之
通
被
仰
付
候
由
、
矢
嶋
神
左

衛
門
ゟ
申
遣
候

　
　
　
　

亡
父
助
之
丞
在
命
之
内
願　
　
　

増
田
常
之
進　
　

　
　
　
　

置
候
通
御
切
米

廾
七
表　

親
類
同
道
藤
井
喜
内　

　
　
　
　

・
五
人
御
扶
持
被
下
置
、

　
　
　
　

家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一　

同
廾
二
日

　
　
　
　

不
埒
之
筋
有
之
、
先
達
逼　
　
　

春
原
廣
江　
　
　

　
　
　
　

塞
被
仰
付
候
処
、
今
度
御

　
　
　
　

免
被
成
下
候
、
自
今
相
慎
相
勤
候
様
被
仰
付
之

　
　
　

右
前
島
七
郎
左
衛
門
宅
ニ
お
ゐ
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

赤
沢
助
之
進
組
へ
御
番
入　
　
　

増
田
常
之
進　
　

　
　
　
　

被
仰
付
之

　
　
　

右
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
当
五
日
付
神
左
衛
門
ゟ
申

遣
候

一　

同
廾
五
日　

　
　
　
　

麻
之
助
姉
通
延
へ
縁
組
、　
　
　

青
木
麻
之
助　
　

　
　
　
　

願
之
通
双
方
被
仰
付
之　
　
　
　

石
野
通
延　
　
　

一　

同
廾
八
日　

殿
様
当
廾
日
大
手
御
門
番
御
免
被
蒙
仰
候

○　

九
月
二
日

　
　
　
　

見
弥
三
男
量
左
衛
門　

文　
　
　

山
中
見
弥　
　
　

　
　
　
　

八
方
へ
聟
養
子
、
双
方
願　
　
　

同　

量
左
衛
門　

　
　
　
　

之
通
被
仰
付
之　
　
　
　
　
　
　

林　

文
八　
　
　

一　
　
　

江
戸
表
ゟ
先
月
十
九
日
付
左
之
通
神
左
衛
門
申
遣
候

　
　
　
　

先
達
不
埒
之
筋
有
之
付
、　
　
　

遠
藤
恵
左
衛
門　

　
　
　
　

逼
塞
被
仰
付
置
候
処
、
御

　
　
　
　

免
被
成
下
候
、
自
今
不
都
束
之
儀
無
之
様
可
相
心
懸

旨
、
被
仰
付
之

　
　
　

右
池
田
波
江
於
御
長
屋
同
人
申
渡
之

一　

九
月
六
日

　
　
　
　

医
業
未
熟
付
一
両
年
致
出　
　
　

安
藤
龍
庵　
　
　

　
　
　
　

府
、
逗
留
中
立
田
萬
安
方
罷

　
　
　
　

在
致
修
行
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一　

同
九
日　

重
陽
御
祝
義
四
時
揃
、
大
小
御
役
人
例
之
通

御
礼
相
済

一　

同
十
日　

左
之
通
八
月
廾
八
日
付
ニ
而
縫
殿
丞
方
ゟ
申

来

　
　
　
　

其
方
鳥
居
丹
波
守
様
御
家　

煩　

瀧
村
権
之
助　
　

　
　
　
　

来
佐
藤
孫
兵
衛
娘
縁
組
仕　

名
代
根
来
熊
蔵　
　
　

　
　
　
　

度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

其
方
実
子
無
之
付
、
柳
生　
　
　

鎮
目
軍
記　
　
　

　
　
　
　

但
馬
守
様
御
家
来
萩
原
勘

　
　
　
　

兵
衛
次
男
兵
蔵
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一　

同
十
四
日　

左
之
通
当
朔
日
付
ニ
而
庄
作
方
ゟ
申
来

　
　
　
　

其
方
儀
百
人
組
御
頭
津
田　
　
　

岡
本
傳
八
郎　
　

　
　
　
　

山
城
守
様
御
組
与
力
藤
田
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嘉
大
夫
妹
縁
組
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一　

同
十
八
日　

大
般
若
御
執
行
有
之

一　

同
廾
五
日

　
　
　
　

御
役
替
御
使
役
被
仰
付
之　
　
　

矢
嶋
神
左
衛
門　

　
　
　
　

御
役
替
御
目
付
役
被
仰
付　
　
　

片
岡
半
十
郎　
　

　
　
　
　

之
、
御
役
附
御
足
軽
五
人

　
　
　
　

被
成
下
御
預
候

　
　
　
　

御
納
戸
役
被
仰
付
之　
　
　
　
　

山
本
雄
左
衛
門　

　
　
　
　

甚
蔵
娘
小
左
衛
門
悴　
　
　
　
　

徳
嵩
甚
蔵　
　
　

　
　
　
　

彦
市
へ
縁
組
、
双
方　
　
　
　
　

大
嶋
小
左
衛
門　

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

赤
沢
助
之
進
組
へ
御
番
入　
　
　

小
野
里
久
之
進　

　
　
　
　

恩
田
斎
宮
組
へ
同
断　
　
　
　
　

関
口
源
之
進　
　

　
　
　
　

塩
野
義
兵
衛
組
へ
同
断　
　
　
　

斎
田
甚
八　
　
　

　
　
　
　

十
河
式
部
組
へ
同
断　
　
　
　
　

中
山
有
之
助　
　

　
　
　
　

池
田
波
江
組
へ
同
断　
　
　
　
　

久
保
新
十
郎　
　

○　

十
月
六
日

　
　
　
　

近
年
多
病
罷
在
、
往
々
御　
　
　

馬
場
廣
人　
　
　

　
　
　
　

奉
公
難
相
勤
ニ
付
願
之
通　

名
代
白
川
惣
治
郎　
　

　
　
　
　

隠
居
、
只
今
迄
拝
領
之
御

　
　
　
　

知
行
百
八
拾
五
石
悴
津
右
衛
門
へ
被
下
置
、
家
督
無

相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

藤
蔵
伯
母
清
右
衛
門
へ
縁　
　
　

中
川
清
右
衛
門　

　
　
　
　

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付　
　
　

長
谷
川
藤
蔵　
　

　
　
　
　

之

一　

同
八
日　

今
夜
柴
村
近
辺
出
火
付
、
早
鐘
打
候
付
例
之

通

一　

同
十
三
日　

当
朔
日
付
ニ
而
庄
作
方
ゟ
左
之
通
申
来
候

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
徳
太
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
白
川
久
馬　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
常
之
進　
　

一　

同
十
八
日

　
　
　
　

柳
甚
左
衛
門
在
命
之
内
願　
　
　

團
野
八
十
八　
　

　
　
　
　

置
候
之
通
其
方
致
聟
養
子
、
同
道
中
条
三
郎
治　
　

　
　
　
　

拝
領
之
御
知
行
五
拾
石
被

　
　
　
　

下
置
、
跡
式
跡
役
共
申
付
之

　
　
　
　

次
男
八
十
八　

柳
甚
左
衛　
　
　

團
野
伊
惣
治　
　

　
　
　
　

門
在
命
之
内
聟
養
子
差
遣

　
　
　
　

度
旨
、
願
之
通
申
付
之

　
　
　

右
之
通
御
用
番
宅
次
之
間
ニ
お
ゐ
て
大
日
方
蔵
左
衛
門

申
渡
之

一　

同
十
九
日　

当
六
日
付
ニ
而
、
金
井
縫
殿
丞
ゟ
左
之
通
申

遣

　
　
　
　

父
廣
人
病
気
聢
与
無
之
、　
　
　

馬
場
津
右
衛
門　

　
　
　
　

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
隠　

同
道
馬
場
与
惣
右
衛
門

　
　
　
　

居
、
其
方
へ
唯
今
迄
拝
領

　
　
　
　

之
御
知
行
百
八
拾
（
石
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰

付
之
）カ

　
　
　
　

唯
今
迄
拝
領
之
御
扶
持
・　
　
　

馬
場
津
右
衛
門　

　
　
　
　

御
切
米
差
上
候
様
、
御
用

　
　
　
　

番
口
達

　
　
　
　

北
沢
三
右
衛
門
在
命
之
内　
　
　

祢
津
織
人　
　
　

　
　
　
　

其
方
致
養
子
、
唯
今
迄
拝　

同
道
前
田
喜
右
衛
門　

　
　
　
　

領
之
御
知
行
三
百
石
・

　
　
　
　

弐
拾
五
表
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

其
方
次
男
織
人
義
北
沢
三　
　
　

祢
津
小
膳　
　
　

　
　
　
　

右
衛
門
在
命
之
内
養
子
差

　
　
　
　

遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

○　

十
一
月
六
日

　
　
　
　

半
左
衛
門
妹
七
郎
左
衛
門　
　
　

前
嶋
七
郎
左
衛
門

　
　
　
　

へ
縁
組
、
双
方
願
之
通
被　
　
　

矢
野
半
左
衛
門　

　
　
　
　

仰
付
之

　
　
　
　

郷
左
衛
門
弟
源
吾
寿
一
郎　
　
　

原　

郷
左
衛
門　

　
　
　
　

方
江
聟
養
子
、
双
方
願
之　
　
　

同　

源
吾　
　
　

　
　
　
　

通
被
仰
付
之　
　
　
　
　
　
　
　

三
井
寿
一
郎　
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御
役
替
御
取
次
・
御
使
役　
　
　

八
田　

競　
　
　

　
　
　
　

兼
被
仰
付
之

　
　
　
　

御
使
役
被
仰
付
之　
　
　
　
　
　

小
山
田
又
六
郎　

　
　
　
　

御
役
替
御
普
請
奉
行
被
仰　
　
　

窪
田
岩
右
衛
門　

　
　
　
　

付
、
御
役
附
足
軽
十
人
被

　
　
　
　

成
下
御
預
候

　
　
　
　

御
目
付
役
被
仰
付
之
、
御　
　
　

竹
内
忠
左
衛
門　

　
　
　
　

役
付
足
軽
五
人
被
成
下
御

　
　
　
　

預
候

一　

同
九
日　

　
　
　
　

其
方
儀
長
谷
川
男
也
屋
敷　

煩　

山
田
玄
順　
　
　

　
　
　
　

替
被
仰
付
之
、
建
家
其
侭　

名
代
依
田
助
八
郎　
　

　
　
　
　

可
差
上
候

　
　
　
　

其
方
儀
山
田
玄
順
屋
敷
替　
　
　

長
谷
川
男
也　
　

　
　
　
　

建
家
其
侭
被
仰
付
之

一　

同
十
五
日

　
　
　
　

病
気
不
相
勝
、
難
相
勤
付　

煩　

〆
木
兵
左
衛
門　

　
　
　
　

願
之
通
御
役
御
免
被
仰
付　

名
代
村
田
成
瀬　
　
　

　
　
　
　

之

一　

十
一
月
十
六
日

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場
津
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
沢
織
人　
　
　

　
　
　
　

隠
居
之
御
礼
、
例
之
通
御　
　
　

馬
場
廣
人　
　
　

　
　
　
　

用
部
屋
へ
罷
出
申
上
候　
　

名
代
宮
下
兵
馬　
　
　

　
　
　

右
之
通
当
六
日
付
ニ
而
庄
作
ゟ
申
来
候

一　

同
廾
二
日

　
　
　
　

塩
野
儀
兵
衛
組
へ
御
番
入　
　
　

北
沢
織
人　
　
　

　
　
　

右
当
十
五
日
付
縫
殿
丞
方
ゟ
同
断

一　
　

殿
様
当
十
五
日
御
鷹
之
鳫
御
拝
領
被
遊
候
、
依
之
来
ル

廾
五
日
四
時
ゟ
九
時
迄
之
内
麻
上
下
着
用
、
月
番
宅
へ

罷
出
御
歓
可
申
上
旨

一　

同
廾
五
日　

右
御
歓
諸
士
御
用
番
宅
へ
罷
出
申
候

一　

同
廾
八
日

　
　
　
　

其
方
娘
松
平
伊
賀
守
様
御　
　
　

柿
崎
喜
間
多　
　

　
　
　
　

家
中
吉
田
惣
之
進
へ
縁
組
、

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
付
之

○　

十
二
月
二
日

　
　
　
　

其
方
男
子
無
之
付
、
御
領　
　
　

原　

九
郎
左
衛
門

　
　
　
　

内
新
町
村
罷
在
候
浪
人
久

　
　
　
　

保
喜
傳
治
次
男
嘉
吉
聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰

付
之

　
　
　
　

其
方
妹
福
田
伴
之
進
へ
縁　
　
　

片
岡
半
十
郎　
　

　
　
　
　

組
仕
度
旨
、
願
之
通
双
方　
　
　

福
田
伴
之
進　
　

　
　
　
　

被
仰
付
之

一　

同
十
四
日　

藤
井
藤
四
郎
講
釈
例
之
通
、
今
日
講
釈
納
ニ

付
、
御
酒
・
御
吸
物
・
御
引
肴
二
種
被
下
之

一　

同
十
八
日　

今
昼
八
ツ
時
東
阿
ら
町
金
兵
衛
居
宅
出
火
、

早
鐘
打
候
付
例
之
通

一　

同
廾
二
日　

　
　
　
　

大
右
衛
門
娘
勘
ヶ
由
悴
主　
　
　

海
野
大
右
衛
門　

　
　
　
　

水
へ
縁
組
仕
度
旨
、
双
方　

煩　

真
田
勘
ヶ
由　
　

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
付
之　
　
　
　

名
代
矢
野
半
左
衛
門　

　
　
　
　

亡
父
冨
八
在
命
之
内
願
置　

煩　

久
保
多
門　
　
　

　
　
　
　

候
通
御
切
米
金
四
両
・
三　

名
代
森
木
熊
十
郎　
　

　
　
　
　

人
御
扶
持
被
下
置
、
家
督　

同
道
三
沢
万
右
衛
門　

　
　
　
　

無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

守
衛
妹
完
尓
へ
縁
組
仕
度　
　
　

柳　

守
衛　
　
　

　
　
　
　

之
旨
、
双
方
願
之
通
被
仰　
　
　

塩
野
完
尓　
　
　

　
　
　
　

付
之

　
　
　
　

松
平
大
炊
様
御
家
来
東
福　
　
　

小
林
源
十
郎　
　

　
　
　
　

寺
半
右
衛
門
養
女
縁
組
仕

　
　
　
　

度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　

右
之
通
今
朝
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

一　

同
廾
五
日

　
　
　
　

御
在
城
年
元
日
御
礼
申
上　
　
　

羽
田
太
郎
右
衛
門

　
　
　
　

御
流
頂
戴
、

五
節
句
之
節
高
田
祖
右
衛
門
・
都
筑

　
　
　
　

銕
三
郎
同
様
、
御
礼
申
上
候
様

　
　
　

右
之
趣
相
心
得
候
様
、
御
用
番
被
仰
渡
候

御
塗
師
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出
精
相
勤
候
付
、
御
役
料　
　
　

細
田
利
三
太　
　

　
　
　
　

壱
人
御
扶
持
被
下
置
之

　
　
　

右
者
御
用
番
於
宅
被
仰
渡

　
　
　
　

男
子
無
之
付
、
西
山
彦
五　
　
　

近
藤
恵
左
衛
門　

　
　
　
　

郎
養
弟
紋
九
郎
養
子
仕
度　
　
　

西
山
彦
五
郎　
　

　
　
　
　

旨
、
双
方
願
之
通
申
付
之

　
　
　
　

実
子
無
之
付
、
丸
山
岩
右　
　
　

片
山
弥
友　
　
　

　
　
　
　

衛
門
養
弟
半
之
助
養
子
仕

　
　
　
　

度
旨
、
願
之
通
申
付
之

　
　
　
　

足
軽
小
頭
大
川
弥
平
太
悴　
　
　

丸
山
岩
右
衛
門　

　
　
　
　

半
之
助
致
養
弟
、
片
山
弥

　
　
　
　

友
江
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之
通
申
付
之

　
　
　
　

不
埒
之
儀
共
相
聞
候
付
、　
　
　

宮
本
忠
太　
　
　

　
　
　
　

先
達
慎
申
付
置
候
処
、
御　

同
道
片
岡
源
左
衛
門　

　
　
　
　

情
を
以
今
度
御
免
申
付
候
、

　
　
　
　

以
来
万
端
相
慎
可
相
勤
候

　
　
　

右
者
御
用
番
宅
於
次
之
間
、
半
十
郎
申
渡
之

　
　
　
　

兼
帯
役
筋
之
方
、
近
年
格　
　
　

小
林
佐
五
左
衛
門

　
　
　
　

段
御
用
繁
多
候
処
、
本
役　
　
　

海
沼
龍
左
衛
門　

　
　
　
　

少
候
付
、
不
依
何
義
出
精
申

　
　
　
　

合
相
勤
、
其
上
細
々
御
締
之
儀
心
懸
宜
、
一
段
之
事

候
、
依
之
改
役
兼
帯
相
勤
候
内
、
為
役
料
買
役

壱

人
半
ツ
ヽ
被
下
置
之

　
　
　
　

御
勘
定
見
習
出
精
相
勤
候　
　
　

片
桐
元
吉　
　
　

　
　
　
　

付
、
玄
米
弐
人
御
扶
持
被

　
　
　
　

下
置
候

　
　
　

右
同
断
、
金
井
甚
五
左
衛
門
申
渡
之

一　

十
二
月
廾
六
日　

昨
夜
八
時
過
紺
屋
町
藤
左
衛
門
裏
灰
場

焼
失
、
早
鐘
打
候
付
例
之
通

一　

同
廾
八
日

　
　
　
　

内
蔵
右
衛
門
娘
軍
平
へ
縁　
　
　

窪
田
内
蔵
右
衛
門

　
　
　
　

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付　
　
　

笠
原
軍
平　
　
　

　
　
　
　

之

　
　
　
　

十
右
衛
門
養
女
利
八
へ
縁　
　
　

長
谷
川
利
八　
　

　
　
　
　

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付　
　
　

沢　

十
右
衛
門　

　
　
　
　

之

一　

同
廾
九
日

　
　
　
　

先
月
中
廻
村
御
用
向
於
福　
　
　

宮
本
忠
太　
　
　

　
　
　
　

嶋
宿
、
段
々
如
何
敷
致
取　

同
道
片
岡
源
左
衛
門　

　
　
　
　

計
、
村
方
之
者
共
為
致
難

　
　
　
　

渋
候
趣
相
聞
、
第
一
廻
村
為
御
用
罷
出
候
主
意
を
取

失
、
其
上
段
々
不
法
之
及
働
候
段
、
不
埒
之
事
候

　
　
　
　

廻
村
相
済
罷
帰
候
節
、
右
躰
之
始
末
早
速
可
申
聞
筈

之
処
無
其
儀
、
押
匿
不
申
聞
罷
在
候
儀
、
全
不
法
非

分
之
筋
ハ
、
自
分
ニ
而
も
相
弁
居
候
事
ニ
相
聞
、
重

々
不
埒
之
事
候

　
　
　
　

是
又
前
之
江
戸
詰
之
節
も
、
身
分
不
相
応
之
奢
ヶ
間

敷
義
も
有
之
、
傍
輩
共
へ
も
為
致
迷
惑
候
事
間
々
有

之
段
、
畢
竟
万
端
軽
率
相
心
得
候
故
、
右
躰
之
儀
有

之
事
相
聞
、
不
埒
之
事
候

　
　
　
　

依
之
慎
申
付
候
、
十
二
月
十
五
日
分

○　

正
月
廾
五
日　

御
在
所
之
分

　
　
　
　

亡
父
十
郎
右
衛
門
願
置
候　
　
　

師
岡
七
郎
右
衛
門

　
　
　
　

通
、
御
知
行
弐
百
五
十
石

　
　
　
　

被
下
置
、
足
軽
十
人
被
成
下
御
預
、
家
督
無
相
違
被

仰
付
之

一　

六
月
三
日

　
　
　
　

源
兵
衛
与
改
名　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
峯
治
郎　
　

　
　
　
　

○
寛
政
六
年
甲
寅

○　

正
月
朔
日　

年
頭
御
礼
五
半
時
揃
、
指
立

大
小
御
役
人

於
大
書
院
出
懸
御
礼
相
済
、
右
御
礼
相
済
候

後
八
田
孫
左
衛
門
大
書
院
御
入
側
へ
罷
出
御

礼
申
上
ル

一　

同
四
日　

寺
院
年
頭
之
御
礼
例
之
通
四
時
揃
相
済
、
堀

内
大
隈
終
而
本
誓
寺
罷
出
御
礼
申
上
、
相
済

候
後
御
町
の
も
の
共
例
之
通

　
　
　
　

昨
十
六
日
南
部
坂
御
屋
敷　
　
　

栗
山
政
五
郎　
　

　
　
　
　

へ
被
為
入
候
節
、
心
得
違

　
　
　
　

之
筋
有
之
不
敬
之
至
候
、
自
今
右
躰
之
儀
無
之
様
可

相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　

右
鎌
原
司
馬
殿
於
御
長
屋
被
仰
渡
候
旨
、
十
二
月
十
八

日
付
ニ
而
縫
殿
丞
方
ゟ
申
来
候
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一　

同
九
日　

善
光
寺
両
寺
名
代
使
僧
登
城
御
礼
、
例
之
通

　
　
　
　

当
十
月
十
八
日　

若
殿
様　
　
　

児
玉
友
之
進　
　

　
　
　
　

御
登
城
御
退
出
之
節
、
御

　
　
　
　

抱
陸
尺
之
内
喧
嘩
一
件
之
儀
付
、
取
計
方
等
閑
相
聞

候
、
乍
然
今
度
御
町
奉
行
所
ニ
而
も
、
不
念
之
筋
無

之
旨
被
仰
渡
候
、
旁
巨
細
御
糺
之
義
無
之
候
、
以
来

入
念
相
勤
候
様
被
仰
付
之

　
　
　

右
祢
津
神
平
殿
於
御
長
屋
被
仰
渡
候
段
、
十
二
月
廾
五

日
附
ニ
而
庄
作
方
ゟ
申
来
候

一　

同
十
一
日

　
　
　
　

庄
右
衛
門
養
女
庄
兵
衛
へ　
　
　

近
藤
庄
右
衛
門　

　
　
　
　

縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰　
　
　

井
上
庄
兵
衛　
　

　
　
　
　

付
之

　
　
　
　

弥
惣
養
女
長
三
郎
へ
縁
組　
　
　

小
川
弥
惣　
　
　

　
　
　
　

双
方
願
之
通
被
仰
付
之　
　
　
　

金
井
長
三
郎　
　

一　
　
　

今
朝
戸
隠
山
勧
修
院
年
頭
之
御
祝
義
使
僧
を
以
申
上

ル

一　

同
十
二
日　

神
宮
寺
名
代
惣
目
代
松
田
大
内
蔵
名
代
宮
川

六
合
會
、
和
合
院
名
代
真
福
寺
年
頭
献
上
物

差
出
、
八
幡
ハ
御
取
次
懸
り
、
和
合
院
ハ
御

役
方
懸
り

一　

同
廾　

日　

大
般
若
御
修
行
有
之
、
例
之
通
り

一　

同
廾
八
日　

藤
井
藤
四
郎
講
釈
例
之
通
相
済
、
今
日
講
釈

初
ニ
付
麻
上
下
着
用
、
相
済
候
後
於
詰
所
藤

四
郎
へ
御
酒
・
御
吸
物
・
御
引
肴
一
種

御

湯
漬
共
被
下
之

一　

同
廾
九
日　

当
月
十
日
麹
町
ゟ
出
火
、
及
大
火
候
付
諸
士

御
殿
へ
相
詰
申
候

　
　
　
　
　
　
　

右
ニ
付
自
然
御
奉
公
火
消
等
被
仰
付
有
之
間

敷
哉
ニ
付
、
御
試
旁
一
之
手
御
人
数
相
揃
候

様
被
仰
渡
候
之
間
、
役
所
ニ
而
板
木
打
、
一

之
手
斗
之
御
人
数
相
揃
申
候

　
　
　
　
　
　
　

尤
三
丁
御
人
数
者
御
堅
場
迄
罷
出
申
候

一　
　
　
　
　
　

御
前
様
・
貴
姫
様
南
部
坂
御
屋
敷
へ
御
立
退

被
遊
候

一　
　
　
　
　
　

殿
様
御
供
相
揃
置
候
得
共
、
御
立
退
ハ
無
御

座
候

一　
　
　
　
　
　

火
事
夜
ニ
入
候
間
、
御
殿
詰
之
者
共

一
之

手
三
丁
共
、
御
人
数
不
残
御
賄
被
下
候

　
　
　
　
　
　

右
之
趣
当
十
七
日
付
ニ
而
縫
殿
丞
ゟ
申
遣
候

○　

二
月
十
一
日

　
　
　
　

増
田
常
之
進
在
命
之
内
願　
　
　

菊
地
吉
兵
衛　
　

　
　
　
　

置
候
通
其
方
養
子
仕
、
御　

同
道
藤
井
喜
内　
　
　

　
　
　
　

切
米

弐
拾
七
表
・
五
人

　
　
　
　

御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
多
門　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
坂
巻
岩
人　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
吉
兵
衛　
　

　
　
　
　

年
頭
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
筑
後　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
中
川
彦
馬　
　
　

　
　
　
　

同
断
自
分
之
御
礼　
　
　
　
　
　

中
川
彦
馬　
　
　

　
　
　
　

年
頭
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山
玄
益　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
玄
庵　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
内
揚
軒　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
康
元
照　
　
　

　
　
　

右
之
通
当
月
朔
日
付
ニ
而
庄
作
方
ゟ
申
来
候

一　

二
月
十
八
日

　
　
　
　

半
十
郎
叔
母
平
右
衛
門
方　
　
　

綿
内
平
右
衛
門　

　
　
　
　

へ
縁
組
、
願
之
通
被
仰
付　
　
　

片
岡
半
十
郎　
　

　
　
　
　

之

　
　
　
　

其
方
儀
実
子
無
之
付
、
小　
　
　

富
岡
庄
七　
　
　

　
　
　
　

山
武
兵
衛
娘
致
養
女
、
堀

　
　
　
　

本
一
甫
様
御
弟
子
富
岡
此
面
聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之

　
　
　
　

通
被
仰
付
之

　
　
　
　

其
方
娘
富
岡
庄
七
へ
養
女　
　
　

小
山
武
兵
衛　
　

　
　
　
　

差
遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰

　
　
　
　

付
之

一　

同
廾
二
日

　
　
　
　

病
気
不
相
勝
難
相
勤
付
、　
　
　

片
岡
常
八　
　
　

　
　
　
　

願
之
通
役
義
御
赦
免
申
付　

名
代
三
井
逸
八　
　
　

　
　
　
　

之

　
　
　

右
御
用
番
宅
次
之
間
ニ
而
例
之
通
申
渡
之

一　

同
廾
三
日

　
　
　
　

木
村
縫
殿
助
組
へ
御
番
入　
　
　

増
田
吉
兵
衛　
　

　
　
　

右
者
当
十
一
日
付
ニ
而
縫
殿
丞
ゟ
申
遣
候
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一　

同
廾
八
日

　
　
　
　

旧
臘
再
追
鳥
雉
子
被
仰
付　
　
　

金
井
甚
五
左
衛
門

　
　
　
　

候
付
、
詰
向
出
精
早
速
捕　
　
　

望
月
九
郎
右
衛
門

　
　
　
　

出
、
日
間
も
無
之
処
手
配

　
　
　
　

宜
申
付
候
故
、
御
献
上
御
都
合
宜
相
済
、
常
々
取
斗

宜
衆
議
一
致
故
、
右
躰
御
間
合
、
御
大
慶
思
召
候
、

依
之
被
成
下
御
意
候

○　

三
月
三
日　

上
巳
御
礼
五
半
時
、
大
小
御
役
人
出
懸
御
礼

例
之
通
相
済

　
　
　
　

役
替
側
役
納
戸
役
兼
帯
申　
　
　

小
野
重
左
衛
門　

　
　
　
　

付
之

　
　
　
　

側
納
戸
役
申
付
之　
　
　
　
　
　

伊
東
傳
吾　
　
　

　
　
　

右
者
於
御
前
被
仰
付
之

　
　
　
　

出
精
相
勤
候
付
、
御
役
料　
　
　

冨
永
新
平　
　
　

　
　
　
　

拾
五
石
被
下
置
之

　
　
　
　

御
役
料
三
人
御
扶
持
被
下　
　
　

寺
内
権
之
進　
　

　
　
　
　

置
之

　
　
　
　

勤
方
之
儀
ハ
唯
今
迄
之
通　
　
　

小
野
重
左
衛
門　

　
　
　
　

御
側
御
納
戸
役
之
方
相
勤
、

　
　
　
　

本
役
之
方
御
客
様
等
其
外
御
用
有
之
候
節

同
役
御

用
多
又
者
病
気
等
之
節
被
仰
付
之

　
　
　

右
之
趣
二
月
十
九
日
附
庄
作
ゟ
申
遣
候

一　

三
月
十
三
日　

殿
様
御
下
屋
敷
地
先
達
被
遊
御
願
候
通
、

於
谷
中
三
崎
当
七
日
被
遊
御
拝
領
候
、
明
後

十
五
日
月
番
宅
へ
罷
出
、
御
歓
申
上
候
様

一　

同
十
五
日　

右
御
歓
御
用
番
於
宅
へ
諸
士
罷
出
、
申
上
候

　
　
　
　

宮
嶋
玄
春
儀
其
方
致
養
弟
、　
　

高
松
養
碩　
　
　

　
　
　
　

山
田
玄
順
在
命
之
内
養
子

　
　
　
　

差
遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

山
田
玄
順
在
命
之
内
其
方　
　
　

高
松
玄
春　
　
　

　
　
　
　

致
養
子
度
段
願
置
候
通
、　

同
道
依
田
助
八
郎　
　

　
　
　
　

且
又
六
拾
石
被
下
置
、
家

　
　
　
　

督
被
仰
付
之

一　

同
十
六
日　

武
芸
一
覧
被
仰
渡
、
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
廾
九
日
・
四
月
朔
日　
　
　
　

射
芸

　
　
　
　
　
　
　
　

四
月　

三
日
・
同　

五
日　
　
　
　

剣
術

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

七
日
・
九
日　
　
　
　
　
　

槍
術

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

十
一
日
・
十
三
日
・
十
六
日　

軍
学

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

十
八
日　
　
　
　
　
　
　

柔
術
捕
手

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

廾
日
・
廾
二
日
・
廾
六
日　

乗
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

一　

同
十
九
日

　
　
　
　

源
右
衛
門
妹
成
瀬
へ
縁
組
、　
　

関
口
源
右
衛
門　

　
　
　
　

双
方
願
之
通
被
仰
付
之　
　
　
　

村
田
成
瀬　
　
　

　
　
　

右
御
用
番
御
宅
ニ
而
被
仰
渡

　
　
　

之

　
　
　
　

甚
吾
病
身
罷
成
、
往
々
難　
　
　

中
村
甚
吾　
　
　

　
　
　
　

相
勤
付
願
之
通
隠
居
、
悴　

名
代
浦
野
友
吉　
　
　

　
　
　
　

象
吾
へ
唯
今
迄
拝
領
之
御　
　
　

中
村
象
吾　
　
　

　
　
　
　

切
米
金
四
両
・
米
弐
人
御　

同
道
丸
山
岩
右
衛
門　

　
　
　
　

扶
持
被
下
置
、
跡
式
無
相
違
申
付
之

　
　
　

右
御
用
番
宅
ニ
而
例
之
通
申
渡
之

一　

三
月
廾
一
日

　
　
　
　

若
殿
様
御
近
習
御
免
被
仰　
　
　

松
村
十
右
衛
門　

　
　
　
　

付
之

　
　
　
　

御
役
替
若
殿
様
御
近
習
被　
　
　

磯
田
市
兵
衛　
　

　
　
　
　

仰
付
之

一　

同
廾
四
日

　
　
　
　

出
精
相
勤
候
付
、
御
役
料　
　
　

小
宮
山
藤
右
衛
門

　
　
　
　

玄
米
弐
人
御
扶
持
被
下
置

　
　
　
　

之

　
　
　
　

玉
川
治
兵
衛
病
気
之
節
者
、　
　

右　

同　

人　
　

　
　
　
　

若
御
前
様
御
上
屋
敷
へ
被

　
　
　
　

為
入
候
節
、
御
供
助
相
勤

　
　
　
　

候
様

　
　
　

右
之
通
三
月
十
五
日
付
ニ
而
江
戸
表
ゟ
申
来
候

一　

同
廾
五
日

　
　
　
　

其
方
御
役
筋
取
斗
方
甚
如　
　
　

徳
田
次
郎
左
衛
門

　
　
　
　

何
敷
義
有
之
、
其
上
不
行　

同
道
関
口
甚
五
左
衛
門

　
　
　
　

跡
之
筋
相
聞
、
重
御
役
乍　
　
　

金
井
長
三
郎

　
　
　
　

相
勤
、
重
々
不
届
之
至
候
、
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依
之
御
役
被
召
上
、
逼
塞
被
仰
付
之

　
　
　

右
今
朝
五
時
於
評
定
所
大
目
付
矢
沢
修
理
申
渡
之

　
　
　
　

其
方
家
内
不
取
締
之
筋
相　
　
　

宮
本
政
衛　
　
　

　
　
　
　

聞
、
不
埒
之
事
候
、
以
来

　
　
　
　

右
躰
之
義
於
有
之
者
、
被
仰
付
方
有
之
候
間
、
兼
而

　
　
　
　

可
得
其
旨
候

　
　
　

右
者
今
朝
赤
沢
助
之
進
於
宅
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

当
分
職
奉
行
助
相
勤
候
様　
　
　

白
川
寛
蔵　
　
　

　
　
　
　

被
仰
付
之

　
　
　
　

各
御
役
筋
取
斗
方
近
年
等　
　
　

職　

奉　

行　
　

　
　
　
　

閑
之
趣
相
見
、
其
上
専
御

　
　
　
　

役
威
相
立
、
諸
向
一
和
無
之
、
我
意
之
取
斗
致
、
或

ハ
村
方
ニ
寄
荷
擔
之
筋
も
間
々
相
聞
，
有
之
間
敷
事

ニ
候
、
殊
他
領
へ
懸
候
儀
ハ
別
而
入
念
、
可
取
斗
処

無
其
義
、
吟
味
通
不
行
届
、
御
手
内
ニ
而
可
相
済
義

も
、
為
及
公
訴
候
類
有
之
、
先
達
段
々
被
仰
出
有
之

処
不
埒
之
至
候
、
自
今
万
端
入
念
、
大
切
可
相
勤
旨

被
仰
付
之

　
　
　
　
　

右
竹
内
藤
馬
江
被
仰
渡

　
　
　
　

其
方
儀
隠
居
之
身
分
も
不　
　
　

竹
内
庄
左
衛
門　

　
　
　
　

顧
、
御
用
筋
我
意
差
加
候　

名
代
竹
内
助
六
郎　
　

　
　
　
　

儀
有
之
趣
粗
相
聞
、
不
敬

　
　
　
　

至
極
之
事
候
、
自
今
右
躰
之
儀
於
相
聞
者
、
御
尋
之

筋
も
可
有
之
候
間
、
急
度
相
慎
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

先
月
二
日
於
近
所
如
何
敷　
　
　

前
嶋
作
左
衛
門　

　
　
　
　

義
有
之
旨
、
尤
為
差
事
ニ　

召
連
同　

治
兵
衛　
　

　
　
　
　

者
不
相
聞
候
得
共
、
先
達

　
　
　
　

被
仰
付
有
之
処
不
埒
之
事
付
、
以
来
急
度
相
慎
候
様

被
仰
付
之

　
　
　
　

先
月
二
日
於
近
所
如
何
義　
　
　

矢
野
惣
一
郎　
　

　
　
　
　

有
之
旨
、
尤
為
差
事
ニ
ハ

　
　
　
　

不
相
聞
候
へ
共
不
埒
之
事
付
、
以
来
右
躰
無
之
様
可

相
慎
旨
被
仰
付
之

　
　
　

右
之
通
今
朝
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

○　

四
月
六
日

　
　
　
　

御
刀
番
御
免
、
前
嶋
七
郎　
　
　

宮
澤
丹
下　
　
　

　
　
　
　

左
衛
門
組
江
御
番
入
被
仰　

名
代
牧
野
丹
弥　
　
　

　
　
　
　

付
之

　
　
　
　

亡
兄
弥
八
在
命
之
内
致
養　
　
　

窪
田
八
十
郎　
　

　
　
　
　

子
度
之
段
願
置
候
通
、
只　

同
道
関
田
庄
助　
　
　

　
　
　
　

今
迄
拝
領
之
御
切
米

五

　
　
　
　

斗
入
弐
拾
八
表
・
下
白

（
マ
マ
）米
弐
人
御
扶
持
被
下
置
、
跡

式
跡
役
共
申
付
之

　
　
　

御
用
番
宅
次
之
間
ニ
而
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡
之

一　

四
月
十
一
日　

先
達
御
拝
領
之
御
下
屋
敷
地
当
四
日

　
　
　
　
　
　
　

御
引
渡
、
無
滞
御
請
取
相
済
候

一　

同
十
五
日　

雨
宮
村
神
事
四
半
時
大
書
院
御
庭
ニ
入
、 

御
用
部
屋
席
其
外
御
役
人
共
出
席
、
例 

之
通
相
済

一　

同
十
八
日

　
　
　
　

先
達
詰
中
高
輪
辺
之
座
頭　
　
　

松
村
十
右
衛
門　

　
　
　
　

ゟ
金
子
借
用
返
済
方
滞
、

　
　
　
　

去
年
中
ゟ
御
目
付
へ
も
罷
出
、
其
節
も
済
口
申
渡
候

へ
共
不
相
片
付
、
今
度
可
及
公
訴
段
相
届
候
付
、
済

方
申
渡
候
処
漸
相
片
付
候
由
、
畢
竟
始
末
不
行
届
旁

不
埒
之
事
候
、
已
来
右
躰
無
之
様
可
相
慎
旨
被
仰
付

之

一　

同
十
九
日　

今
日
ゟ
御
足
軽
見
分
相
始
ル

一　

同
廾
一
日

　
　
　
　

御
役
替
職
奉
行
被
仰
付
之　
　
　

白
川
寛
蔵　
　
　

　
　
　
　

御
役
替
町
奉
行
被
仰
付
之　
　
　

前
嶋
作
左
衛
門　

　
　
　
　

払
方
御
金
奉
行
被
仰
付
之　
　
　

矢
野
源
八　
　
　

　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
男
也　
　

　
　
　
　

御
役
御
免
木
村
縫
殿
助
組　

煩　

白
川
惣
治
郎　
　

　
　
　
　

江
御
番
入
被
仰
付
之　
　
　

名
代
松
木
源
八　
　
　

　
　
　
　

御
役
御
免
恩
田
斎
宮
組
へ　

煩　

白
川
松
三
郎　
　

　
　
　
　

御
番
入
被
仰
付
之　
　
　
　

名
代
川
崎
忠
之
進　
　

　
　
　
　

赤
沢
助
之
進
組
へ
御
番
入　
　
　

牧
野
万
吉　
　
　

　
　
　
　

塩
野
儀
兵
衛
組
へ
同
断　
　
　
　

森　

慶
治　
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池
田
波
江
組
江
同
断　
　
　
　
　

近
藤
惣
治
郎　
　

　
　
　
　

先
月
廾
五
日
夜
西
条
村
天　
　
　

恩
田
十
郎
兵
衛　

　
　
　
　

神
へ
参
詣
往
来
之
者
へ
対
、

　
　
　
　

如
何
敷
由
相
聞
候
、御
役
儀
を
も
相
勤
候
身
分
ニ
而
、

別
而
不
埒
之
事
候
、
依
之
遠
慮
被
仰
付
之

一　

四
月
廾
四
日
当　

五
日
付
ニ
而
江
戸
表
ゟ
左
之
通
申
来

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
玄
春　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
篠
原
玄
意　
　
　

　
　
　
　

初
而
之
御
目
見　
　
　
　
　
　
　

松
山
通
調　
　
　

　
　
　
　

悴
御
目
見
ニ
付
御
礼　
　
　
　
　

松
山
瑞
白　
　
　

一　

同
十
八
日
付
ニ
而
右
同
断

　
　
　
　

松
村
十
右
衛
門
先
達
詰
中
、
煩　

畑　

兎
毛　
　
　

　
　
　
　

高
輪
辺
座
頭
金
借
用
之
節　

名
代
鈴
木
源
兵
衛　
　

　
　
　
　

其
方
致
加
判
置
、
済
口
滞

　
　
　
　

候
次
第
不
埒
之
事
候
、
以
来
右
躰
無
之
可
相
慎
旨
御

沙
汰
候

　
　
　
　

思
召
有
之
候
付
、
御
在　
　
　

高
久
右
文　
　
　

　
　
　
　

所
へ
御
返
被
成
候
間
、
罷　

名
代
山
浦
三
郎
兵
衛　

　
　
　
　

帰
相
慎
罷
在
候
様
被
仰

　
　
　
　

付
候

一　

四
月
廾
九
日　

高
田
幾
太
儀
智
貞
院
殿
ゟ
井
筒
御
紋
付
縮

緬
小
袖
被
下
候
付
、
母
ニ
着
用
為
致
度
旨
相

届
候
、
其
段
相
心
得
候
様
、
御
用
番
被
仰
渡

候

○　

五
月
二
日

　
　
　
　

先
達
如
何
敷
趣
相
聞
候
付
、
煩　

恩
田
十
郎
兵
衛　

　
　
　
　

遠
慮
被
仰
付
置
候
処
被
成　

名
代
河
原
彦
六　
　
　

　
　
　
　

下
御
免
、
自
今
相
慎
可
相

　
　
　
　

勤
旨
被
仰
付
之

一　

同
五
日　

端
午
御
礼
五
半
時
揃
、
大
小
御
役
人
於
大
書

院
出
懸
り
御
礼
相
済

一　

同
十
一
日　

　
　
　
　

病
身
罷
成
、
往
々
御
奉
公　
　
　

真
田
勘
ヶ
由　
　

　
　
　
　

難
相
勤
付
、
悴
主
水
へ
御　

名
代
矢
野
半
左
衛
門　

　
　
　
　

知
行
弐
百
石
被
下
置
、
家　
　
　

真
田
主
水　
　
　

　
　
　
　

督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

清
左
衛
門
娘
見
弥
悴
嶋
之　

煩　

山
中
見
弥　
　
　

　
　
　
　

助
へ
縁
組
仕
度
旨
、
双
方　

名
代
関
根
嘉
膳　
　
　

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
付
之　
　
　
　
　
　

依
田
清
左
衛
門　

一　

同
十
六
日　

　
　
　
　

助
六
郎
妹
金
五
郎
へ
縁
組
、　
　

竹
内
助
六
郎　
　

　
　
　
　

双
方
願
之
通
被
仰
付
之　
　
　
　

宮
下
金
五
郎　
　

一　

同
廾
二
日　

大
般
若
御
執
行
有
之
、
例
之
通

○　

六
月
六
日

　
　
　
　

量
右
衛
門
病
気
聢
与（

カ
）無
之
、　
　

柘
植
量
右
衛
門　

　
　
　
　

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願　

名
代
師
岡
七
郎
右
衛
門

　
　
　
　

之
通
隠
居
、
悴
要
蔵
へ
只　
　
　

同　

要
蔵　
　
　

　
　
　
　

今
迄
拝
領
之
御
知
行
百
八

　
　
　
　

十
石
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

御
納
戸
役
被
仰
付
之　
　
　
　
　

坂
野　

亘　
　
　

　
　
　
　

御
役
御
免
、
赤
沢
助
之
進　
　
　

師
田
丈
右
衛
門　

　
　
　
　

組
江
御
番
入
被
仰
付
之　
　

名
代
相
沢
嶋
右
衛
門

一　
　
　

藤
井
藤
四
郎
御
用
之
儀
有
之
付
、
私
宅
へ
罷
出
候
様

可
申
遣
旨
被
仰
渡
、
昨
五
日
左
之
通
申
遣

　
　
　
　
　

藤
井
藤
四
郎
殿　
　
　
　
　
　

大
熊
式
部
左
衛
門

　
　
　
　

明
日
四
時
御
用
之
儀
有
之
付
、
祢
津
神
平
宅
へ
御
出

可
有
之
旨
申
渡
候
、
此
段
得
御
意
候　
　
　

以
上

　
　
　
　
　

六
月
五
日

　
　
　
　

儒
書
為
講
談
数
年
罷
出
大　
　
　

藤
井
藤
四
郎　
　

　
　
　
　

儀
之
義
ニ
付
、
四
人
御
扶

　
　
　
　

持
御
増
被
下
候
、
御
家
中
之
門
弟
共
弥
出
精
、
取
立

候
様
被
仰
付
之

　
　
　

右
御
用
番
宅
次
之
間
ニ
而
申
渡
之

　
　
　
　

為
講
釈
此
表
へ
罷
出
候
節
、　
　

右　

同　

人　
　

　
　
　
　

逗
留
中
之
御
賄
万
端
只
今

　
　
　
　

迄
之
通
、
尤
以
来
借
人
不
相
渡
候
、
左
様
相
心
得
候

様
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右
御
書
付
之
趣
口
達

一　

同
十
六
日

　
　
　
　

悴
常
八
病
身
罷
成
、
往
　々
　
　

片
岡
惣
市　
　
　

　
　
　
　

御
奉
公
難
相
勤
付
、
孫
勝　

名
代
相
沢
嶋
右
衛
門　

　
　
　
　

之
進
嫡
子
仕
度
之
旨
、
願　
　
　

同　

勝
之
進　
　

　
　
　
　

之
通
被
仰
付
之

一　

同
十
八
日
・
十
九
日　

祭
礼
、
十
九
日
大
御
門
踊
ニ
候
、

例
之
通
相
済

一　
　
　

殿
様
当
十
三
日
此
表
へ
之
御
暇
被
蒙
被
仰
、
例
之
通

被
遊
御
拝
領
物
候

一　

六
月
廾
一
日

　
　
　
　

亡
父
友
左
衛
門
願
置
候
通　
　
　

石
倉
熊
五
郎　
　

　
　
　
　

御
知
行
六
拾
石
被
下
置
、　

同
道
石
倉
金
右
衛
門　

　
　
　
　

家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

御
役
替
道
橋
奉
行
被
仰
付　
　
　

綿
貫
五
郎
兵
衛　

　
　
　
　

之

　
　
　
　

御
目
付
被
仰
付
之

　
　
　
　

御
役
附
足
軽
五
人
被
成
下　
　
　

緑
川
唯
右
衛
門　

　
　
　
　

御
預
候

一　

同
廾
五
日

　
　
　
　

従
前
々
勝
手
向
不
如
意
、　
　
　

西
村
九
右
衛
門　

　
　
　
　

難
渋
之
処
臨
時
物
入
多
、

　
　
　
　

無
拠
他
借
金
を
以
是
迄
相
凌
候
得
共
、
連
々
借
財
相

重
り
、
当
節
暮
方
必
至
与
差
支
、
家
内
扶
助
も
不
相

成
、
金
百
両
無
之
候
へ
ハ
、
拝
借
上
納
・
他
借
形
付

出
来
兼
、
取
続
御
奉
公
難
相
勤
付
、
御
憐
愍
奉
願
旨

口
上
書
差
出
候

　
　
　
　

右
段
々
申
立
候
物
入
之
趣
も
、
世
間
並
方
可
有
之
筋

ニ
而
、
何
ニ
而
も
格
段
之
訳
不
相
聞
候

　
　
　
　

畢
竟
常
々
家
内
不
取
〆
趣
、
右
躰
勝
手
向
取
崩
、
御

奉
公
も
勤
兼
候
程
ニ
相
成
候
趣
相
聞
、
年
来
之
御
厚

恩
不
存
付
、
身
分
不
相
応
之
金
高
申
立
、
不
恐
御
上

願
方
不
敬
之
至
候

　
　
　
　

並
方
ニ
も
指
障
、
難
相
成
事
付
願
書
差
戻
、
急
度
御

咎
可
申
付
処
、
家
業
厚
心
懸
出
精
、
御
用
立
候
段
相

聞
、
其
上
各
訳
而
申
立
候
筋
も
有
之
付
、
格
段
以
御

沙
汰
重
不
及
御
咎
、
従
先
規
於
東
条
村
頂
戴
致
来
候

　
　
　
　

高
七
石
五
斗
之
除
地
引
上
之
、
村
高
辻
ニ
結
御
情
、

右
地
所
ハ
被
下
置
候
間
、
以
来
右
高
へ
懸
候
年
貢
・

諸
役
共
、
村
並
方
之
通
可
相
勤
旨
申
付
候

　
　
　
　

且
又
難
相
成
事
候
へ
共
、
重
御
憐
愍
を
以
是
迄
之
拝

借
金
御
払
捨
被
成
下
、
其
上
金
五
拾
五
両
拝
借
申
渡

之

　
　
　
　

御
重
恩
存
付
、
以
来
行
跡
者
不
及
申
、
万
端
相
慎
、

勝
手
向
取
〆
方
格
段
心
懸
、
御
奉
公
出
精
可
相
勤
旨

申
付
之

　
　
　
　

追
而
勝
手
向
取
直
候

　
　
　
　

之
趣
相
聞
候
ハ
ヽ
、
其
節
右
拝
借
金
形
付
方
可
申
付

候

　
　
　
　

右
之
通
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　

御
馬
役
中

　
　
　

右
御
用
番
宅
於
次
之
間
竹
村
大
蔵
申
渡
之

一　

六
月
廾
八
日

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
主
水　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
池
田
浪
江　
　
　

　
　
　
　

隠
居
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
勘
ヶ
由　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
祢
津
小
膳　
　
　

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

柘
植
要
蔵　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
草
間
元
右
衛
門　

　
　
　
　

初
而
之
御
目
見　
　
　
　
　
　
　

小
宮
山　

要　
　

　
　
　
　

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼　
　
　

小
宮
山
藤
右
衛
門

　
　
　
　

膳
番

刀
番
兼
申
付
之　
　
　
　

馬
場
津
右
衛
門　

　
　
　
　

豊
後
守
守
役
申
付
之　
　
　
　
　

小
野
喜
平
太　
　

　
　
　

右
於
御
前
被
仰
付
之

　
　
　
　

隠
居
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

柘
植
量
右
衛
門　

　
　
　
　

例
之
通
御
用
部
屋
へ
罷
出　

名
代
小
幡
庄
作　
　
　

　
　
　

右
之
通
従
江
戸
表
当
十
五
日
付
ニ
而
縫
殿
丞
申
遣
候

　
　
　
　

其
方
儀
小
藤
太
与
改
名
被　
　
　

畑　

弁
之
助　
　

　
　
　
　

仰
付
之

　
　
　

右
当
廾
一
日
付
ニ
而
右
同
断

○　

七
月
三
日　

御
本
陣
触
到
着
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一　

同
六
日　

　
　
　
　

其
方
娘
馬
場
津
右
衛
門
へ　
　
　

大
瀬　

登　
　
　

　
　
　
　

縁
組
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

其
方
姪
祢
津
小
膳
悴
左
近　
　
　

祢
津
要
三
郎　
　

　
　
　
　

へ
縁
組
、
願
之
通
被
仰
付

　
　
　
　

之

一　

七
月
七
日　

七
夕
之
御
祝
義
五
半
時
揃
、
大
小
御
役
人
於

大
書
院
出
懸
御
礼
申
上
相
済

一　

同
十
八
日　

殿
様
御
不
快
ニ
付
、
御
発
駕
暫
御
見
合
被
遊

候
段
被
仰
出
候

一　

同
十
九
日　

　
　
　
　

弟
九
十
郎
儀
松
平
周
防
守　
　
　

井
上
庄
兵
衛　
　

　
　
　
　

様
御
家
来
西
田
師
左
衛
門

　
　
　
　

へ
聟
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　

右
御
用
番
宅
ニ
お
ゐ
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

恵
左
衛
門
病
気
不
相
勝
、　
　
　

近
藤
恵
左
衛
門　

　
　
　
　

往
々
難
相
勤
付
願
之
通
役　

名
代
西
山
祖
兵
衛　
　

　
　
　
　

義
御
免
隠
居
、
悴
紋
九
郎　
　
　

同　

紋
九
郎　
　

　
　
　
　

へ
只
今
迄
拝
領
之
玄
米
五　

同
道
片
岡
源
左
衛
門　

　
　
　
　

人
御
扶
持
被
下
置
、
跡
式

　
　
　
　

無
相
違
申
付
之

　
　
　
　

従
弟
柳
沢
甚
三
郎
弟
与
五　
　
　

宮
沢
佐
五
右
衛
門

　
　
　
　

郎
致
養
弟
、
桜
井
熊
次
郎　

同
道
片
岡
源
左
衛
門　

　
　
　
　

在
命
之
内
養
子
差
遣
旨
、

　
　
　
　

願
之
通
申
付
之

　
　
　
　

桜
井
熊
次
郎
在
命
之
内
願　
　
　

渡
辺
富
之
進　
　

　
　
　
　

置
候
通
其
方
致
養
子
、
只　
　
　

宮
沢
与
五
郎　
　

　
　
　
　

今
迄
拝
領
之
御
切
米

五　

同
道
片
山
弥
友　
　
　

　
　
　
　

斗
入
廾
表
・
米
三
人
御
扶

　
　
　
　

持
被
下
置
、
跡
式
無
相
違
申
付
之

　
　
　

右
同
所
次
之
間
お
ゐ
て
例
之
通
申
渡

　
　
　
　

其
方
儀
大
瀬
登
娘
縁
組
仕　
　
　

馬
場
津
右
衛
門　

　
　
　
　

度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

悴
左
近
へ
祢
津
要
三
郎
姪　
　
　

祢
津
小
膳　
　
　

　
　
　
　

縁
組
仕
度
旨
、
願
之
通
被

　
　
　
　

仰
付
之

　
　
　
　

若
御
前
様
御
奥
支
配
被
仰　
　
　

増
田
吉
兵
衛　
　

　
　
　
　

付
之

　
　
　
　

其
方
妹
松
平
主
殿
頭
様
御　
　
　

石
川
新
八　
　
　

　
　
　
　

家
中
桃
井
十
兵
衛
悴
治
右

　
　
　
　

衛
門
へ
縁
組
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　

右
之
通
於
江
戸
表
被
仰
付
候
旨
、
縫
殿
丞
方
ゟ
申
遣
候

一　

七
月
廾
一
日

　
　
　
　

御
徒
士
へ
番
入　
　
　
　
　
　
　

桜
井
与
五
郎　
　

　
　
　
　

御
用
部
屋
小
僧
役　
　
　
　
　
　

近
藤
紋
九
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
片
岡
源
左
衛
門　

　
　
　

右
之
通
被
仰
渡
候
付
、
例
之
通
申
渡
之

一　

同
廾
五
日　

昨
夜
九
半
時
出
火
、
東
寺
尾
村
小
納
戸
太
野

右
衛
門
火
元
類
焼
弐
軒
、
早
鐘
打
候
付
例
之

通

一　
　
　

大
草
玄
秀
義
先
達
御
追
放
被
仰
付
候
処
、
今
般
大
英

寺
を
以
亡
父
墓
所
へ
参
詣
仕
度
旨
、
段
々
願
ニ
付
御

城
下
御
領
分
徘
徊
御
免
之
旨
、
大
英
寺
へ
被
仰
渡
候

段
、
相
心
得
候
様
御
用
番
被
仰
渡
候

一　

同
廾
八
日

　
　
　
　

悴
与
惣
左
衛
門
義
御
奉
公　
　
　

井
上
与
一
兵
衛　

　
　
　
　

筋
為
見
習
度
旨
、
願
之
通　
　
　

同　

与
惣
左
衛
門

　
　
　
　

恩
田
斎
宮
組
へ
御
番
入
被

　
　
　
　

仰
付
之

○　

八
月
朔
日　

八
朔
御
祝
義
五
半
時
揃
、
大
小
御
役
人
出
懸

御
礼
例
之
通

一　

同
三
日　

　
　
　
　

長
岡
吉
右
衛
門
在
命
之
内　
　
　

中
村
惣
右
衛
門　

　
　
　
　

願
置
候
通
其
方
致
養
子
、　

同
道
原　

万
之
助　
　

　
　
　
　

唯
今
迄
拝
領
之
御
切
米
納

　
　
　
　

四
拾
弐
表
・
中
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無
相
違

被
仰
付
之

　
　
　
　

其
方
弟
惣
右
衛
門
儀
長
岡　
　
　

中
村
文
左
衛
門　

　
　
　
　

吉
右
衛
門
在
命
之
内
養
子

桜
井
熊
次
郎
親
類
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差
遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

其
方
弟
与
五
郎　

宮
沢
佐　
　
　

柳
沢
甚
三
郎　
　

　
　
　
　

五
右
衛
門
江
養
弟
差
遣
度　

同
道
大
里
忠
右
衛
門　

　
　
　
　

旨
、
願
之
通
申
付
之

　
　
　

右
之
通
於
江
戸
表
被
仰
渡
候
段
、
七
月
十
九
日
付
ニ
而

縫
殿
丞
方
ゟ
申
遣
候

一　

八
月
九
日

　
　
　
　

娘
儀
内
藤
美
濃
守
様
御
家　
　
　

石
倉
金
右
衛
門　

　
　
　
　

来
利
根
川
茂
七
悴
雄
之
進

　
　
　
　

へ
縁
組
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一　

同
十
五
日

　
　
　
　

亡
父
善
左
衛
門
願
置
候
通　
　
　

町
田
八
十
吉　
　

　
　
　
　

只
今
迄
頂
戴
之
玄
米
拾
弐

　
　
　
　

人
御
扶
持
被
下
置
、
御
賄
役
格
共
ニ
申
付
之

　
　
　

右
御
用
番
宅
御
用
之
間
次
ニ
お
い
て
金
井
甚
五
右
衛
門

申
渡
之

一　

同
十
八
日　

殿
様
御
不
快
聢
与
不
被
成
御
座
候
付
、
冬
中

迄
御
滞
府
御
願
之
通
当
十
二
日
被
仰
出
候

一　

同
廾
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職　

奉　

行　

　
　
　
　
　
　
　

各
宅
へ
致
出
入
候
御
郡
中
村
方
之
者
ゟ
ハ
、

音
物
等
致
受
納
来
候
由
、
従
先
役
申
伝
之
趣

相
心
得
候
者
も
有
之
段
相
聞
候

　
　
　
　
　
　
　

各
御
役
方
ハ
重
御
役
柄
付
、
別
而
万
事
可
相

慎
処
、
右
躰
之
義
ハ
甚
心
得
違
之
事
候

　
　
　
　
　
　
　

誓
詞
前
書
等
相
考
、
是
迄
心
得
違
之
筋
有
之

ハ
以
来
急
度
相
改
、
手
附
之
者
共
へ
も
疾
与

為
申
聞
、
賄
賂
ケ
間
敷
義
ハ
不
及
申
、
音
物

　
　
　
　
　
　
　

等
其
外
如
何
敷
仕
癖
相
改
候
様
、
取
斗
可
被

申
候

　
　
　
　
　
　
　

右
者
竹
村
藤
馬
・
白
川
寛
蔵
へ
被
仰
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御　

代　

官　

　
　
　
　
　
　
　

自
分
入
用
付
支
配
村
方
ゟ
致
借
用
金
候
も
の

も
有
之
由
、
尤
村
方
難
渋
為
救
金
子
貸
遣
、

或
者
口
入
金
等
い
た
し
遣
候
儀
ハ
、
村
方
手

充
之
儀
付
格
別
之
義
候
得
共
、
自
分
入
用
付

支
配
村
方
ゟ
金
子
借
用
等
之
義
ハ
可
致
遠
慮

義
ニ
而
候

　
　
　
　
　
　
　

且
又
手
代
共
之
内
ニ
も
、
支
配
村
方
之
者
等

江
用
事
相
頼
候
者
共
も
有
之
段
相
聞
候

　
　
　
　
　
　
　

支
配
村
方
等
ハ
右
躰
之
儀
も
可
致
遠
慮
処
、

不
心
付
之
事
候

　
　
　
　
　
　
　

自
今
心
得
違
無
之
様
急
度
申
渡
、

手
代
共

　
　
　
　
　
　
　

へ
も
申
付
置
候
様
、
是
又
御
代
官
へ
可
被
申

渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　

郡
奉
行
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
左
兵
衛　

　
　
　
　
　
　
　

市
村
水
主
儀
兵
衛
ゟ
借
用
金
い
た
し
、
尤
返

済
候
由
、
無
據
用
事
ニ
而
借
用
之
事
与
ハ
相

見
候
得
共
、
村
方
難
渋
之
者
も
有
之
、
右
難

渋
為
救
金
子
貸
遣
、
或
者
口
入
金
等
い
た
し

遣
候
儀
ハ
村
方
手
充
之
儀
（
ニ
）カ
付
、
格
別

之
儀
ニ
も
候
得
共
、
自
分
入
用
（
ニ
）カ
付
、

支
配
村
方
へ
借
用
金
無
心
等
之
義
者
、
別
而

可
致
遠
慮
之
処
、
不
心
付
之
事
候

　
　
　
　
　
　
　

自
今
右
等
之
儀
相
慎
可
申
旨
、
且
又
手
代
共

之
内
市
村
水
主
儀
兵
衛
相
頼
、
致
調
物
等
用

事
相
弁
候
も
の
も
有
之
段
相
聞
候

　
　
　
　
　
　
　

無
人
の
も
の
共
ニ
候
半
間
頼
人
等
い
た
し
候

事
も
可
有
之
事
ニ
者
候
得
共
、
支
配
村
方
之

分
者
右
等
之
儀
迄
も
可
致
遠
慮
処
、
不
心
付

事
候

　
　
　
　
　
　
　

右
躰
故
音
物
受
納
之
趣
専
世
評
も
有
之
、
如

何
敷
事
候

　
　
　
　
　
　
　

已
来
右
躰
心
得
違
無
之
様
、
支
配
村
方
之
儀

ハ
弥
以
万
端
相
慎
候
様
、
改
而
手
代
共
へ
も

急
度
申
渡
可
置
旨

　
　
　
　
　
　
　

右
之
通
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　

郡
奉
行
中

　
　
　
　
　
　
　

右
者
金
井
甚
五
左
衛
門
へ
被
仰
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
橋
奉
行　
　

　
　
　
　
　
　
　

村
方
ヘ
差
出
候
書
付
、
御
用
・
私
用
共
上

包
ニ
致
印
形
候
由
、
御
用
之
儀
ハ
格
別
事

付
、
紛
敷
事
為
無
之
、
可
致
印
形
義
茂
候

得
共
、
私
用
之
文
言
上
封
ニ
致
印
形
候
事

御
用
ニ
紛
敷
、
如
何
敷
事
候

　
　
　
　
　
　
　

 

殊
ニ
御
用
席
を
以
私
用
相
弁
候
由
相
聞
、

別
而
如
何
敷
事
候

　
　
　
　
　
　
　

自
今
右
躰
之
儀
可
為
無
用
候

一　
　
　
　
　
　

従
村
方
致
音
物
等
候
共
、
私
用
之
儀
者
不
及

届
、
心
得
候
趣
ニ
も
相
聞
候

大
塚
村
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支
配
之
者
等
年
始
・
歳
暮
之
差
定
り
候
祝
義

物
持
参
ニ
而
も
、
致
届
候
事
ニ
候
得
者
、
増

　
　
　
　
　
　
　

而
臨
時
之
音
物
者
、
御
用
・
私
用
共
時
々
届

可
有
之
筋
候

一　
　
　
　
　
　

船
頭
役
替
等
之
節
、
為
祝
義
持
参
物
等
い
た

し
候
刻
、
時
々
不
相
届
、
致
受
納
置
候
心
得

相
聞
候

　
　
　
　
　
　
　

以
来
其
節
々
右
等
之
儀
も
届
可
被
申
候

一　
　
　
　
　
　

新
艘
為
祝
義
各
役
所
へ
目
録
船
頭
ゟ
差
出
来

　
　
　
　
　
　
　

候
趣
、
且
又
踏
土
・
普
請
な
ど
付
候
而
者
、

手
附
之
者
共
へ
船
頭
等
ゟ
振
廻
躰
之
儀
、
従

前
致
来
候
事
も
有
之
趣
、
風
聞
も
有
之
候

　
　
　
　
　
　
　

手
附
之
者
共
へ
も
急
度
申
渡
、
譬
前
々
仕
来

候
事
ニ
而
も
、
右
躰
之
儀
有
之
ハ
、
其
以
来

皆
無
用
可
被
申
付
候

一　
　
　
　
　
　

各
手
附
の
も
の
へ
役
所
支
配
下
之
者
ゟ
年
始

其
外
祝
義
物
等
持
参
等
之
節
、
届
不
来
候
由

候
得
共
、
以
来
ハ
右
等
音
物
之
類
、
其
時
々

各
へ
届
候
様
、
可
被
申
付
置
候

　
　
　
　
　
　
　

右
者
石
黒
和
左
衛
門
へ
被
仰
渡
候

　
　
　
　
　
　
　

綿
貫
五
兵
衛
父
看
病
付
、
当
人
へ
も
申
通
候

様
、
和
左
衛
門
へ
被
仰
渡
候

　
　
　
　
　
　
　

右
者
御
用
番
御
宅
ニ
於
て
被
仰
渡
、
立
合
相

勤

　
　
　
　

木
村
縫
殿
助
組
へ
御
番
入　
　
　

長
岡
惣
右
衛
門　

　
　
　
　
　

当
十
五
日
付
ニ
而
江
戸
表
ゟ
申
来

一　

八
月
廾
八
日　

武
芸
一
覧
被
仰
渡
、
日
割
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
十
一
日
・
十
三
日　
　
　
　
　

射
芸

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

十
五
日
・
十
七
日　
　
　
　
　

剣
術

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

十
九
日
・
廾
一
日　
　
　
　
　

槍
術

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

廾
三
日
・
廾
五
日
・
廾
七
日　

軍
学

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

廾
九
日　
　
　
　
　
　
　

居
合
腰
廻

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月　

朔
日
・
三
日
・
六
日　
　
　

乗
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

○　

九
月
四
日　

今
明
日
於
長
国
寺　

松
月
院
様
五
十
回
御
忌

御
法
事
御
執
行
有
之

一　

同
七
日　

　
　
　
　

男
子
無
之
付
、
従
弟
北
尾　
　
　

桜
井
吉
左
衛
門　

　
　
　
　

張
部
村
百
姓
仲
右
衛
門
三

　
　
　
　

男
恒
左
衛
門
聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
申
付
之

　
　
　
　

男
子
無
之
付
、
従
弟
南
長　
　
　

池
田
儀
左
衛
門　

　
　
　
　

池
村
百
姓
吉
右
衛
門
弟
甚

　
　
　
　

十
郎
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
申
付
之

　
　
　

右
者
御
用
番
宅
次
之
間
ニ
お
ゐ
て
金
井
甚
五
左
衛
門
申

渡
之

一　

九
月
九
日　

重
陽
御
祝
義
五
半
時
揃
、
大
小
御
役
人
於
大

書
院
出
懸
御
礼
申
上
ル

一　
　

当
朔
日
付
ニ
而
江
戸
表
よ
り
左
之
通
申
来
ル

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

石
倉
熊
五
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
和
田
惣
摩　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡
惣
右
衛
門　

一　

同
十
二
日　

大
般
若
御
執
行
有
之
、
例
之
通

一　

同
十
八
日

　
　
　
　

思
召
有
之
付
、
御
役
替
御　
　
　

八
田　

競　
　
　

　
　
　
　

吟
味
役
被
仰
付
之

　
　
　
　

御
役
替
御
郡
中
横
御
目
付　
　
　

星
野
権
右
衛
門　

　
　
　
　

被
仰
付
之

　
　
　
　

御
役
替
宗
門
奉
行

郷
目　
　
　

原　

九
郎
左
衛
門

　
　
　
　

付
兼
帯
被
仰
付
之

　
　
　
　

御
役
附
足
軽
十
人（
被
）カ　
　
　

右　

同　

人　
　

　
　
　
　

成
下
御
預

　
　
　
　

御
目
附
役
被
仰
付
之
、
御　
　
　

鹿
野
三
十
喜　
　

　
　
　
　

役
附
足
軽
五
人
被
成
下
御

　
　
　
　

預

　
　
　
　

恩
田
斎
宮
組
へ
御
番
入　
　
　
　

〆
木
兵
左
衛
門　

　
　
　
　

十
河
式
部
組
へ
同
断　
　
　
　
　

松
村
十
右
衛
門　

　
　
　
　

池
田
波
江
組
へ
同
断　
　
　

煩　

久
保
多
門　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
坂
巻
岩
人　
　
　

　
　
　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柘
植
要
蔵　
　
　

　
　
　
　

御
祐
筆
見
習
被
仰
付
之　
　
　
　

野
本
金
八　
　
　

　
　
　
　

御
役
料
玄
米
一
人
御
扶
持　
　
　

右　

同　

人　
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被
下
置
候

　
　
　
　
　

右
金
八
被
仰
付
、
御
書
付
当
御
役
へ
御
渡
被
成
候

付
申
渡

　
　
　
　

先
達
不
埒
之
筋
相
聞
候
付
、
煩　

高
久
右
文　
　
　

　
　
　
　

慎
被
仰
付
置
候
処
、
今
度　

名
代
高
久
重
吉　
　
　

　
　
　
　

御
免
被
成
下
候
、
以
来
不　

同
道
金
児
総
左
衛
門

　
　
　
　

敬
無
之
様
可
相
心
得
旨
被

　
　
　
　

仰
付
之

　
　
　
　

御
用
部
屋
書
役
申
付
之　
　
　
　

田
中
与
十
郎　
　

　
　
　
　
　

右
次
之
間
ニ
而
例
之
通
申
渡
之

　
　
　

右
之
通
今
朝
四
時
御
用
番
宅
ニ
而
被
仰
渡
候

一　

九
月
廾
二
日　

昨
夜
九
時
出
火
、
東
寺
尾
村
桑
名
理
内
居

宅
焼
失
、
早
鐘
打
候
付
例
之
通
、
九
半
時
相

鎮

一　

同
廾
九
日

　
　
　
　

五
男
松
之
助
、
小
幡
長
右　
　
　

小
山
田
主
膳　
　

　
　
　
　

衛
門
へ
養
子
差
遣
度
旨
、　

名
代
塩
野
儀
兵
衛　
　

　
　
　
　

願
之
通
被
仰
付
之　
　
　
　
　
　

小
山
田
愛
之
助　

　
　
　
　

小
山
田
主
膳
五
男
愛
之
助　
　
　

小
幡
長
右
衛
門　

　
　
　
　

養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被　

名
代
小
幡
助
市　
　
　

　
　
　
　

仰
付
之

　
　
　
　

御
払
方
御
金
奉
行
被
仰
付　
　
　

山
寺
藤
左
衛
門　

　
　
　
　

之

　
　
　

右
者
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
之

　
　
　
　

御
徒
目
付
申
付
之　
　
　
　
　
　

柳
沢
甚
三
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
片
山
弥
友　
　
　

　
　
　
　

父
金
八
儀
格
式
被
仰
付
候　
　
　

野
本
銕
治　
　
　

　
　
　
　

ニ
付
、
其
方
役
儀
御
免
可

　
　
　
　

申
付
候
へ
共
、
従
其
以
前
御
宛
行
も
被
下
、
相
勤
候

事
付
其
儀
無
之
候
、
役
中
万
端
是
迄
之
通
相
心
得
、

弥
手
跡
相
募
候
様
可
心
懸
候

　
　
　

右
者
右
同
所
次
之
間
ニ
而
申
渡
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

都
筑
銕
三
郎
在
命
之
内
願　
　
　
　
　

彦
左
衛
門　

　
　
　
　

置
候
通
其
方
致
養
子
、
唯

　
　
　
　

今
迄
拝
領
之
御
切
米
金
四
両
・
米
弐
人
御
扶
持
被
下

置
、
跡
式
跡
役
共
申
付
之

　
　
　

右
同
断
、
井
上
与
一
兵
衛
申
渡
之

　
　
　
　

打
続
江
戸
勤
番
出
精
相
勤　
　
　

桑
名
千
左
衛
門　

　
　
　
　

候
付
、
以
御
書
付
御
上
下

　
　
　
　

拝
領
仕
候
段
、
当
人
申
聞

一　

同
晦
日　

業
を
以
相
勤
候
者
之
跡
、
父
之
芸
難
相
勤
族

於
有
之
ハ
、
向
後
家
督
被
仰
付
間
敷
事

　
　
　
　
　
　
　

右
之
通
先
年
被
仰
出
候
処
致
忘
却
、
職
役
之

者
悴
心
懸
未
熟
之
者
も
有
之
段
相
聞
候

　
　
　
　
　
　
　

尚
更
此
已
後
無
油
断
、
其
職
々
出
精
相
募
候

様
可
心
懸
旨
、
向
々
へ
可
有
演
説
候

　
　
　
　
　
　
　

尤
支
配
有
之
向
へ
ハ
役
頭
ゟ
申
通
候
様
、
演

説
被
仰
渡
候

○　

十
月
九
日

　
　
　
　

御
近
習
被
仰
付
之　
　
　
　
　
　

柘
植
要
蔵　
　
　

　
　
　
　

此
度
被
召
出
、
御
近
習
被　
　
　

小
野
四
郎
三
郎　

　
　
　
　

仰
付
之

　
　
　
　

御
切
米
金
五
両
三
人
御
扶　
　
　

右　

同　

人　
　

　
　
　
　

持
被
下
置
之

一　

同
十
日　

昨
夜
八
半
時
出
火
、
小
山
田
平
之
進
居
宅
焼

失
、
早
鐘
打
候
付
例
之
通
、
七
時
前
鎮
ル

一　

同
十
一
日　

　
　
　
　

先
達
段
々
不
埒
之
筋
相
聞　

煩　

徳
田
次
郎
左
衛
門

　
　
　
　

候
付
、
逼
塞
被
仰
付
置
候　

名
代
金
井
長
三
郎　
　

　
　
　
　

処
、
今
般
御
免
被
仰
付
之　

同
道
関
口
甚
五
右
衛
門

一　

同
廾
四
日　

　
　
　
　

其
方
年
来
出
精
相
勤
候
付
、　
　

小
野
重
左
衛
門　

　
　
　
　

悴
四
郎
三
郎
被
召
出
、
御

　
　
　
　

近
習
被
仰
付
、
御
切
米
金
五
両
・
三
人
御
扶
持
被
下

置
之

　
　
　

右
当
九
日
付
ニ
而
片
岡
半
十
郎
方
ゟ
申
遣
候

一　

同
廾
五
日

　
　
　
　

亡
父
傳
五
郎
其
方
へ
家
督　
　
　

佐
藤
新
助　
　
　

　
　
　
　

相
願
置
候
、
職
役
不
相
勤　

同
道
東
条
孫
之
丞　
　

　

鍛
冶
三
俣
要
右
衛
門
甥
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候
へ
ハ
、
家
督
被
仰
付
間

　
　
　
　

敷
段
ハ
、
従
先
年
度
々
被
仰
出
候
、
其
方
儀
手
跡
未

熟
候
得
共
、
以
御
情
御
切
米

参
拾
表
・
玄
米
三
人

御
扶
持
無
相
違
被
下
置
候
、乍
然
職
役
不
相
勤
候
付
、

御
用
部
屋
小
僧
役
申
渡
之

　
　
　
　

席
之
義
ハ
小
僧
役
筆
頭
三　
　
　

佐
藤
新
助　
　
　

　
　
　
　

井
逸
八
可
為
次
席
候

一　

同
廾
八
日　

四
時
過
出
火
、
西
念
寺
長
屋
六
三
郎
火
元
、

同
長
屋
類
焼
弐
軒
、
早
鐘
打
候
付
例
之
通
、

早
速
鎮
ル

〇　

十
一
月
六
日

　
　
　
　

亡
父
惣
市
願
置
候
通
、
唯　
　
　

片
岡
勝
之
進　
　

　
　
　
　

今
迄
拝
領
之
御
切
米
納
　

同
道
伊
東
磯
八　
　
　

　
　
　
　

廾
五
表
・
米
弐
人
御
扶
持

　
　
　
　

被
下
置
、
跡
式
無
相
違
申
付
之

一　

同
十
五
日

　
　
　
　

屯
追
年
老
衰
御
奉
公
難
相　
　
　

篠
原　

屯　
　
　

　
　
　
　

勤
付
、
願
之
通
御
役
被
成　
　
　

同　

源
五
郎　
　

　
　
　
　

下
御
赦
免
隠
居
、
悴
源
五

　
　
　
　

郎
へ
拝
領
之
御
知
行
五
拾
石
被
下
置
、
家
督
無
相
違

被
仰
付
之

　
　
　
　

亡
父
勘
右
衛
門
願
置
候
通
、　
　

野
池
権
之
助　
　

　
　
　
　

唯
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金　

同
道
金
井
彦
右
衛
門　

　
　
　
　

七
両
弐
分
・
五
人
御
扶
持

　
　
　
　

被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

儀
左
衛
門
病
気
聢
無
之
、　
　
　

野
村
儀
左
衛
門　

　
　
　
　

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願　

名
代
野
村
左
兵
衛　
　

　
　
　
　

之
通
隠
居
、
悴
亀
三
郎
へ　
　
　

野
村
亀
三
郎　
　

　
　
　
　

只
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金

　
　
　
　

五
両
・
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付

之

　
　
　
　

丹
弥
娘
与
四
郎
へ
縁
組
、　
　
　

杉
田
兵
馬　
　
　

　
　
　
　

双
方
願
之
通
被
仰
付
之　
　
　
　

鹿
野
丹
治　
　
　

　
　
　
　

年
寄
候
迄
相
勤
候
付
、
銀　
　
　

篠
崎　

屯　
　
　

　
　
　
　

一
枚
被
下
置
之

　
　
　

右
御
用
番
宅
ニ
而
被
仰
渡
候

　
　
　
　

男
子
無
之
付
、
孫
大
次
郎　
　
　

山
崎
宗
億　
　
　

　
　
　
　

嫡
子
仕
度
旨
、
願
之
通
申　
　
　

同　

大
治
郎　
　

　
　
　
　

付
之

　
　
　

右
者
同
所
次
之
間
ニ
而
前
嶋
四
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

忠
右
衛
門
願
之
通
悴
惣
助　
　
　

大
里
忠
右
衛
門　

　
　
　
　

御
徒
士
へ
番
入
申
付
之　
　
　
　

同　

惣
助　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
丸
山
岩
右
衛
門　

　
　
　

右
同
断
、
例
之
通
申
渡
之

一　

十
一
月
十
六
日

　
　
　
　

父
新
四
郎
逼
塞
被
仰
付
候　
　
　

原　

隼
吉　
　
　

　
　
　
　

処
、
其
方
義
思
召
有
之
付
、

　
　
　
　

御
咎
不
被
仰
付
候
、
乍
去
於
宅
不
取
〆
之
筋
相
聞
、

不
埒
之
至
候
、
已
来
急
度
可
相
慎
旨
被
仰
付
之

　
　
　

右
者
池
田
波
江
宅
ニ
お
ゐ
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

思
召
有
之
付
、
逼
塞
被
仰　
　
　

原　

新
四
郎　
　

　
　
　
　

付
之　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
関
山
吉
太
郎　
　

　
　
　

右
者
今
朝
五
時
評
定
所
ニ
お
ゐ
て
池
田
波（
マ
マ
）江
申
渡
之

○　

閏
十
一
月
八
日

　
　
　
　

御
役
御
免
被
仰
付
之　
　
　
　
　

根
村
民
右
衛
門　

　
　
　
　

南
部
坂
御
屋
敷
御
留
守
居　
　
　

右　

同　

人　
　

　
　
　
　

御
目
付
・
御
武
具
奉
行

　
　
　
　

兼
帯
、
当
分
之
内
助
被
仰
付
之

　
　
　

右
者
先
月
廾
八
日
付
ニ
而
忠
左
衛
門
方
ゟ
申
遣
候

一　

同
十
一
日

　
　
　
　

利
右
衛
門
姉
仁
右
衛
門
へ　
　
　

河
口
利
右
衛
門　

　
　
　
　

縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰　
　
　

斎
藤
仁
右
衛
門　

　
　
　
　

付
之

　
　
　
　

与
右
衛
門
次
男
源
治
、
文　
　
　

田
中
与
右
衛
門　

　
　
　
　

次
郎
へ
養
子
双
方
願
之
通　
　
　

西
村
文
次
郎　
　

　
　
　
　

申
付
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

源
治　
　
　

　
　
　
　
　

右
御
用
番
宅
次
之
間
ニ
而
中
俣
吉
五
郎
申
渡
之

一　

同
十
五
日

　
　
　
　

其
方
三
男
直
見
儀
竹
内
与　
　
　

鈴
木
弥
左
衛
門　

　
　
　
　

市
在
命
之
内
養
子
差
遣
度

　
　
　
　

之
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

御
大
工
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竹
内
与
市
在
命
之
内
願
置　
　
　

鈴
木
直
見　
　
　

　
　
　
　

候
之
通
其
方
致
養
子
、
唯　

同
道
前
田
喜
右
衛
門　

　
　
　
　

今
ま
て
拝
領
之
御
知
行
五

　
　
　
　

拾
石
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　

右
之
通
当
月
六
日
付
ニ
而
忠
左
衛
門
方
ゟ
申
来
候

一　

閏
十
一
月
廾
一
日

　
　
　
　

悴
常
三
郎
被
召
出
、
若
殿　
　
　

高
田
幾
太　
　
　

　
　
　
　

様
御
近
習
被
仰
付
之　
　
　
　
　

同　

常
三
郎　
　

　
　
　
　

其
方
妹
堀
内
蔵
頭
様
御
家　
　
　

白
川
松
三
郎　
　

　
　
　
　

来
永
井
牧
太
へ
縁
組
、
願

　
　
　
　

之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

為
御
宛
行
金
五
両
・
三
人　
　
　

高
田
常
三
郎　
　

　
　
　
　

御
扶
持
被
下
置
之

一　

同
廾
二
日

　
　
　
　

家
督
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　

篠
崎
源
五
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
伊
東
傳
吾　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
池
権
之
助　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
依
田
助
八
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
亀
三
郎　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
近
藤
七
左
衛
門　

　
　
　
　

御
宛
行
頂
戴
之
御
礼　
　
　
　
　

小
野
四
郎
三
郎　

　
　
　
　

家
督
後
之
御
礼　
　
　
　
　
　
　

柘
植
要
蔵　
　
　

　
　
　
　

悴
被
召
出
候
付
御
礼　
　
　
　
　

小
野
重
左
衛
門　

　
　
　
　

隠
居
之
御
礼
、
例
之
通
御　
　
　

篠
崎　

屯　
　
　

　
　
　
　

用
部
屋
へ
罷
出
申
上
候　
　

名
代
岡
嶋
平
治　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
儀
左
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
堀
田
覚
兵
衛　
　

　
　
　
　

御
通
懸
跡
式
之
御
礼　
　
　
　
　

桜
井
与
五
郎　
　

　
　
　

右
之
通
於
江
府
当
朔
日
、
若
殿
様
御
名
代
ニ
而
御
礼
被

為
請
候
旨
、
同
役
よ
り
申
来
候

一　

同
廾
四
日　

昨
夜
五
時
過
東
寺
尾
村
御
駕
籠
之
者
新
右
衛

門
焼
失
、
早
鐘
打
候
付
例
之
通

一　

同
廾
八
日

　
　
　
　

養
弟
義
右
衛
門
義
柿
崎
善　
　
　

柳
沢
甚
三
郎　
　

　
　
　
　

治
へ
聟
養
子
差
遣
度
之
旨
、　
　

同　

義
右
衛
門　

　
　
　
　

願
之
通
申
付
之

　
　
　
　

男
子
無
之
付
、
柳
沢
甚
三　
　
　

柿
崎
善
治　
　
　

　
　
　
　

郎
養
弟
義
右
衛
門
聟
養
子　

同
道
小
泉
彦
七　
　
　

　
　
　
　

仕
度
旨
、
願
之
通
申
付
之

　
　
　

右
今
朝
御
用
番
宅
次
之
間
ニ
於
て
申
渡
之

一　

同
廾
九
日　

於
江
府
別
条
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　

古
沢
達
之
進
出
奔
付
、
養
母
別
宅
之
義
候
得

共
、
何
歟
訳
合
ニ
而
も
有
之
哉
、
右
養
母
へ

相
尋
可
被
申
候

　
　
　
　
　
　
　

別
宅
之
儀
付
、
諸
道
具
等
ハ
御
構
無
之
候

　
　
　
　
　
　
　

一
通
改
右
養
母
へ
引
渡
可
申
候

　
　
　
　
　
　
　

右
之
通
今
十
三
日
御
用
番
望
月
監
物
殿
被
仰

渡
、
忠
左
衛
門
罷
越
、
養
母
へ
訳
合
等
有
之

哉
相
尋
候
処
、
何
之
訳
合
も
無
之
段
申
聞
候

諸
道
具
一
通
相
改
引
渡
申
候

　
　
　
　
　
　
　

尤
達
之
進
親
類
白
井
平
左
衛
門
罷
越
居
候

付
、
同
人
へ
懸
合
候
様
被
仰
渡
候
付
、
右
之

趣
取
計
候
由

　
　
　
　
　
　
　

半
十
郎
・
忠
左
衛
門
ゟ
申
遣
候
付
記
置

　
　
　
　
　
　
　

猶
以
達
之
進
養
母
儀
里
方
へ
引
渡
候
様
被
仰

渡
候
段
、
白
井
平
左
衛
門
申
聞
候
由
、
是
又

申
来
候

　
　
　
　

前
島
七
郎
左
衛
門
組
へ
御　
　
　

竹
内
直
美　
　
　

　
　
　
　

番
入

　
　
　
　

房
五
郎
儀
御
奉
公
筋
為
見　
　
　

金
井
伊
膳　
　
　

　
　
　
　

習
度
之
旨
、
願
之
通
玉
川　
　
　

同　

房
五
郎　
　

　
　
　
　

左
門
組
へ
御
番
入
被
仰
付

　
　
　
　

之

　
　
　
　

於
此
表
御
番
相
勤
候
内
、　
　
　

金
井
房
五
郎　
　

　
　
　
　

弐
人
御
扶
持
被
下
置
之

　
　
　

右
之
通
当
十
九
日
被
仰
付
候
段
、
半
十
郎
ゟ
申
遣
候

○　

十
二
月
六
日　

藤
井
藤
四
郎
講
釈
納
付
、
例
之
通
相
済
候

後
御
酒
・
御
吸
物
被
下
置
候

一　

同
十
五
日

　
　
　
　

及
老
衰
往
々
難
相
勤
付
願　
　
　

真
田
図
書　
　
　

御
徒
士
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之
通
隠
居
、
悴
志
摩
へ
唯　

名
代
塩
野
儀
兵
衛　
　

　
　
　
　

今
迄
拝
領
之
御
知
行
五
百　
　
　

真
田
志
摩　
　
　

　
　
　
　

石
被
下
置
、
御
足
軽
十
人

　
　
　
　

御
預
被
成
下
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

老
衰
迄
相
勤
候
付
、
御
書　
　
　

真
田
図
書　
　
　

　
　
　
　

付
を
以
御
小
袖
被
下
置
之

　
　
　
　

願
之
通
御
役
御
免
被
仰
付　
　
　

佐
久
間
衛
守　
　

　
　
　
　

之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
恩
田
政
人　
　
　

　
　
　
　

出
精
相
勤
候
付
、
只
今
迄　
　
　

三
輪
六
十
郎　
　

　
　
　
　

之
御
役
料
壱
人
御
扶
持
御

　
　
　
　

加
恩
ニ
御
直
被
下
置

　
　
　
　

嫡
子
勤
之
内
壱
人
御
扶
持　
　
　

大
嶋
小
左
衛
門　

　
　
　
　

御
増
被
成
下
、
給
人
御
勘

　
　
　
　

定
本
役
被
仰
付
之

　
　
　

右
者
御
用
番
御
宅
ニ
於
て
被
仰
渡
之

　
　
　
　

年
来
心
懸
宜
出
精
相
勤
候　
　
　

平
出
与
左
衛
門　

　
　
　
　

付
、
給
人
格
御
勘
定
被
仰

　
　
　
　

付
之

　
　
　

右
同
断
、
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

数
年
来
出
精
相
勤
候
付
、　

煩　

伊
藤
平
次
郎　
　

　
　
　
　

御
切
米

拾
表
被
成
下
御　

名
代
伊
藤
磯
八　
　
　

　
　
　
　

増
之

　
　
　

右
同
所
次
之
間
ニ
お
ゐ
て
例
之
通
申
渡
之

　
　
　
　

西
条
村
源
左
衛
門
悴
岩
多　
　
　

高
田
祖
右
衛
門　

　
　
　
　

聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通

　
　
　
　

被
仰
付
之

　
　
　

右
同
断
、
恩
田
十
郎
兵
衛
申
渡
之

　
　
　
　

出
精
相
勤
候
付
、
御
勘
定　
　
　

吉
沢
久
蔵　
　
　

　
　
　
　

申
付
之

　
　
　
　

役
替
御
勘
定
役
申
付
之　
　
　
　

小
山
浅
右
衛
門　

　
　
　

右
同
断
、
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡
之

一　

十
二
月
廾
一
日

　
　
　
　

其
方
儀
名
喜
文
治
与
改
名　
　
　

柘
植
要
蔵　
　
　

　
　
　
　

被
仰
付
之

　
　
　

右
者
当
六
日
於
江
府
被
仰
付
候
段
、
忠
左
衛
門
方
ゟ
申

遣

一　

同
廾
四
日　

殿
様
御
不
快
今
以
御
同
筋
ニ
付
、
来
春
中
迄

　
　
　
　
　
　
　

御
滞
府
御
願
之
通
被
蒙
仰
候
段
、
演
説
被
仰

渡
候

一　

同
廾
五
日

　
　
　
　

右
門
叔
母
惣
摩
へ
縁
組
、　
　
　

鈴
木
右
門　
　
　

　
　
　
　

双
方
願
之
通
被
仰
付
之　
　
　
　

和
田
惣
摩　
　
　

　
　
　
　

前
島
七
郎
左
衛
門
組
へ
御　
　
　

篠
崎
源
五
郎　
　

　
　
　
　

番
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
亀
三
郎　
　

　
　
　
　

木
村
縫
殿
助
組
へ
同
断　
　
　
　

青
木
麻
之
助　
　

　
　
　
　

出
浦
数
馬
組
江
同
断　
　
　
　
　

野
池
権
之
助　
　

　
　
　
　

五
郎
八
弟
直
衛
、
治
左
衛　
　
　

三
輪
五
郎
八　
　

　
　
　
　

門
方
江
聟
養
子
、
双
方
願　
　
　

同　

直
衛　
　
　

　
　
　
　

之
通
被
仰
付
之　
　
　
　
　
　
　

原　

治
左
衛
門　

　
　
　

右
之
通
御
用
番
於
宅
被
仰
付
候

　
　
　
　

酒
井
民
治
在
命
之
内
願
置　
　
　

片
桐
勇
吉　
　
　

　
　
　
　

候
通
、
其
方
致
聟
養
子
、

　
　
　
　

唯
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金
五
両
・
米
三
人
半
御
扶
持

被
下
置
、
家
督
無
相
違
申
付
之

　
　
　

右
者
右
同
所
次
之
間
ニ
お
ゐ
て
例
之
通
申
渡
之

　
　
　
　

次
男
勇
吉　

酒
井
民
治
在　
　
　

片
桐
惣
十
郎　
　

　
　
　
　

命
之
内
聟
養
子
差
遣
度
旨
、

　
　
　
　

願
之
通
申
付
之

　
　
　

右
同
断
、
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

父
新
四
郎
大
病
之
趣
相
聞　
　
　

原　

隼
吉　
　
　

　
　
　
　

候
付
、
重
々
以
御
情
快
気

　
　
　
　

迄
、
新
四
郎
逼
塞
御
赦
免
被
成
下
候
、
疾
与
療
養
可

有
之
候

　
　
　

右
者
今
朝
池
田
波
江
於
宅
同
人
申
渡
之

一　

同
廾
八
日

　
　
　
　

年
来
出
精
実
躰
相
勤
候
付
、　
　

片
岡
治
郎
右
衛
門

　
　
　
　

御
切
米

拾
五
表
被
下
置
、　
　

高
橋
清
蔵　
　
　

　
　
　
　

永
格
被
成
下
、
役
替
御
賄　
　
　

吉
田
源
左
衛
門　
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役
申
付
之　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
七
郎
左
衛
門

　
　
　

右
ハ
御
用
番
宅
次
之
間
ニ
於
て
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡

之

　
　
　
　

御
用
部
屋
小
僧
役
申
渡
之　
　
　

酒
井
勇
吉　
　
　

　
　
　

右
同
断
、
例
之
通
申
渡
之

　
　
　
　

常
々
行
跡
不
宜
、
先
達
不　

煩　

宮
本
忠
太　
　
　

　
　
　
　

埒
之
義
相
聞
候
付
、
其
砌　

名
代
片
岡
半
蔵　
　
　

　
　
　
　

御
咎
申
付
之
儀
も
不
顧
、　

同
道
丸
山
岩
右
衛
門　

　
　
　
　

尚
又
当
詰
も
行
跡
如
何
敷

　
　
　
　

儀
共
相
聞
、
傍
輩
共
及
難
儀
候
筋
も
有
之
由
、
重
々

不
埒
之
事
候
、
依
之
急
度
申
付
方
有
之
候
得
共
、
以

御
情
不
及
御
沙
汰
隠
居
申
付
之
、
早
速
御
用
立
候
者

養
子
跡
式
可
相
願
候

　
　
　

右
御
用
番
次
之
間
ニ
て
例
之
通
申
渡
之

一　

十
二
月
廾
九
日　

当
廾
五
日
付
ニ
て
江
戸
表
ゟ
左
之
通
申

来

　
　
　
　

近
年
打
続
格
段
御
入
料
相　
　
　

渡
辺
友
右
衛
門　

　
　
　
　

増
、
右
ニ
准
御
用
繁
多
之

　
　
　
　

処
出
精
、
諸
向
へ
立
入
細
々
申
談
、
骨
折
大
儀
付
御

役
料
弐
拾
石
被
下
置
之

　
　
　
　

思
召
有
之
付
、
若
殿
様
御　
　
　

瀧
村
権
之
助　
　

　
　
　
　

近
習
相
勤
候
内
、
年
々
金

　
　
　
　

弐
両
ツ
ヽ
御
手
充
被
下
置
之

　
　
　
　

達
之
進
致
出
奔
至（

マ
マ
）不（
カ
）

届
至
極　
　
　
　
　

い
ま　
　
　

　
　
　
　

候
、
乍
然
先
達
其
方
へ
御

　
　
　
　

扶
持
被
下
置
候
節
、
被
仰
付
も
有
之
付
、
不
便
事
思

召
候
、
依
之
格
段
以　

御
情
、
一
生
之
内
弐
人
御
扶

持
被
下
置
之

　
　
　
　
　

右
白
井
平
左
衛
門
へ
被
仰
渡
候

　
　
　
　

其
方
文
蔵
与
改
名
被
仰
付　
　
　

高
田
常
三
郎　
　

　
　
　
　

候

　
　
　
　

其
方
元
服
被
仰
付
之　
　
　
　
　

小
松
文
治　
　
　

　
　
　
　

御
用
部
屋
書
役
申
付
之　
　
　
　

西
山
彦
五
郎　
　

　
　
　
　
　

御
用
部
屋
次
之
間
ニ
而
申
渡
之

　
　
　

右
之
通
片
岡
半
十
郎
方
よ
り
申
遣
候

　
　

八
月
十
八
日
分

　
　
　
　

玉
川
左
門
組
へ
御
番
入　
　
　
　

石
倉
熊
五
郎　
　

○　

六
月
廾
八
日

　
　
　
　
　

玄
米
五
口　
　
　
　
　
　

高
野
佐
一
右
衛
門
殿

　
　
　
　

右
者
、
此
度
建
部
内
匠
頭
様
之
御
奥
様
御
守
役
之
儀

御
頼
被
仰
進
候
処
、
内
匠
頭
様
御
承
知
被
成
、
御
大

慶
思
召
候
、
依
之
玄
米
五
口
被
遣
候

　
　
　

右
今
日
佐
一
右
衛
門
罷
出
候
付
、
与
兵
衛
参
会
右
御
書

付
相
渡
候
、
尚
又
御
大
慶
思
召
候
段
、
与
兵
衛
申
述
候

由
、
同
人
申
聞

古
沢
達
之
進
養
母
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令
和
２
年
度
　
松
代
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
績

年
月

町
内
ガ
イ
ド
活
動

真
田
宝
物
館
・
真
田
邸
ガ
イ
ド
活
動

案
内
人
数

総
合
計

調
査
活
動

協
力
活
動

活
動
日
数

案
内

湯
茶
接
待

ボ
ラン
ティ
ア

活
動
人
数

活
動
日
数

当
日
受
付

団
体
予
約
受
付

ボ
ラン
ティ
ア

活
動
人
数

活
動
日
数

ボ
ラン
ティ
ア

活
動
人
数

活
動
日
数

ボ
ラン
ティ
ア

活
動
人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

4
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

11
5
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

45
8
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

47
9
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7

40
10
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

13
4

16
13
4

0
0

9
49

11
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

21
3

21
0

0
6

37
12
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

83
13

83
0

0
5

34
1
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

44
2
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5

38
3
月

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
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４．松代文化財ボランティアの会

2020年（令和２年）は、新型コロナウィルスの感染拡大のため、７月までは活動を全面休止した。それ
以降も休止した活動が多かった。

活動内容
（1）町内ガイド

①松代城・真田邸・文武学校などとその周辺ガイド
②旧白井家表門における湯茶の接待および町内文化財の案内
③旧白井家表門の美化及びにぎわいの演出　　　　　　　　以上は、2020年３月からすべて休止。

（2）真田宝物館展示ガイド
来館者に対する展示ガイド
　　真田宝物館入口に待機し、来館されるお客様へのガイドは３月から休止。
　　予約のあった市内学校へのガイドは10月から再開。
　　以降、予約団体へのガイドのみ順次再開。

（3）文化財調査
①松代に所在する文化財の調査活動と調査カードの作成およびデータベース化
②松代町内見学会および自主講座の主催、補助
　　　６月から定例会は実施し、ブックレット作成のためのまち歩きに参加した。

（4）体験学習等の支援
①真田邸三番土蔵における体験工房（裂き織り、切り紙、布ぞうり作り、琴の体験など）の運営
②真田宝物館主催ワークショップの補助
③学校遠足等における体験講座の実施
　　　６月から定例会は実施し、折紙や箏などの研修をおこなった。また、学校対応もわずかだが行った。

（5）その他
① 真田邸古襖の下張はがし作業と、その裏打ちおよび整理・目録の作成。全面休館期間を除き、可能な範
囲で毎週木曜日と金曜日に実施した。今年度は、2019年の台風19号で水損した襖下張り文書の剥がしと
整理作業も行った。

② 城下町松代の成り立ちを紹介する子ども向けブックレットを作成することに決まり、夏からまち歩きを
開催。所属グループに関係なく参加者を募り、町内を４つにわけ、それぞれで記述内容を考えながらま
ち歩きを行った。

まち歩きの様子 下張り文書剥がし
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貸し出し先 資料名 資料番号 展示会名

江戸東京博物館 人物花鳥図巻 書画81－ 1 「奇才」展

沼田市歴史資料館

真田系図 吉103－甲

真田のお宝借りてきました～真田宝物
館収蔵資料展～

真田家御事蹟稿 大鋒院殿 1～ 3 吉228

法螺貝 武具210

短刀　銘信国　伝小松姫所用 矢沢誠敏家資料刀剣 2

軍配団扇 武197

鉄扇 武198

陣羽織（信政） 武172

采配 武200

倶利天目台 茶 9－ 1

黄天目茶碗 茶35

信之印章 印 1

梨地水扇蒔絵鞍 武13

四 附鉄砲 武213－ 2

卒具足 武132－ 1

鉄砲弾薬入胴乱 武98－ 1

提重 調19－ 7

信政具足　鎧櫃とも 武143

山梨県立博物館

武田信玄書状 吉15

生誕500年　武田信玄の生涯

織田信長書状 吉70

武田晴信領地判物 吉87

陣鐘 武211

法螺貝 武210

黄八幡の旗 書15

●資料の貸出し●

●資料の受入●

内容 種別

1 佐久間象山書　六曲一隻 寄贈

2 倉石家資料一括 寄贈

3 象山神社建立関係資料一括 寄贈

4 長巻　銘　大慶直胤　一振 寄贈

5 弓・矢・矢筒 寄贈

6 横田秀雄色紙　一点 寄贈

7 横田家伝来資料　一括 寄託

8 玉依比売命神社　玉類 寄託

9 伝　佐久間象山試射砲弾 寄託
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調査・研究のための閲覧　　　　　　19件
資料写真・画像の提供
　刊行物掲載　　　　　　　　　　　66件
　テレビ放映　　　　　　　　　　　26件
　講座など参考資料として　　　　　５件
　SNS での公開として　　　　　　　 2件　　　　　　計　　　118件

●資料特別利用●
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「妖怪大集合～わざわい？こわい？見たい！」
　会期　令和 2年 7月 1日（水）～ 9月28日（月）
　展示内容　 時流を鑑み、収蔵品の中から妖怪を描いた 

館蔵資料の「百鬼夜行絵巻」を中心に疫病 
退散を願った妖怪に関する資料などを急遽 
展示。

　関連行事
　　ギャラリートーク　　 7月 1日（水）、 4日（土）
　　　　　　　　　　　　 8日（水）、11日（土）
　　　　　いずれも10時～、11時～、参加人数　65人

「真田、江戸に住む」
　会期　令和 2年12月23日（水・祝）～令和 3年 4月 5日（月）
　展示内容　 松代藩江戸藩邸において、藩主や江戸詰藩士らがどのような生活を送ったのか、江戸藩邸の様

子などもあわせて展示。
　関連行事　　　
　　ギャラリートーク　令和 2年12月23日（水）、令和 3年 1月 9日（土）
　　　　いずれも10時～、11時～　　参加人数　61人
　ワークショップ　「参勤交代巨大すごろくにチャレンジ！」

「真田家の名刀」
　会期　令和 2年 7月 1日（水）～ 9月28日（月）
　展示内容　 例年行っている重要文化財・青江の大太刀の特集展示が、臨時休館により開催中止となった。

そのため、開館後に特集展示として青江の大太刀のほか県宝・三原の刀、吉光の短刀などを、
前後期に分けて改めて展示を行った。

「ひな人形の展示」
　会期　令和 3年 2月25日（木）～ 4月 9日（金）
　会場　真田邸、文武学校
　内容　 新型コロナウィルス感染拡大のため、例年の「松代でひな祭り」は中止であったが独自事業として

寄贈された雛人形を展示。

「かぶとを折ってかぶってみよう」 5月 2日
「甲冑・着物のレプリカ着用体験」いつでも
「真田宝物館であそぼ！2020」 7 月25日
　　　新型コロナウィルス感染拡大防止のためすべて中止

「初めての古文書講座」
　　国文学研究資料館基幹研究の一環として、令和元年 7月から月 1回開催。
　　新型コロナウィルス感染拡大のため、令和 2年 3月から 7月まで中止。
　会場　松代支所 2階大会議室
　　11月には、国文学研究資料館准教授・西村慎太郎さんによる講義も組み入れた。
　　登録者　31人

●特集展示●

●教室講座事業●
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３．令和2年度事業概要（令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月31日まで）

●臨時休館●

●特別展示●

「松代藩　文武学校」
　会期　令和 2年10月 1 日（木）～12月21日（月）
　　　　　 新型コロナウィルス感染拡大のため、 

当初予定から 3か月延期の上開催した。
　展示内容　文武学校改修工事終了を記念して、
　　　　　　 文武学校の歴史やその特徴を振り返るとともに、 

調査、研究によって明らかとなった事を紹介。
　関連行事
　　記念講演会「文武学校の建築とその魅力」
　　　講師　箱崎和久さん

　　　開催日時　令和 2年10月18日（日）13時30分～
　　　会場　　サンホールまつしろ
　　　参加費　　聴講無料
　　　参加人数　66人

　　ギャラリートーク
　　　10月 3 日（土）、10月 7 日（水）、11月11日（水）
　　　11月14日 ( 土 )
　　　新型コロナウィルス感染拡大防止のため、
　　　いずれも10時～、11時～
　　　参加人数　全計　138　人
　　　　※ワークショップは新型コロナウィルス感染拡大防止のため、すべて中止

新型コロナウィルス感染拡大により、全国に緊急事態宣言が発令されたため
令和 2年 4月16日（木）～ 5月31日（日）まで松代文化施設はすべて休館となった。

「信之のキモチ」
　会期　令和 2年 3月25日（水）～ 6月21日（日）
　展示内容　真田信之の発給文書を中心に、信之の実像に迫る。

　関連事業
　　ワークショップ「プラ版で花押ストラップをつくろう！」
　　　　　　　　　　新型コロナウィルス感染拡大のため、中止
　　ギャラリートーク　　 3月25日（水）、 4月 4日（土）、10時～
　　　　　　　　参加人数　　24人

●企画展示●
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 11月 4 日 上田市・千曲市へ資料調査旅行（米
澤・山中）

 5 日 ブックレット制作のまち歩き実施
  業者による動画撮影対応
 10日 一部展示替え
 11日 ギャラリートーク
  文化財保護研修会参加（於：上田市）
 12日 ブックレット制作のまち歩き実施
  東京個人宅へ資料受領旅行（降幡）
 14日 ギャラリートーク
 14～15日 滋賀県・愛知県へ資料調査旅行（小山）
 16日 はじめての古文書講座
  国文学研究資料館・西村慎太郎准教授

による講義
 16～18日 国文学研究資料館より資料撮影来館
 19日 桑名市立博物館より資料調査来館
 22日 沼田市歴史資料館へ講師派遣（山中）
 23日 玉依比売命神社調査
 24日 上田市・千曲市へ資料調査旅行（米

澤・山中）
 26日 長野市立博物館から資料調査来館
 27日 松代公民館海津大学講師派遣（米澤）
 30日 ブックレット打ち合わせ
 12月 3 日 国立歴史民俗博物館・天野真志教授に

よる襖下張り剥がしと整理の実習
 4 日 学芸打ち合わせ
 8 日 市内個人宅へ寄贈資料受け取り（降

幡・米澤）
 9 日 千曲市へ資料調査（米澤・山中）
 14日 市内個人宅へ資料調査（米澤・山中）
 19日 東京大学史料編纂所より資料調査来館
 22日 真田宝物館展示替え
 23日 企画展「真田、江戸に住む」開幕
  ギャラリートーク
 25日 沼田市歴史資料館より資料返却来館
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 15日 市内郷土史家収集資料寄贈の下調べ
  HP 打ち合わせ
 19日 文化財安全パトロール対応
 22～30日 館内清掃・防虫作業、展示替えのため

真田宝物館臨時休館
 26日 HP 用動画撮影
 29日 水損資料の保管場所への移動手伝い
 30日 刀剣手入れ
  大英寺へ資料返却
  松代文化施設全館休館
 7 月 1 日 文武学校リニューアルオープン延期
  松代文化施設料金改定
  企画展「妖怪大集合～わざわい？こわ

い？みたい！～」開幕
  ギャラリートーク
  江戸東京博物館資料返却来館
 3 日 松代公民館海津大学講師派遣（山中）
 4 日 大鋒寺へ資料返却
  ギャラリートーク
 7 日 市内個人宅へ資料返却
 8 日 ギャラリートーク
 11日 ギャラリートーク
 13～16日 学芸員実習受け入れ（信州大学 1名）
 14日 HP 用動画撮影
 15日 市内郷土史家収集資料寄贈受け入れ
 17日 装潢師・尾立和則氏による襖下張り文

書剥がしと整理の実習
 27日 資料修復工房見学旅行（溝辺・小山・

山中）
 8 月 3 日 「初めての古文書」講座再開
 7 日 学芸打ち合わせ
 11日 一部展示替え
 19日 ブックレット制作のまち歩き打ち合わ

せ
 21日 玉依比売命神社調査
 25日 HP 動画撮影
 26日 沼田市歴史資料館より資料調査来館
 9 月 2 日 ブックレット制作のまち歩き打ち合わ

せ
 3 ～ 4 日 信州大学・広島大学より資料調査来館
 5 ～ 6 日 西安外国語大学より資料調査来館
 7 ～ 9 日 文武学校地元向け内覧会
 8 日 HP 用動画撮影
 10日 松本市立博物館へ資料調査旅行（米

澤・小山）
 14日 「初めての古文書」講座
 16日 長野県立歴史館へ資料調査（米澤・溝

辺・山中）
 18日 豊栄小学校見学・閲覧
 23日 ブックレット制作のためのまち歩き実

施
 24日 市立長野高校ながのろじー講師派遣

（溝辺）
 29～30日 展示替え
 30日 宝物館臨時休館
 10月 1 日 文武学校リニューアルオープン、式典

開催
  宝物館特別展「松代藩　文武学校」開

幕
 3 日 ギャラリートーク
  玉依比売命神社祭事調査
 6 日 象山記念館展示替
 7 日 ギャラリートーク
 9 日 上田市個人宅へ資料調査旅行（米澤・

山中）
  寺尾小学校切紙体験
 15日 市立長野高校ながのろじー講師派遣

（降幡）
  川崎市民ミュージアムへ研修参加（米

澤・山中）
 16日 山梨県立博物館より資料調査来館
 18日 特別展講演会
 19日 「初めての古文書」講座
 20日 資料撮影
  ブックレット制作のまち歩き実施
 22日 上田市立博物館へ資料調査（米澤・小

山）
 25日 ブックレット制作のまち歩き実施
 26日 上田市個人宅へ資料調査旅行（米澤・

山中）
 27日 沼田市歴史資料館より資料借用来館
 28日 ブックレット制作のまち歩き実施
 29日 文献史料保存講習会参加（於：長野市

公文書館）
  市立長野高校ながのろじー講師派遣

（山中）
 30日 学芸打ち合わせ
 30日～11月3日 真田邸・松代城ライトアップ開催
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 1 月11日 上越市公文書センターより資料調査来
館

  長野市立博物館資料保存グループ発足
会参加

 18日 ギャラリートーク
 23日 学芸打ち合わせ
 23日 有線放送取材対応（小山）
 24日 体験プログラム動画撮影
 25日 長野市立博物館水損資料保存作業参加
 27日 「初めての古文書」講座
 29日 ブックレット作成打ち合わせ
 2 月 5 日 国文学研究資料館へ資料調査旅行（山

中）
 6 日 全国歴史民俗系博物館協議会関東ブ

ロック集会参加（山中）
  長野経済研究所機関誌取材対応（小山）
 8 日 新規ボランティア養成講座講師派遣
 8 ～10日 信州大学より資料調査来館
 9 日 山寺常山邸講座講師派遣（降幡）
 10日 ボランティア　手づくり郷土賞授賞式
 13日 「真田宝物館であそぼ！2020」第 1 回

打合せ
  長野県博物館協議会防災研修会参加
 15日 新規ボランティア養成講座講師派遣
 17日 「初めての古文書」講座
 19日 本誓寺へ資料調査（山中）
 26日 雛人形展示
 27日 長野県史料協研修（新型コロナウィル

スの影響により中止）
 28日 松代藩文化施設管理委員会開催
 29日 ボランティア講演会　中止
 29日～3月2日 国文学研究資料館より資料調査来館
 3 月 3 日 真田宝物館ひな人形展示 

長野市立博物館水損資料保存作業参加
 4 日 上田市・松本市へ資料調査旅行（降幡）
 5 日 伊那市へ資料調査旅行（降幡）
 6 日 信越放送取材対応（溝辺）
 11日 ブックレット制作のためのまち歩き

（中止、以後 7月まで中止）

 12～13日 国文学研究資料館へ資料調査旅行（降
幡）

 12日 「真田宝物館であそぼ！2020」第 2 回
打合せ（中止）

  （「真田宝物館であそぼ！2020」の開催
中止を決定）

 14日 松代町大鋒寺、市内個人宅へ資料借用
 16日 松代町大英寺へ資料借用
  「初めての古文書」（中止、～ 7月まで）
 17日 象山記念館展示替え
 24日 展示替え
 25日 企画展「信之のキモチ」開幕
  ギャラリートーク
  市政テレビ、週刊ながの取材対応（山

中）
 28日 甲冑着用体験　中止
  （このほか体験については年度いっぱ

い中止）
 4 月 3 日 江戸東京博物館より資料借用来館
 4 日 ギャラリートーク
  長野市立博物館水損資料保存作業参加
 5 日 町内個人宅へ資料調査（溝辺）
 8 日 ひな人形片付け
 10日 水損資料の保管場所への移動手伝い
 14日 写真撮影
 16日 新型コロナウィルス拡大による緊急事

態宣言発令のため、管轄施設の全面休
館（ 5月31日まで）

 18日 長野市立博物館水損資料保存作業参加
  以降、断続的に参加
 21日 写真撮影
  市内個人宅へ寄贈資料受け取り
 27～28日 資料撮影
 30日 資料撮影
 5 月 1 日 資料撮影
 14日 松代中学職場体験（中止）
 15日 資料撮影
 26日 資料撮影
 6 月 4 日 町内個人宅へ資料受け取り（溝辺）

２．管理事務所日誌（令和 2 年 1 月 1 日～令和 2 年12月31日）

新型コロナウィルス感染拡大のため、行事の多くを中止・変更した。
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の教育に努めた。

（9）煙雨亭（佐久間象山茶室）
煙雨亭は、もとは佐久間象山が京都で最後に暮らした居宅内にあった茶室であった。元治元年（1864）、幕命

で上洛した佐久間象山は「煙雨楼］と名付けた居宅に暮らしたが、同年に暗殺された。その後、煙雨楼は料亭の
所有となって昭和37年（1962）に解体されたが、保存されていた茶室の部材を昭和57年（1982）に市が譲り受け
て、象山神社の脇に移築・復元した。茶室には、もともとなかった屋根を加えたが、室内は昔の面影をとどめて
いる。

（10）佐久間象山宅跡（長野県指定史跡）
佐久間象山宅跡は、象山神社の西隣にある面積879㎡の敷地跡である。現在は、わずかに古井戸が残るのみで

あるが、象山在世の頃は、住宅のほかに槍・剣術道場、学問所などがあった。象山は文化 8年（1811）にこの家
で生まれ、天保10年（1839）の 2度目の江戸留学までの29年間ここに暮らし、藩の青年たちに学問を教えて後進
の指導に努めた。
昭和35年（1960） 2 月11日に県史跡に指定された。

（11）旧樋口家住宅（長野市指定有形文化財）
樋口家は、松代藩の目付役などを務めた家であり、江戸時

代末期の禄高は230石であった。真田邸（新御殿跡）に隣接
する現在地には、明和 2年（1765）に移っており、江戸時代
末期に建てられた土蔵や茅葺の主屋と長屋が現存している。
主屋南側には池を中心とする庭園があり、東側の隣家から西
側の隣家へと流れる松代特有の泉水路がみられる。
平成18年度から保存修理工事を行い、平成22年 6 月より一

般公開している。

（12）旧前島家住宅（長野県宝）
前島家は、江戸中期に300石、末期には200石の禄高の中級

武士の家である。現在の松代町松山町の敷地は、真田家の松
代入封以来、前島家の屋敷地であったと伝えられており、江
戸時代の主屋、土蔵、三社（神祠）、庭園等が現存する。特
に主屋は宝暦 9年（1759）の建築であり、松代町に現存する
武家屋敷の中で最も古い時代に属する。
平成17年度から保存修理工事を行い、平成22年 9 月より一

般公開している。

（13）松代藩鐘楼（長野市指定有形文化財）
松代藩鐘楼は、城下の藩士や町人に時を告げるため、真田

信之によって寛永年間（1624～43）に現在の片羽町に設けら
れたといわれている。享保 2年（1717）の大火以降、再建と
焼失を繰り返し、天明 8年（1788）の焼失後、従来の火之見
櫓兼鐘楼 1棟を分離し、火之見櫓と鐘楼が別々に建造された。
現在の建物は享和元年（1801）に再建されたもので、幕末に
は、佐久間象山がこの鐘楼を使って電信機実験を行ったとい
う伝承が残されている。昭和42年（1967）、長野市の有形文
化財に指定され、平成26年 4 月に保存改修工事が終了した。
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（4）旧横田家住宅（国指定重要文化財）
主屋、表門、土蔵は19世紀前半、隠居屋は19世紀中頃の建築と考えられる。明治になって横田家が東京に移住

し、昭和59年（1984）、敷地北側半分と建物が長野市に譲渡される。中級武家住宅の一典型で、付属屋も整い、
旧態をよくとどめていることから、昭和61年（1986） 1 月に国の重要文化財に指定、昭和64年（1989） 1 月から
保存修理工事が行われ、平成 4年（1992） 6 月から一般公開となった。平成30年度から茅葺屋根ふきかえ等の保
存改修工事を行っている。

（5）象山記念館
昭和39年（1964）、地元有志によって佐久間象山先生100年祭奉賛会が設立され、翌年 9月に展示施設としての

象山記念館が完成した。しばらくは奉賛会が本館の管理運営を行っていたが、昭和42年（1967） 3 月、同奉賛会
から長野市に記念館が譲渡され、同年 4月に開館し、昭和63年（1988）10月には展示室を増築した。
年間 4回の展示替えを行い、佐久間象山の業績を紹介し、遺品・遺墨を展示している。

（6）旧白井家表門（長野市指定有形文化財）
旧白井家表門は、もと松代町表柴町にあったもので、平成

12年（2000）に文武学校正面（南側）に移築復元された。三
間一戸形式の長屋門で、間口が20メートルあり、弘化 3 年
（1846）に建てられたものである。
平成13年（2001） 4 月 1 日、文化課（現・文化財課）から
当所へ移管された。現在は、松代文化財ボランティアの会の
拠点施設として、来訪者に対する松代のガイドや、湯茶の接
待を行っている。

（7）松代城（国指定史跡）
松代城は、武田信玄が築かせた海津城がはじまりといわれ、

城ができた時期ははっきりとはしないが、永禄 3年（1560）
頃には完成していたとされる。
武田家滅亡後は、織田信長の家臣・森長可や上杉景勝の支

配するところとなった。
江戸時代になると、森忠政・松平忠輝・松平忠昌・酒井忠

勝らが居城としたが、元和 8年（1622）に、上田城主であっ
た真田信之が松代に移封される。その後、明治維新を迎える
まで、真田家が松代を居城とした。なお、藩主の御殿は江戸
時代のなかばまでは本丸にあったが、その後「花の丸」とい
う三の丸にあたる場所に移された。本丸石垣・門などの改
修・復元工事が終了し、平成16年（2004）から一般公開している。

（8）山寺常山邸（書院・表門・頌徳門は国登録文化財、庭園は国登録記念物）
山寺常山邸には、江戸時代末期に建てられたと推定される

表門とこの表門の南側に大正時代終わりから昭和初期にかけ
て建てられたと推定される書院（萬竹庵）が残されている。
山寺家は、松代藩で知行160石の中級武士の家格であり、

江戸時代の終わりには山寺常山を輩出し、鎌原桐山、佐久間
象山とともに松代の三山と称えられた。常山は号で、幼名を
久道、のちに信龍と名乗り、通称を源大夫といった。常山は
若い頃、江戸に出て儒学者佐藤一斉や中村敬宇らと親交を深
めた。八代藩主・真田幸貫の信頼も厚く、藩政にも尽力し、
寺社奉行や郡奉行を務めた。明治になってからは中央政府の
招きを固辞して松代に留まり、晩年は長野に塾を開いて門人
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１．松代文化施設等管理事務所の沿革

松代文化施設等管理事務所は、市の機構改革により平成16年（2004）4 月 1 日から新たに発足した組織であり、
旧松代藩及び真田家に関する文化的遺産の保存及び活用を図ることによって、郷土の歴史と文化に親しみ、その
知識と理解を深め、豊かな市民文化の発展に寄与することを目的として設置されている。現在、同管理事務所は
真田宝物館・真田邸・文武学校・旧横田家住宅・象山記念館・旧白井家表門・松代城・山寺常山邸・煙雨亭・佐
久間象山宅跡に加え、平成22年度に保存整備が完了し一般公開が開始された旧樋口家住宅・旧前島家住宅、平成
25年度に保存整備が完了した松代藩鐘楼の計13施設を管理・運営し、以下の業務を行っている。
1．松代周辺における旧松代藩及び真田家に関する資料の適正な管理・活用を行う。
2．収集・保管・展示・調査研究、及び教育普及活動の多角的機能を有機的に関連させた活動を行う。
3．市民の郷土研究、文化活動のための情報センター的機能を果たす役割を担う。
4．市民が親しみをもち、同時に学校教育とも深い関係をもつものとする。
また、松代文化施設等管理事務所には、文化的遺産の保存等について必要な事項を審議するための、松代藩文

化施設管理委員会が設置されている。

各施設の概要
（1）真田宝物館
昭和41年（1966） 5 月27日、真田家12代当主・幸治氏によって、同家に伝承されてきた資料が当時の松代町に

一括譲渡された（同年10月に松代町は長野市と合併したため、長野市の所有となった）ことから、長野県松代高
等学校移転後の校舎を改造して昭和44年（1969） 7 月 1 日に真田宝物館がオープンした。真田家の大名道具の展
示を目的とし、昭和52年11月に鉄筋コンクリートの新館を増築、昭和63年（1988） 3 月には収蔵庫が完成し、真
田邸内の 7つの土蔵に収納されていた資料の大部分を移転収蔵している。当初は観光課の所管であったが、その
後、教育委員会の所管となる。年間 4回の展示替えを行い、常設展示のほか、特定のテーマを決めて年 1回の「特
別展」と年 3回の「企画展」を実施している。

（2）真田邸（国指定史跡）
文久 3年（1863）から翌年にかけて建てられた九代藩主・

真田幸教の母の住居で、いわば「隠居所」のような建物であ
る。「新御殿」と名づけられ、明治維新後は真田家の私邸と
なり、昭和41年（1966） 5 月、松代町に譲渡された。昭和56
年 4 月11日に松代城と一体のものとして、国の史跡に指定さ
れた。敷地は7,973平方メートル（約2,416坪）、御殿は一部
2階建てである。平成22年に主屋の全面改修工事が終了し同
年 9月より一般公開している。

（3）文武学校（国指定史跡）
藩士子弟の学問・武芸を奨励するため、八代藩主・真田幸貫、九代藩主・幸教が嘉永 6年（1853）に完成させ、

翌々年に開校した。建設当初の遺構をほぼ完全なかたちで伝えている。明治元年（1868）には兵制士官学校を併
設し、明治 4 年（1871） 9 月、廃藩のため閉校となる。明治 5 年（1872）、長国寺の火災に伴い、槍術所がその
庫裏として移築・転用された。その後は松代小学校の校舎としても使用され、昭和28年（1953） 3 月に国の史跡
に指定、昭和48年（1973）から保存修理工事に着手し、同54年（1979）から一般公開している。文武学校は、儒
学中心の藩校から近代的学校建築への過渡期の史跡で、文学所、教室 2 棟（東序・西序）、剣術所、柔術所、弓
術所、文庫蔵、番所、門などからなる。平成 8年（1996）、長国寺の庫裏として利用されていた旧槍術所が戻され、
創建当初の状態に復元された。平成29年度から保存改修工事が行われ、令和 2年10月 1 日に全面リニューアルオー
プンした。
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